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　 本論文 の 目的 は,北 米北方 地域 におけ る交 易活動 について,1500年 代か ら

1870年 代 にか けて行われ ていた毛皮交 易を中心 にその全体像 を素描す ることで

ある。北米 におけ る毛皮資源の交易は,ヨmッ パと中 国におけ る毛 皮需要や,

イギ リス,フ ランスな ど西欧列強 の政 治的対立 関係 と連動 しながら展開 し,北

米北方先住民を欧米の資本主義 システムに接合 させた。この過程で社会 の崩壊,

再編成 を余儀 な くさせ られ た先住民 グループが存在 した一方 で,カ ナダ ・イ ヌ

イ ッ ト人や ケベ ック ・クリー人 の大半 は,毛 皮交 易に係わ りつつ もそれ のみに

経済特化 をせず,狩 猟 ・漁労活動 を維持 してきたた め,変 化 を被 りなが らも,

拡大家族関係 な どい くつか の社会 関係 を再生産 させ るこ とが できた。毛皮交易

へ の北米先住民 の係わ り方 は一様 ではな く,毛 皮交 易は先住民社会を破壊す る

とい う仮説は北米先住民社会 のすべ てに妥 当す るわけではない。

   The aim of this paper is to provide a general picture of aboriginal 

trading activities, focusing on the fur trade from the 1500s to the 1870s, 

across the northern regions of North America, with special attention to 

the impacts of these activities on native societies. The fur trade in North 

America was historically developed in relation to commercial demand 

for furs in Europe and China, as well as to political conflicts among the 

Great Powers of Europe, especially between the British and the French. 

Native Americans were articulated into the European capitalist system 

through their participation in this commerce in furs. Although a
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majority of indigenous groups were forced to give up or reorganize their 

historically distinct ways of life during this fur trade period, many Inuit 

of Canada, as well as the Cree of Quebec have been able to maintain 

their subsistence activities and some sets of socio-economic relation-

ships. This continuance comes from the fact that Inuit and Cree did not 

become economically dominated by the fur trade, but kept their systems 

of subsistence and kinship relations. As the responses to fur trading 

activities by the native peoples of North America were diverse, the 

general hypothesis that aboriginal involvement in commercial fur activi-
ties will inevitably result in the destruction of the participating societies 
does not apply to several cases of northern North America.
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1　 は　 じ　め　 に

　北米先住民による諸資源の交易については,こ れまで特定の地域や民族集団ごとに

多数の研究が出版されているが,北 米の北方地域における交易の全体像を傭瞼するよ

うな研究は,筆 者の知る限 りほとんど存在 していない(例 外としては,Innis(1970);

Wolf(1982:158-194)な どがある)。本稿は,北 米の亜極北地域および極北地域にお

けるヨーロッパ人と接触前後の先住民間交易 と,そ の後に展開された毛皮交易につい

て16世紀から19世紀後半までの期間に焦点をあて,全 貌を素描することを 目的として

いる。さらに毛皮交易と先住民社会における階層化の関係など,毛 皮交易が主要な原

因と考えられる北米北方先住民の社会変化について若干の考察を加える。なお,本 研

究は,現 地収集資料や歴史資料など第一次資料に基づくものではなく,既 存の諸研究

の成果を筆者が整理,総 合したものであることを明記 しておきたい。

　北米大陸を東西に横断する現在のカナダとアメリカの国境付近から以北に住んでい

た先住民は,16世 紀以降,程 度の差はあれ,毛 皮交易に係わ り,そ の交易が展開して

いく中で数世紀をかけて変容を遂げてきたと言える。 ここでは,現 在のカナダとアメ

リカの国境付近より以北を北米北方地域と総称する。生態環境や先住民が利用し得る

動植物資源,交易を 目的としたヨmッ パ人 との接触の時期や様態の差異に基づけぽ,

この北方地域は4つ の下位地域へと分類することができる。それらの下位地域 とは,

アリューシャン列島を含むアラスカ地域(A地 域),ア メリカのアラスカ州の南部地

域あた りからオレゴソ州にかけての北西海岸地域(B地 域),大 西洋からロッキー山

脈にかけて広がる亜極北地域(C地 域),ア ラスカを除く,北 米の極北地域(D地 域)

である(地 図1参 照)。

　本稿では,こ の4地 域からなる地域軸 と,毛 皮交易期以前と以後という時間軸をか

け合わせて作った枠組みを利用 して,だ れとだれが,何 をどのように交易したのか,

毛皮交易が社会に及ぼ した影響はどのようなものであったかについて,記 述,分 析を

行 う。

　歴史家が北米における毛皮交易を取 り扱 う場合,イ ギリスや北米植民地の社会 ・経

済史の一部 として記述,分 析することが多い(Trigger　 1986;下 山1990)。 一方,文

化人類学者やエスノヒス トリアン(ethnohistorian)は,毛 皮交易を ヨーロッパ人と

北米先住民の相互作用として捉え,先 住民の視点や立場に力点をおいて記述 した り,

分析する傾向がある(岸 上1992,1993)。 しかも彼らは特定の先住民グループか特定
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Alア ラスカ地域

B:北 西海岸地域

C:亜 極北地域

D;極 北地域

(1)北 米 北 方 地 域 →北 米東 部 → ヨー ロ ッパ

(2)ア ラ ス カ中 西 部 沿 岸 → チ ュ ク トカ半 島 → ア ニ ュイ 交 易所 → イ ル クー ツ ク

(3)ア ラ ス カ南 西 部 → カ ム チ ャ ツカ半 島→ オ ホ ー ツ ク→ イ ル クー ツ ク

　 　 イ ル ク ー ツ ク→ モ ス ク ワ も し くは イル ク ー ツ ク→ キ ャ フタ→ 中 国

(4)ボ ス トン→ 北 米 北 西 海岸 →広 東 → ヨー ロ ッパ → ボ ス トン

地図1　 毛皮交易の ネ ットワー ク
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の地 域 に着 目 して 毛 皮 交 易 が 個 々の社 会 に及 ぼ した諸 影 響 を研 究 す る傾 向 が あ り(例

えば,Bishop　 1974;Francis　 and　Morantz　 1983な ど),北 米 大 陸 の 北 方地 域 の よ うな

広 域 に お い て展 開 され て い る毛皮 交 易 を全 体 と して把 握 しよ うとす る研 究 は きわ め て

少 な い。 本 稿 で は,北 米 北 方 地域 の毛 皮 交 易 を欧 米 社 会 か ら来 た 毛皮 交 易者 の活 動 に

対 す る現 地 先 住 民 の 反 応 や 相 互作 用 と して記 述 す る とい う立 場 を と る。 そ して最 終 的

に は,北 米 北 方 地 域 に お け る毛皮 交易 を,個 々 の先 住 民 社 会 や 地 域 の活 動 と してで は

な く,同 地 域 全 体 で 展 開 され た活 動 と して把 握 し よ うと試 み る。

　 本 稿 は8節 か らな る。 本節 で は研 究 の 目的 と記 述 の枠 組 み,論 文 の構 成 につ いて 述

べ る。 第2節 で は 交 易 の概 念 を定 義 し,ヨ ー ロ ッパ と中 国 の 市場 に つ い て概 略 し,北

米 に おい て 毛 皮 交 易 が 盛 ん に な った条 件 を記 述 す る。 そ して,第3節 で は ア ラス カ地

域 に,第4節 で は 北 米北 西海 岸 地 域 に,第5節 では 北 米 の 亜極 北 地 域 に,第6節 で は

北 米 の中 部 ・東 部 極 北地 域 に 焦点 を あ て,先 住 民 間 交 易 と毛 皮 交 易 の概 略 を 記 述 し,

か つ 毛 皮 交 易 が 先 住 民諸 社 会 に及 ぼ した 諸 影 響 に つ い て 要 約 す る。 第7節 では 毛 皮 交

易 が 北 米 北 方 先 住 民 に もた ら した社 会 変 化 の多 様 性 と階 層 化 の 問題 につ い て論 じ,第

8節 で は研 究 の成 果 を要 約 す る。

　 な お,本 稿 で 取 り扱 う各 先 住 民 社 会 の 民 族 誌 的 情 報 に つ い て は,"Handbook　 of

American　 Indians"の 第5巻 『極 北 』(Damas,　 ed.1984),第6巻 『亜 極 北 』(Helm,

ed.1981),第7巻 『北 西 海 岸 』(Suttles,　 ed.1990),第15巻 『北 東 』(Trigger,　 ed.

1978)で 紹 介 され て い る の で,こ こ では 省 略 す る こ とを お 断 りして お きた い 。

2　北米北方地域における先住民間交易 と毛皮交易について

2.1交 　 易

　資源とは,一 般にある目的に利用されるもととなる物資や人材,情 報,知 識を意味

する(岸 上1999:64)。 そ して資源の有用性や経済的な価値は文化や地域,時 代ごと

に異なるとい う特徴がある(秋 道1997)。 北米の生態系は地域によって異な り,そ こ

に存在 している動植物資源の分布にも多様性が見 られる。はるかかなたに存在する希

少な財や有用な資源を所与の集団の成員が入手 しようとすれぽ,そ こに出かけていっ

て獲得するか,他 の人が持っているものを入手するかのいずれかとなる。何 らかの物

や労働を提供することと引き替えに,必 要 とされる財や資源を入手 した り,相 手に渡

すことは交換の一種である。交易は交換の一種であるが,一 般的には 「近代以前の商
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業取引全般」を指すと考>z..られている(端1987:263)。 本稿では,自 らが属する社

会とは異なる地域に住んでいた り,異 なる社会に属す る個人や集団を相手とする財や

資源の等価的な交換(取 引)を 「交易」と定義 しておきたい(cf.ポ ランニー1980:

159;サ ーリンズ1984:286-330)。 交易には,物 々交換,沈 黙交換,市 場交換などさ

まざまな様式が存在 している。

　北米の諸先住民の問には,先 住民間の物h交 換に基づく資源の交易と,欧 米人の毛

皮商人(や 先住民の仲介者)と 先住民による毛皮とヨーロッパ製品の交易(物h交 換

であるが,貨 幣に相当する尺度が利用 された)が 存在 していた。前者を先住民間交易,

後者を毛皮交易と呼んでおきたい。先住民間交易は一般的に先住民の間での物質的な

要求を相互に満たす ことを目的とする諸資源の交換であったのに対 し,毛 皮交易は先

住民の物質的欲求を満たすのみならず,ヨ ーロッパや中国などの市場の需要を満たす

ための活動であった。

2.2　 ヨー ロッパ と中国 の毛 皮市 場

　 ヨー ロ ッパ に お い て は,15世 紀 中頃 以 降,経 済 的 な繁 栄 期 が 到 来 し,ク ロテ ソや テ

ソの 毛 皮 の需 要 が高 ま った 。 しか し15世 紀 後半 か ら16世 紀 前 半 には ヨー ロ ッパ の毛 皮

資 源 が 枯 渇 化 した た め,ロ シ ア人 は ク ロテ ンな どの 毛 皮 を 求 め て シベ リアを 東 進 し

た1)0ま た,1500年 代 か らは ピ ー・ミー な ど新 大 陸 の毛 皮 が 交 易 に よっ て ヨー ロ ッパ に

流 入 し始 め た。

　 毛 皮 に は,ク ロテ ソ,ラ ッ コ,ビ ーバ ー,ミ ン クな ど高 級 毛 皮 衣 類 や 帽 子 の材 料 に

され る もの か ら,小 物 や 普 段 着,革 ひ もの 材料 とな る牛 革 や 鹿 皮 まで,か な りの パ リ

エ ー シ ョンが あ る(寺 田1977)。 北 米 の 先 住 民 が交 易用 に ヨー ロ ッパ 人 に 提供 した毛

皮 は,ビ ーバ ー,ラ ッ コ,テ ン,ホ ッキ ョクキ ツネ,ア シカ,ア ザ ラ シ,ク マ,カ ワ

ウ ソ,オ オ カ ミ,ク ズ リ,ヤ マネ コ,ミ ソ ク,ア ライ グマ,オ オ シ カ,ジ ャ コ ウネ ズ

ミ,キ ツネ な どの毛 皮 で あ った 。 これ らの 毛皮 獣 は,北 米 大 陸 の 亜 極 北地 域 の森 林 地

帯,極 北 お よび亜 極 北 地 域 の沿 岸 地 域 に 多数 生 息 して お り,そ れ らの 商 品 と して の毛

皮 の 質 は ア メ リカ の オ レゴ ソ州 や イ リノイ 州 周辺 で捕 獲 され る もの よ りカナ ダや ア ラ

ス カ地 域 な ど北 方 地 域 で捕 獲 され る もの の方 が優 れ て いた 。18世 紀 後 半 に は 主要 な毛

皮 市場 は複 数 存 在 して いた が(池 谷1999),北 米 北 方 産 の毛 皮 は 主 に ヨ ー ロ ッパ と中

国 市場 に 出荷 され て いた 。

　 北 米北 方地 域 に おけ る毛 皮 交 易 の 展 開 は,ヨ ー ロ ッパ と中 国 に お け る毛皮 需 要 の動

き と表 裏 一 体 の関 係 にあ った 。1492年 に コ ロ ン ブスが 新 大 陸 を 発 見 して 以来,イ ギ リ
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ス人,フ ラ ン ス人,ス ペ イ ン人,オ ラ ンダ人 らの植 民 者 が 次 々 と大 西 洋 を渡 り北 米 の

東 海 岸 に 流 入 して きた。17世 紀 末 には,ビ ーバ ーな どの 毛皮 の ヨー ロ ッパ(特 に ロ シ

ア)市 場 へ の 輸 出 は,イ ギ リス人,フ ラ ンス人,オ ラ ン ダ人 らの北 米 北 東 部 諸 植 民 地

の重 要 な 収 入 源 で あ った。 北 米 東 部 にお け る植 民 地 の 初 期 の発 展(1682-1713年)は,

イギ リス,フ ラ ンスへ の ビーバ ー の毛 皮 の 輸 出 や,オ ラ ン ダ西 イ ン ド会 社 を 介 して行

わ れ た ビ ーバ ー の毛 皮 の ロ シア へ の輸 出 に 依 存 して い た(Rich　 1955)。 北 米 大 陸 に

お い て 農 業 ・牧 畜 植 民 が 進 む に した が い,毛 皮 交 易 の 中心 は北 方 地 域(現 在 の ア ラス

カや カナ ダ)に 移 り,ヨ ー ロ ッパ 人 の 毛 皮 商 人 が競 合 しなが ら西 進 して い った。

　 一 方,北 米 大 陸 の西 側 か らは ロシ ア人 や ア メ リカ人 が毛 皮 を求 め て 進 出 し,1800年

頃 に は東 西 か ら別 々に進 出 して きた 毛 皮 交 易が 北 米 北 西 海 岸地 域 で遭 遇 し,世 界 を1

周 す る毛 皮 交 易 の ネ ッ トワー クが 形 成 され た(地 図1参 照)。 北 米 の 毛 皮 交 易 は,需

要 供 給 関 係 が 常 に 変 動 す るた め リス クが大 きい うえ に大 規 模 な 資 本 を必 要 とす る,新

旧大 陸 間 で行 わ れ た 国際 ビジ ネ ス で あ った(Kehoe　 1992:254)。 こ こで は,ヨ ー ロ ッ

パ と中 国 の毛 皮 市 場 の 状 況 を概 観 す る。

　 2.2.1　 ヨ ー ロ ッ パ に お け る 毛 皮 市 場 と 毛 皮 交 易 の 展 開

　 1550年 頃 か ら1850年 頃 に か け て,ヨ ー ロ ッパ では ビーバ ーの 毛皮 を用 いた フ ェル ト

帽2)が 大 流 行 し,北 米 大 陸 に おけ る ビーバ ーの 毛皮 交 易 が進 展 した 。 フ ラ ンスに お い

て は ブル ボ ン家 の ア ン リ4世(在 位1589-1610年)の 頃 に,毛 皮 製 コ ー トや手 袋,シ ョー

ル,ガ ウ ン,縁 の広 い 帽子 を着 用 す る フ ァ ッシ ョンが上 流 階 級 の間 で 流 行 し,毛 皮 の

需 要 が拡 大 した(細 川1999a:41)。 イ ギ リス で は,移 住 して きた ス ペ イ ン人 や オ ラ

ンダ人 に 帽 子 を か ぶ る習 慣 が あ った し,ス チ ュア ー ト王 家 とそ の 家 臣 た ち,清 教徒 も

帽 子 を 着 用 して い た(Wolf　 1982:159)。 北 米 か ら流 入 して き た ビー バ ー毛(皮)と

他 の 動 物 の 毛 皮 や ウ ール 毛 との混 合 技 術 が 広 ま る こ とに よ って,安 価 な ビ ーバ ー ・

フ ェル ト帽 が市 場 に供 給 され,一 般 民衆 も冬 に は ビーバ ー帽 を 被 る よ うに な った(下

山1990:80)。 この 需 要 を 満 た す べ く,1700年 代 に は イ ギ リス の ロ ン ド ンや グ ラ ス

ゴ ー,フ ラ ンス の ル ー ア ンや ツ ゥ レー ヌ,新 大 陸 の ニ ュー ヨー クや ボ ス トン,ニ ュー

ポ ー トで製 帽 業 が 興 隆 した(下 山1990:78-79)。 ケ ベ ッ クに入 植 した フ ラ ン ス人,

北 米 東 部 の イ ギ リス人 や オ ラ ン ダ人 の植 民 地 に とって は,毛 皮 の輸 出 は大 きな収 入 源

で あ った。 次 に述 べ る よ うに,こ の帽 子 は さ らに ヨー ロ ッパ か らア フ リカや 南 米 ま で

広 大 な経 済 ネ ッ トワー クに 沿 って流 通 してい った 。

　 ビーバ ー毛 皮 の交 易 シ ス テ ムは きわ め て 複 雑 で あ った(Kehoe　 1992:253-254)。 北
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米 大 陸 の東 北 地 域 に居 住 して い た ア ル ゴ ンキ ン語 族 系 先 住 民 は ビー バ ーの毛 皮7,8

枚 か ら作 られ た 毛 皮 服 を 着 用 して い た。この 毛 皮服 は先 住 民 が1年 くらい 着用 す る と,

身 体 か ら発 せ られ る汗 や 脂 に よ っ て柔 らか くな っ た 。 この 着 古 した 衣 服 の毛 皮 は,

castor　grasな い しはcoat　 beaverと ヨー ロ ッパ 人 に よ って 呼 ぼれ,商 品 価 値 の 最 も高

い もの と され た 。

　 ヨー ロ ッパ 人 の 交 易 者 は それ らの毛 皮 を先 住 民 か ら入 手 し,オ ラ ン ダ船 に よ って フ

ラ ソスへ 送 った 。 当 初,ロ シア のみ が ビーバ ーの 毛 皮 を処 理 し,短 い 内側 の 毛 を 取 る

加 工 技 術 を 有 して い た の で,そ れ らは オ ラ ン ダの 船 で ロ シア北 部 の港 へ 運 ぼ れ た 。採

取 され た ビ‐-om‐の 毛 は オ ラ ンダ の ア ム ス テル ダ ムに送 り返 され る一 方,毛 皮 自体 は

ロシ アに お い て 外套 を作 る素 材 とな った 。

　 ア ムス テル ダ ムに送 られ た ビーバ ー毛 は,フ ラ ンス(ル ー ア ン,ツ ゥ レー ヌ,ロ ー

シ ョ,ボ ー リ ョウ)や イ ギ リス(ロ ン ドン,グ ラス ゴ ー)の フ ェル ト製 造 業 者 へ 売却

され た 。 ビ ーバ ー ・フ ェル トの需 要 が 拡 大 す るに つれ て,フ ラ ンス人 の フ ェル ト製 造

業 者 は,ビ ‐-om一の毛 皮 を加 工 のた め に ロシ アへ送 るの をや め,独 自で 長 毛 を短 い 内

側 の 毛 に あ わ せ て 毛皮 か ら切 り取 り,帽 子 や 布地 用 の フ ェル トを 製 造 す る よ うに な っ

た 。 この た め 流通 ・加 工 の コス トが 低 下 した 。 カル ヴ ィ ン派 新 教 徒 の 職 人 が フ ラ ンス

か らイ ギ リス へ移 住 した た め,フ ェル ト帽 の製 造 の 中心 地 は1685年 以 降 イ ギ リス へ移

行 した 。

　 フ ェル ト帽 は,イ ギ リスや フ ラ ン スに お い て は,主 に貴 族 層 や 富 裕 層 の 人h,ス ペ

イ ンや オ ラ ン ダか らの移 民 に よ って 着 用 され た。 使 い古 され た 帽 子 は 業 者 に よ って切

り取 られ,よ り小 さ な帽 子 に 作 り替>xら れ,ス ペ イ ンや ブ ラ ジル の市 場 に輸 出 され た 。

さ らに ス ペ イ ンや ブ ラジ ル にお い て使 い 古 され た帽 子 は,ポ ル トガル 人 に よ って ア フ

リカへ運 ば れ,売 却 され た 。 この よ うに ア メ リカ産 の ビーバ ー毛 は フ ェル ト帽 に姿 を

変 え,ヨ ー ロ ッパ は 言 うに 及 ぼ ず,南 米 や ア フ リカ まで 流 通 した の で あ った(Kehoe

1992:254)3)0し か し,1840年 代 か ら ヨー ロ ッパ に お い て は フ ェル ト帽 は シル ク・・ッ

トに取 って 代 わ られ た た め に,ビ ーバ ーな ど毛 皮 の需 要 に か げ りが 見 え始 め,北 米 の

毛 皮 交 易 は衰 退 して い った 。

　 ヨー ロ ッパ や北 米 の富 裕 層 の 冬 用 外套 や襟 巻 き,帽 子 な ど高 級 衣類 と して,北 米 産

の 各種 の陸 獣 や 海 獣 の毛 皮 は 現 在 に至 る まで利 用 され 続 け て い る。

2.2.2　 中国 におけ る毛皮市 場 と毛皮交 易 の展 開

中国では明の時代 に クロテ ンの毛皮が流行 した ことが知 られているが(河 内
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1971),そ れ が宮 廷 に お い て 大 流 行 した の は17世 紀 以 降 の 清 朝 で あ った 。 清 朝 の宮 廷

に お い て ク ロテ ンは,「 大 体 袖 口や 襟 周 り,裾,帽 子 な どの ポイ ン ト装 飾 に使 わ れ て

い た。 しか も,一 定 の 官 位 以 上 で な い と使 え な い。 また,ク ロテ ンは 禁制 品 で あ っ て,

国 家 が そ の取 引 を 独 占 し,宮 中 で の み 使 用 す るの が 建 前 で あ った 」(佐 々木1996:

198)。 しか し,キ テ ン(黄 　 )を は じめ 毛 皮 は宮 廷 以外 で も使 用 され る よ うに な り,

人 気 を博 した(佐 々木1996:198)。 そ して 後 に は,シ ベ リア 産 の リス皮 を は じめ,

ラ ッコや オ ッ トセ イ な ど北 米 産 毛 皮 が 中 国 で 大量 に 消費 され る よ うに な った 。

　 16世 紀 か ら17世 紀 は ロシ アに と って 毛 皮 は莫 大 な 国家 の富 の財 源 で あ り,18世 紀 ま

で ロシ ア は ヨ ー ロ ッパ と ア ジ ア市 場 に お い て は 比 べ る相 手 が い な い毛 皮 の 供 給 者 で

あ った(フ ォー シ ス1998:56-57)。 ピ ョー トル 大 帝 は1697年 に ク ロテ ソの 毛 皮 を 国

家 が 独 占す る 旨 を 宣 言 し,ク ロ テ ンの 増 産 を 目指 し,新 た な 土 地 の 発 見 を企 て た

(フ ォー シス1998:151)。 これ が ロ シ アに よ る東 方 進 出 の き っか け の ひ とつ とな っ

た が,17世 紀 末 に は ヨー ロ ッパ 市 場 で は な く中 国 に お い て毛 皮 が 高 値 で 交 易 で き る こ

とが 分 か る と,ロ シ ア は 中 国 の市 場 へ 北 米 産 の 毛 皮 の 販 路 を 求 め た(Wolf　 1982:

159)O

　 l625年 か ら1650年 にか け て 中 国 との 毛 皮 交 易 が 発展 し,中 国 は ロシ アに と って毛 皮

交 易 の最 大 の輸 出相 手 とな った 。 両 国 の 直 接取 引 は1656年 に始 ま り,1689年 に ネ ル チ

ンス ク条 約 が締 結 され る とキ ャフ タの 町 が 交 易地 と決 め られ,貿 易 ル ー トが 正 式 に形

成 され た(和 田1999:173)。 ロ シア 政 府 の対 中 国 独 占貿 易 は1762年 に終 わ りを告 げ

た が,シ ベ リア の町 とキ ャ フ タを 結 ぶ 商 品 の 輸 送 は私 企 業 に よ って運 営 され た 。 「中

国 人 は 以前 と変 わ りな く毛 皮 を 求 め た の で,1760年 代 か ら1820年 代 ま での 間,中 国 と

の 毛 皮交 易 が栄 え,こ れ が 原 因 で ロシ アの 商 人 は,遠 く離 れ た新 しい毛 皮 の 産 地 を探

し求 め,そ してつ い には,北 ア メ リカに まで も ロ シア の植 民 地 を 拡 大 させ た の で あ っ

た 」(フ ォ ー シス1998:133)。1799年 に は シ トカに ロシ アの 国 策 会 社 で あ る露 米商 会

の 本 拠 が 置 かれ,1867年 に ア ラス カが ア メ リカ合 衆 国 に譲 渡 され る ま で,ア ラ ス カ地

域 や 北 米 北 西海 岸 地 域 に お い て毛 皮 交 易 を 中 心 と した活 動 を行 った 。

　 また,1780年 頃か ら1835年 頃 まで イ ギ リス 船 や ア メ リカ の ボ ス トンを基 地 とす る交

易船 が 北 米 北 西海 岸 を訪 れ,ラ ッ コ皮 を 入 手 し,そ れ らを 中 国 の広 東 へ 運 び 莫 大 な 利

益 を あ げ た。 この よ うに ロシ ア とア メ リカ,一 時 期 は イ ギ リス の商 人 らが,北 米産 の

ラ ッコ皮 を 中 国市 場 に 出荷 して いた 。

　 18世 紀 後半 か ら19世 紀 前 半 にか け て す で に 大 量 の 人 口を抱 え て いた 中 国は,シ ベ リ

ア産 の ク ロテ ン皮 や リス皮,カ ム チ ャツ カ半 島,ア リュー シ ャ ン列 島,ア ラ ス カ,北
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米北西海岸地域で捕獲されるラッコやオ ットセイの毛皮の一大消費地 となった。

　北米北方地域の先住民社会における毛皮交易の進展は,主 に16世 紀以降のヨーロッ

パと18世紀半ぽ以降の中国における毛皮需要の拡大と深い関係にあったと言えよう。

3　 ア ラスカ地域におけ る交易

　 ア ラ ス カ に お け る先 住 民 間 交 易 と して は,チsコ トカ半 島 と ア ラ ス カ北 部 に あ る

ベ ー リング海 峡 を 通 して の 交 易,ア ラス カ北 西 沿 岸 部 と カナ ダ北 西部 極 北 地 域 との交

易,ア ラ ス カ沿 岸 部 と内 陸部 との 間 の交 易,ア ラス カ南 西部 と北 米 北 西 沿 岸 地 域 との

交 易 な どが 存 在 して い た。

　 ア ラ ス カ地 域 に お け る欧 米 人 と先 住 民 との 毛 皮 交 易 に は い くつ か の ル ー トが あ っ

た 。 ベ ー リン グ海 峡 に お い て先 住 民 を 仲 介 して 行 わ れ た ロ シア人 や イ ギ リス の ハ ドソ

ソ湾 会 社(Hudson's　 Bay　 Company)と の 東 西 交 易 ル ー ト,露 米 商 会 に よる カ ムチ ャ

ツカ半 島,ア リュ ー シ ャ ン列 島,ア ラス カ南 西部 を結 ぶ交 易 ル ー ト,ア メ リカ人 の捕

鯨 船 や 交 易 船 とア ラス カ沿 岸 部 に住 む 先 住 民 との 交 易 ル ー ト,ア ラス カ内 陸 部 へ 進 出

した ハ ドソン湾会 社 と沿 岸 お よび 内陸 ア ラ ス カ先 住 民 との交 易 ル ー トな どが あ った。

3.1毛 皮交易期以前

　 欧 米 人 と接 触 す る以 前 か ら ア ラ ス カの 沿 岸部 に住 む 先 住 民 は,交 易 ネ ッ トワー クを

利 用 して,旧 大 陸 の先 住 民,新 大 陸 の内 陸 部 の先 住 民 た ちか らい ろい ろな 物 品 を 入手

して い た こ とが知 られ て い る4)0

　 ア ラス カ地 域 の先 住 民 の 間 に チ ュ ク チ人 に よ って 鉄 器 が もた ら され た の は,西 暦

350年 か ら1000年 の 間 だ と言 わ れ て い る(Collins　 1937;McCartney　 1988:57;Keddie

1990:2,22;岡 田淳 子1999:81-82)。17世 紀 の 中頃 まで には,ロ シ ア人 は シ ベ リア北

東 部 まで進 出 し,ヨ ー ロ ッパ 製 品 が チ ュ クチ人 や シベ リア側 の ユ ッピ ック人 の手 に渡

る よ うに な った。 そ れ ら の製 品 は さ らに ダイ オ ミー ド島 や ス ワー ド半 島 の村 々 を経 て

ア ラ ス カの先 住 民 社 会 へ 伝 わ って い った。18世 紀 の 初 め に は ス レ ッジ 島民,ダ イ オ ミー

ド島 民,ケ ー プ ・プ リソ ス ・オ ブ ・ウ ェ ール ズ の先 住 民 が 新 旧 大 陸 間 交 易 の仲 介 者 と

して 活 躍 して い た 。 そ して 現 在 の コ ツ ビ ュ ー村 の 近 くに あ る ホ サ ム ・イ ソ レ ッ ト

(Hotham　 Inlet)が ア ラス カ地 域 に お け る交 易 の セ ン タ ー の ひ とつ に な った(Van-

stone　l984:154)(地 図2参 照)。

　 ベ ー リン グ遠 征 隊 の一 員 で あ った ス テ ラ ー(G.W.　 Steller)は,1742年 当 時 す で に
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地図2　 北米 アラスカ地域お よび北 西海岸地域

チ ュ クチ人 らに よ ってベ ー リン グ海 峡 交 易 が 行 わ れ て い た と指 摘 して い る。 チ ュ クチ

人 は ロ シ ア 製 金 属 製 品 を ア ラ ス カ 産 の 毛 皮 と交 易 して い た(Golder　 l968:98-99;

Morrison　 1991:242)。18世 紀 後 半 以 降 に は,シ ベ リア側 か ら,ロ シア製 の 交 易 品 や

トナ カイ の毛 皮 を ア ラス カの 海 獣 の 毛 皮,海 産 物,ひ す い,木 材 と交 換 す る よ うに な っ

た(Burch　 1988:236)。 この 交 易 を 通 して,ロ シ ア人 が ア ラス カ に到 来 す る 以前 に,
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イ ヌ ピア ック人 の交 易 者 が クス コ クイ ム川 あ た りまで,鍋,ナ イ フ,槍 先,鉄,タ バ

コを持 ち込 ん で きて い た(D.Ray　 1983:93)。 しか し,シ ベ リア側 の チ ュ クチ 人 と ア

ラ ス カ側 の イ ヌ ピア ッ ク人 や ユ ッ ピ ック人 との 間 の ベ ー リン グ海 峡 交 易 ネ ッ トワー ク

は,1820年 代 に ヨ ー ロ ッ パ か ら来 た 探 検 家 た ち に よ っ て 妨 害 され る こ と に な る

(Burch　 1988:238)o

　 ア ラス カ北 部 お よび 北 西 部 地 域 に お い て は,19世 紀 前 半 以 前 か ら沿 岸 に 住 む捕 鯨 民

と内陸 の カ リブ ー狩 猟 民 の 間 で 生 活 必需 品 が交 易 され て いた 。 前 者 は 後者 に,光 熱 用

燃 料,調 味 料 や食 物 とな り,か つ食 料 の保 存 に利 用 され る海 獣(ア ザ ラ シや セイ ウチ,

シ ロイ ル カ,ホ ッキ ョク ク ジ ラ)の 脂 肪 や 油 を提 供 した 。 後 者 は前 者 に衣 類,寝 具,

テ ソ トの素 材 とな る カ リブ ー皮 を 提 供 した(Sheehan　 1995)。 毎 年,夏 に は 内 陸 民 の

80%が 交 易 の た め に沿 岸 に来 て い た(Sheehan　 1995:190)。 また,沿 岸 部 住 民 は,交

易 を 目的 と して,沿 岸 に あ る他 の村 々を ウ ミア ク(皮 製 大 型 ボ ー ト)を 利 用 して 訪 問

しあ っ て い た 。 これ らの先 住 民 間 交 易 で は捕 鯨 キ ャ プ テ ン(u〃zialik)が 中心 的 な 役

割 を 果 た し,潜 在 的 に交 易 の仲 介 者 の機 能 を 有 して い た(Sheehan　 1995:191)。

　 ア ラス カの極 北 地 域 とカ ナ ダの 極 北 地 域 の 間 に も先 住 民 間 交 易 の ネ ッ トワー クが存

在 して い た。ス テ フ ァン ソ ソは,ベ ー リン グ海 峡 か ら カナ ダ極 北 北 西 部 に 住 む コパ ー ・

イ ヌイ ッ ト人 へ,そ してそ こか ら さ らに ハ ドソ ン湾 へ,パ フ ィ ン島を 越 え て グ リー ン

ラ ン ド北 西 部 へ 至 る広 大 な 先 住 民 の 交 易 ネ ッ トワ ー クが 存 在 して お り,そ の ネ ッ ト

ワー クの上 を シベ リア産 の 鉄 とい う希 少 資 源 が交 易 品 と して運 ぼ れ て い た と考>xた

(Stefansson　 1914)。 この ネ ッ トワ ー ク の存 在 は 実 証 され て は い な い が,少 な くと も

カナ ダ極 北 北 西 部 の コ ロネ ー シ ョン湾 周辺 で産 出 され る ソー プ ・ス トー ンで作 られ た

石 ラ ンプや 石 鍋 が ア ラス カの先 住 民 へ と交 易 され,さ らに ア ラス カの 沿岸 部 や シ ベ リ

アへ と流 通 して い た こ とが考 古 学 的 に証 明 され て い る(Morrison　 1991:239-240)5)a

　 カ ナ ダ 中央 部 マ ニ トバ 州 の ウイ ニペ グ湖 あ た りに 住 ん で い た オ ジ ブ ワ人(の 祖 先)

が 作 った と考 え られ る装 飾 ポ ー チや 遺 物 が,チ ュ コ トカ半 島 や,ア ラ ス カ,現 在 の ブ

リテ ィ ッシ ュ ・コ ロ ン ビア州 で発 見 され て い る。 これ らの 品物 は先 住 民 の交 易 ネ ッ ト

ワー クを 介 して運 ばれ た と考 え られ て い る(Burch　 1988:240)。

　 ア ラ ス カ南部 沿岸 地 域 とブ リテ ィ ッシ ュ ・コ ロ ン ビア州 地 域 との 間 で は,海 獣 の油,

セ イ ウチ の牙,ツ ノ メ ドリの くち ぽ し,カ リブー や ラ ッ コな ど の毛 皮,こ は く,銅,

ツ ノガ イ,ア ワ ビの 貝 殻,木 製 カ ヌ ー,山 羊 角 製 ス プ ー ン,衣 類 が 交 易 され て い た

(Burch　 1988:237)。 欧 米 社 会 との 接 触 の後 に は,ロ シ ア,イ ギ リス(ハ ドソ ン湾 会

社),ア メ リカ の 製 品 や 物 資 が この ネ ッ トワー クを通 して先 住 民 社 会 の 隅 々 まで 浸 透
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した。

　このようにアラスカ先住民は欧米人と接触する以前から近隣地域の他の先住民集団

と交易を行い,生 活に必要な資源や希少価値を持つ資源をお互いに交換 していたので

あった。

3.2　 毛皮交易期

　アラスカ地域の毛皮交易については,露 米商会などロシア人による交易,ベ ーリン

グ海峡交易,捕 鯨船との交易の3つ に分けて整理 したい。

　 3.2.1　 ロ シ ア 人 に よ る 毛 皮 交 易

　 ロシ ア人 は15世 紀 か ら18世 紀 に か け て シベ リア を制 圧 し,さ らに18世 紀 か ら ラ ッ コ

や オ ッ トセ イの 毛 皮 を 求 め て ア ラス カ方 面 へ 進 出 した 。 ア ラ ス カ進 出 の き っか け は,

ベ ー リン グ(Vitus　 Bering)に よ る北 太 平 洋 探 検 で あ った 。 彼 は,第 一 次 探 検 に お い

て1728年 に 「ベ ー リン グ海 峡 」 に到 達 し,さ ら に第 二 次 探 検 に お い て1741年 に北 米 大

陸 の ア ラ ス カお よび 北 西海 岸 に到 達 した。 ベ ー リ ング の部 下 は カ ムチ ャ ツカ半 島へ 帰

る1742年 まで に 数 百枚 もの ラ ッ コの毛 皮 を入 手 した 。 そ れ らは 中 国 の北 部 で高 値 で 売

買 され た た め,そ の後1700年 代 の終 わ りまで に,こ の こ とを 聞 き知 った コサ ッ ク兵 や

プ ロ ム ィシ レン ニキ(Promyshlenniki)と 呼ば れ る ロ シア人 の小 規 模 個 人 経 営 の 商 人

数 百 人 が,毛 皮 を 求 め て カ ム チ ャ ツ カ半 島 の ニ ジ ネ カ ム チ ャ ツ カ(Nizhnekam-

chatsk)や ボル シ ェ レツ ク(Bolsheretsk)の 港 か ら ア リ ュー シ ャ ン列 島 の コマ ン ドル

諸 島 や ニ ア ー諸 島 へ と交 易 遠 征 を 行 った(Veltre　 1990:176;Fisher　 1996:123)(地 図

1参 照)。 さ らに18世 紀 の後 半 に は ア ラ ス カ南 部 に 進 出 した。 初 期 の プ ロ ム ィ シ レ ン

ニキ は ,商 人,農 民,下 級 軍 人,船 乗 りらで,無 統 制 で略 奪 的 な交 易 活 動 を 行 って い

た(郡 山1980:259;フ ォー シス1998:170-171)。

　 ロ シア人 は1763年 には コ デ ィア ク島 まで進 出 し,1787年 には ス リー ・セ イ ン ツ ・ベ

イ に居 住 地 を創 り出 した 。1790年 に は ビ リン グス 隊が ア リュー シ ャン列 島 を 調査 し,

1791年 に は マ ラス ピナ隊 が 北 米 北 西 海岸 北 部 の チ ュガ シ ュ地 域 を 調 査 した(ラ フ リン

1986:209-232;Burch　 1988;Fisher　 1996;Crowell　 1997)o

　 海 や 沿 岸 部 に生 息 す る ラ ッコや アザ ラ シを捕 獲 す るた め に は 高 度 な 狩 猟 お よび航 海

技 術 を必 要 と した た め,ア リュ ー シ ャ ン列 島や ア ラス カ地 域 に お け る ロ シア人 に よる

毛 皮 の獲 得 は,主 に ア リュ ー ト人 や太 平 洋 エ ス キ モ ー人 の ハ ン タ ーか らの供 給 に依 存

して い た(Townsend　 l975:563;Crowell　 l997:13)。
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　 ア リュー シ ャ ン列 島 や ア ラス カ地 域 に お い て先 住 民 か ら毛 皮 を 入 手 す る方 法 に は,

武 力で 先 住 民 に 労働 や毛 皮 の供 出 を強 制 す る,人 質 を 取 る,先 住 民 の首 長 に報 酬 を与

え 平 民 や 奴 隷 を 強制 労働 に使 用 す る,毛 皮 を 毛 皮 税(ヤ サ ク)と して徴 税 す る,ビ ー

ズ,タ バ コ,衣 類,銅 製 ヤ カ ンな ど ロシ ア人 か ら見 る と安価 な 交 易 品 と交 換 す る,な

どが 初 期 に は 見 られ た(Crowell　 1997:13-14)。 この 地 域 に お け る ロ シア 交 易 の 特 徴

の ひ とつ は,ロ シア正 教 の宣 教 師 と ともに 同地 域 に 到 来 し,多 数 の ア リュー ト人 を 改

宗 させ た こ とで あ った(Fisher　 1996:141)。

　 ア リュ ー シ ャ ン列 島や ア ラス カ地 域 に お け る ロシ ア人 に よる毛 皮 交 易 には,大 別 す

る と2つ の タイ プの交 易が 存 在 して い た 。 強 制 狩 猟 や 徴税 に よる毛 皮 の収 奪 お よび 交

易 品 との 交換 に よる毛 皮 の獲 得 であ る。前者 の方 法 は,ア リュ ー ト人 や コデ ィア ク人,

太 平 洋 エ ス キ モ ー人 ら との毛 皮 交 易 に 利 用 され た 。 トリンギ ッ ト人6)の よ うに ロ シ ア

人 が軍 事 的 に制 圧 で き なか った 集 団 や,ア ラス カの ユ ッピ ッ ク人,チ ュガ シ ュ人(ユ ッ

ピ ック人 の一 グル ー プ),エ ヤ ク人(南 西 ア ラ ス カ に住 む アサ バ ス カ ソ語族 系 先 住 民)

の よ うに 部 分 的 に しか 支 配 で き な か っ た 集 団 に は 後 者 の 方 法 が と られ て い た

(Townsend　 1975:559;Crowell　 1997:15)。 こ の よ うに,露 米 商 会 と ア ラス カ地 域 の

先住 民 との関 係 には 多 様 性 が 見 られ,ア ラス カ に お け る ロシ ア人 に よ る毛 皮 交 易 は決

して一 元 的 な シス テ ムで は な か った と言 え る(Townsend　 l975)。

　 1766年 に ロ シア政 府 は,ア リュ ー シ ャ ン列 島 に住 む先 住 民 は ロシ ア臣 民 で あ る と宣

言 し,コ サ ッ ク兵 や ロ シ ア人 に よる 虐 待 か ら彼 らを 保 護 す る よ うに 努 め た 。 さ らに

1788年 に は,ア リ ュー シ ャ ン列 島 とア ラス カ の先 住 民 に対 し,毛 皮 税 の 支払 い を免 除

した(Pierce　 1988:121)。 しか し現 実 に は,1786年 に オ ッ トセ イ の繁 殖 地 で あ る プ リ

ビ ロ フ諸 島が 発 見 され る と,一 部 の ア リュ ー ト人 を 移 住 させ,プ リビRフ 島 の セ ン ト ・

ジ ョー ジ や セ ン ト ・ポ ー ル に 住 ま わ せ,彼 ら に 狩 猟 を 強 制 した(ラ フ リン1986;

Veltre　1990:177;岡 田 宏 明1997:3)。 この よ うな 強 制 移 住 と強 制 労 働 は 千 島 列 島 に

お い て も認 め られ た 。 当 時 の ア リュー ト人 の平 民 層 の ハ ン タ ーは,オ ッ トセ イや そ の

他 の毛 皮 獣 を捕 獲 す る以 外 に,冬 用 毛 皮 服 や 食 料 を ロシ ア人 に供 給 す る こ とを要 求 さ

れ て いた が,ロ シ ア人 た ち は彼 らに ビー ズ,指 輪,タ バ コ,衣 類 な ど交 易品 の形 で最

低 限 の報 酬 を 支 払 うに す ぎ なか っ た(Townsend　 1975:563;郡 山1980:281;Crowell

1997:233)0

　 1799年 に は,ロ シ アの 国策 会 社 で あ る 「露 米 商 会 」 が設 立 され,千 島列 島か ら北 米

北 西 海 岸 に か け て の 広 大 な新 植 民 地 はそ の私 領 と な り,そ れ は 国家 権 力 に代 わ る統 治

機 関 とな った(郡 山1980:266-267)。 露 米 商 会 の 業 務 は,(1)植 民 地 に お け るす べ
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て の産 業 の経 営,(2)会 社 の経 費 に よ る植 民 地 との通 航,(3)太 平 洋諸 地 域 の発 見

と占領,布 教,(4)各 地 域 に おけ る毛 皮 交 易 の経 営,(5)先 住 民 との友 好 関 係 の 保

持 と交 易 の 促 進,(6)広 東,日 本 との 通 商 条 約 の締 結 を 求 め る こ とで あ った(郡 山

1980:267)。 この 中 で,露 米 商 会 に とっ て は,ラ ッコ皮 とオ ッ トセ イ 皮 の 獲 得 が 最 も

重 要 な活 動 で あ った 。それ らの毛 皮 は 毎 夏 シ トカか ら船 で オ ホ ー ツ クへ 搬 送 され た後,

イ ル クー ツ クまで 陸 送 され た 。 そ れ か ら毛 皮 は モ ス ク ワか キ ャフ タの いず れ か へ と陸

送 され た(Pierce　 1988:122)。

　 1808年 に は,露 米商 会 は シ トカに 総 督 府 を 置 き,ア ラ ス カ植 民 地 の 中 心 と した 。

1821年 に新 た な憲 章 が 露 米 商 会 に 付与 され,新 しい体 制 が 敷 か れ た 。 これ に よって 同

商 会 は事 業 の焦 点 を 新 大 陸 に お け る毛皮 交 易 と した。 トリ ソギ ッ ト人 との衝 突,ア メ

リカ人商 人 や ハ ドソ ン湾 会 社 との競 合 を さけ,南 下 を 中 止 し(Fisher　 l996:127),ア

ラス カ の 内陸 部 へ 毛 皮 資 源 を 求 め て進 出 す る よ うに な る。 先 住 民 の ハ ソ ター には 労 働

の報 酬 と して,食 料,衣 類,ブ ー ツ,ビ ーズ,タ バ コな どが 支 払 わ れ た。 ま た,狩 猟

隊 の 編 成 や 露 米 商 会 の規 則 の 施 行 に 協 力 した ア リュ ー ト人 や 太 平 洋 エ ス キ モ ー人 の

リー ダ ー に は,衣 類,現 金,地 位 を 象 徴 す る メ ダ ル な どが 与 え ら れ た(Crowell

1997:14)0

　 露 米商 会 は1833年 に ア ラス カ中 西部 の ユ ー コ ン河 の河 口近 くに セ ン ト ・マ イ ケ ル交

易 所(St.　 Michael)を 開 設 し,1841年 に は ア ラス カ の クス コ ク イ ム河 中流 に コル マ

コ フ交 易 所(Kolmakovski　 Redoubt)を 開 設 した(Oswalt　 1980;D.　 Ray　 1983)。 こ

れ らの交 易所 は,ア ラ ス カの 内 陸 部 に 住 む ア サ バ ス カ ソ語 族 系 の先 住 民 や,北 方 に住

む ユ ッピ ッ ク人 や イ ヌ ピア ック人 と毛 皮 を 交 易す る た め に創 られ た(地 図2参 照)。

　 1860年 代 に セ ン ト ・マ イ ケル 交 易 所 に 来 て い た先 住 民 は,ユ ー コン河 の川 沿 い の 内

陸地 域 に住 む アサ バ ス カ ン語 族 系 の 先 住 民,コ ツ ビ ュー湾 や コブ ク川,ベ ー リン グ海

峡 地 域,ロ マ ン ゾ フ岬 周 辺 に住 む ユ ッピ ッ ク人 や イ ヌ ピ ア ッ ク人 で あ っ た(D。Ray

1983:87)。1830年 代 に は ユ ー コ ン河 を 下 っ て大 量 の 毛 皮 が ア ラ ス カ 内陸 部 か ら セ ン

ト ・マ イ ケ ル に 持 ち 込 まれ て い た(D.Ray　 l983:81)。1842年 頃 に は マ レ ミウ ト

(Malemiut)と 呼 ぼ れ る グル ー プ(Ganley　 1995)が 先 住 民 の交 易者 と して セ ン ト ・

マ イ ケ ル とそ の 北 方 に あ る コ ツ ビ ュ ー湾 や ベ ー リン グ海 峡 との 間 を 往 来 して い た

{D.Ray　 1983:83)o

　 l843年 に コル マ コフ交 易 所 か ら クス コ クイ ム河 に 沿 って交 易 の旅 に 出た ザ ゴス キ ン

(Zagoskin)は,次 の よ うな交 易品 を用 意 して い た 。 そ れ らは タ バ コ(約8キ ロ グ ラ

ム),白 色,黒 色,赤 色 の ビー ズ(約4キ ロ グ ラ ム),暗 青 灰 色 の ビ ー ズ(80さ し),
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ツ ノ ガイ の 貝殻(517個),針(400本),銅 製 の 鈴(75個),耳 飾 り(24組),小 さな ベ

ル(40個),銅 製 の 指 輪(22個),海 軍 の 制 服 用 の ボ タ ン(20個),ボ タ ン(10個),削

り道 具(9本),銅 製 の 耳 飾 り(6組),ア リ ュー ト式 斧(8本),真 鍮 製 パ イ プ(6

本),角 製 く し(6本),発 火 用 フ リ ン ト(4個),ヤ クー ト式 パ イ プ(4本),ヤ ク ー

ト式 ナ イ フ(4本),銅 製 腕 輪(3組),小 型 の鏡(3枚),鉄 製 腕 輪(2組)で あ っ

た(Oswalt　 1980:96-97)7)。 針 を例 外 とす れ ぽ,交 易 品 の 大 半 は 装 飾 品 や 嗜 好 品,社

会 的威 信 を示 す 品 で あ り,実 用 的 な 用途 が あ る もの で は なか った 。 この 中 で先 住 民 が

最 も好 む 主 要 な交 易 品 は タバ コで,次 は ビー ズ で あ った 。 こ のほ か に ツ ノ ガイ の 貝殻

や ト リンギ ッ ト人 が 好 む 衣 類 用 布 地 な ども人 気 の高 い 交 易 品 で あ った(Oswalt　 l980:

97)。

　 1861年 に コル マ コ フ交 易所 にや って きた ユ ー コ ン河 下 流 に 住 む ユ ッピ ッ ク人 は,ア

ザ ラ シの脂 肪,ア ザ ラ シや ビー バ ー,キ ツネ な ど の毛 皮,ビ ーバ ー香(castoreum)

を 持 参 し,ト ナ カイ の 毛 皮,タ バ コ,キ ャ ラ コ布地,ツ ノ ガイ の 貝殻,ビ ー ズ,腕 輪

ヤ クー ト式 ナ イ フ,針 な ど と交 換 して いた(Oswalt　 1980:98)。

　 露 米 商 会 が ア ラス カ植 民 地 を経 営 す る うえ で の 大 問題 は,地 理 的 な周 辺 性 の た め に

食 料 や 日用 品,交 易 品,弾 薬 な ど十 分 な 量 を ロ シ ア本 国 か ら恒 常 的 に 入 手 で きな い こ

とで あ った。 この た め18世 紀 末 に イル ク ー ツ クの商 人 団 は,東 方 植 民 地 の 経 営 を 行 う

た め に,キ ャフ タ で の 中 国 との 交 易(1785年 に 中止 され,1793年 に再 開 され た),海

路 に よ る中 国 市 場 へ の進 出,日 本 との通 商 を 強 く望 ん で いた(木 崎1991:67)。 ア ラ

ス カの 遺 跡 か ら出 土 す る ビ ー ズや 陶 器 の 大 半 は,18世 紀 後 半 か ら19世 紀 初 め に イ ル

クー ツ クに本 拠 を 置 く商 人 が 中 国 や ロ シアか ら入 手 した 品 物 を カ ムチ ャ ツ カ半 島 へ送

り,さ らにそ れ らが シ トカに運 ばれ た後 に,ア ラス カ先 住 民 の 間 に 広 が った もの で あ

る(Crowell　 1997:232)。 流 通 した 交 易 品 に は イ ル クー ツ クで製 作 され た もの もあ っ

た。 ク ロー ウ ェル は,イ ル ク ー ツ クで ア ラス カ交 易 用 や 中 国 交 易 用 の ビー ズ な ど交 易

品 が 生 産 され て い る こ とを指 摘 し,ロ シ アの ア ラ ス カ植 民 地 経 営 に お け る イ ル クー ツ

クの重 要 性 を 強 調 して い る(Crowell　 1997:232)8)。

　 露 米 商 会 は,1801年 か ら1841年 まで は ア メ リカの 交 易船 か ら食 料 や 物 品 を,1840年

か ら1849年 頃 ま で は ハ ド ソ ン 湾 会 社 か ら 食 料 や イ ギ リス 製 品 を 購 入 し て い た

(Crowell　 1997:15)9)0こ のた め,1840年 以 降 ア ラス カ に はか な りの数 の イギ リス製 品

が 入 っ て き て い る(Crowell　 1997:21-22)。 ハ ドソ ン湾 会 社 は 露 米 商 会 の交 易者 と競

合 す るた め に,カ ナ ダ側 か ら ア ラス カ内 陸部 に進 出 し,1847年 に フ ォー ト ・ユ ー コ ン

(Fort　Yukon)に 交 易所 を 開設 し,ア サ バ ス カ ン語 族 系 の 先 住 民 と毛皮 を取 引す る よ
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うに な った 。

　 露 米 商 会 の 交 易 所 は,1869年 に ア ラス カが ア メ リカ領 化 され た こ とに伴 い,ア ラス

カ商 会(The　 Alaska　 Commercial　 Company)に よ って 買 収 され た(Lee　 l996)。 そ の

後 は1917年 頃 まで ア メ リカの交 易者 が交 易 所 を 使 用 し続 け た。

　 3.2.2　 ベ ー リ ン グ 海 峡 交 易

　 チ ュ コ トカ半 島 側 とア ラス カ の北 西 部 地 域 に住 む 先 住 民 の 間 で ベ ー リ ン グ海 峡 を 挟

ん で 交 易 が 行 わ れ て い た こ とが 知 られ て い る(Bogoras　 1904-1909:53-58;D.　 Ray

1975:97-98;Michael　 1976:100-101;Hickey　 1979:420-421;Vanstone　 1979:63-64;

Pierce　l980:3x--31)。 この べ ー リソ グ海 峡 交 易 は15世 紀 頃 まで に は形 成 され て い た と

考>xら れ て い る(Hickey　 1979:411,430)。 この 交 易 で は シベ リア側 か ら トナ カ イ の

毛 皮,ア メ リカ側 か らア ナ グマ の 毛 皮 や 木 製 容 器,木 材 が 交 換 され て い た(D.Ray

1983:83)0

　 こ の交 易 で 重 要 な 役 割 を果 た した の は,シ ベ リア側 で は チ ュ クチ人 で あ った 。 彼 ら

はほ か の 東 北 ア ジ アの グル ー プ とは異 な り,1700年 代 か ら ロ シア帝 国(コ サ ック兵)

の侵 略 に抵 抗 し続 け て きた(黒 田1992;フ ォー シ ス1998:163-168)。 しか し,チ ュ

クチ人 は 鉄 製 品 と火 器 の 入手 な ど ロシ ア人 との 交 易 で得 られ る物 質 的 利 益 に 気 づ き,

1764年 以 降 ロ シ ア人 と接 触 を始 め,人 質 を と らな い 条件 で い くつ か の グル ー プは進 ん

で毛 皮 税 を 支 払 った(フ ォー シス1998:169)。 そ して1788年 に ロ シア とチ ュ クチ 人

は和 平 条 約 を 締 結 し,1789年 に コ リマ河 沿 い に 交 易 の た め の ア ニ ュイ交 易 所 が ロ シア

の ヤ クー ツ ク当 局 に よ って築 かれ た。 こ の こ とが 大 きな刺 激 とな り,ベ ー リン グ海 峡

交 易 は さ らに 活 発 に な り,コ ツ ビ ュー湾 か ら北 は ポイ ソ ト ・バ ローに まで 及 ぶ 沿 岸部

の既 存 の 交 易 関 係 を 強 化 し,促 進 させ た と考 え られ て い る(D.Ray　 1983:83)。

　 1789年 よ リア ニ ュイ 交 易所 で年 に一 度 交 易市場 が 開設 され る よ うに な った が,そ こ

では 儀 礼 的 な 交 易 の 後,実 質 的 な交 易 が 執 り行 わ れ た。 まず,交 易 が 開 始 され る の に

先 立 ち,ロ シ アの 役 人 とチ ュ クチ人 の リー ダ ー との 間 で贈 り物 の交 換 が な され た。 役

人 は ロシ ア皇 帝 の 代理 と して チ ュ クチ人 の リー ダ ーに茶,タ バ コ,斧,ナ イ フ,や か

ん,そ して 時 に は 地位 を 象徴 す る メダ ルを 与>xた 。一 方,チsク チ人 の リー ダー は役

人 に ア カ キ ツ ネの 毛 皮 を 贈 った。 役 人 は そ の 贈 り物 を 貢税 と見 な し,こ の 儀 礼 的 な贈

与 交 換 の後 に 交 易 が 開 始 され た(Znamenski　 1999:26)。

　 こ の ア ニ ュイ で の 交 易 は チ ュ クチ人 に対 して ヨmッ パか らの物 品 の 供 給 を 大 き く

増 大 させ た 一 方 で,チ ュ クチ人 だ け で供 給 し きれ ない 毛 皮 の 巨 大 な需 要 を生 み 出 した 。
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チ ュ クチ人 は この需 要 に 対 処 す るべ く,ア ラス カ の先 住 民 との 接触 を拡 大 させ,そ の

結 果 と して 大 陸 間 の 交 易 ネ ッ ト ワー クが 急 速 に展 開 した の で あ っ た(Burch　 1988:

234)。 このた め に,こ の 交 易 に よ って チ ュ クチ人 や イ ヌ ピア ック人 の仲 介者 を経 て新

大 陸 に入 って い く ロシ ア製 品 の量 が お お はば に増 加 した 。19世 紀 の前 半 に ベ ー リ ング

海 峡 交 易 は ピー クに 達 し,ロ シア 人,仲 介 者 と して の チ ュ クチ 人,ア ラス カ先 住 民 と

い う交 易の ネ ッ トワー クが作 動 して い た(Burch　 1988:234-235)。

　 ロ シア側 か ら ア ラス カ側 へ と入 って くる主 な交 易 品 は タバ コ,ビ ー ズ,金 属 製 ボ タ

ソ,碑 茶,装 飾 品,ナ イ フ,鈷 頭,針,鍋,や か ん,は さみ な どの 金 属 製 品 で あ った

(Burch　 l988:235-236;Morrison　 l991:242)。 タバ コは 初 期 に は と る に た らな い 交 易

品 で あ った が,1810年 頃 ま で に は 最 も重 要 な も の と な っ て い た(D.Ray　 1975;

Burch　 1988:235)。 一 方,ア ラス カか らチ ュ コ トカ半 島 の 方 へ 流 れ て い った 交 易 品 は,

テ ソ,ビ ーバ ー,ホ ッキ ョクキ ツ ネ,ジ ャ コ ウネ ズ ミ,カ ワ ウ ソ,ヤ マネ コ,ア ナ グ

マ,ア ザ ラ シの毛 皮,海 獣 の油,セ イ ウチ の牙 ,木 彫 品,ク ジ ラの ヒゲな どで あ った

(Burch　 1988:235;Morrison　 l991:242)。 この 交 易 の ネ ッ トワー クを 通 して,新 旧両

大 陸 の先 住 民 の 間 で資 源 や 物 品 も交 換 され た。 ア ラス カへ は チ ュ クチ 人 の トナ カイ の

毛 皮 が,チ ュ コ トカ半 島 へ は 弓 矢 な どを作 る も とに な る木 材 料,仮 面,パ イ プ,椀,

人 形,衣 類 が交 易 され た(Burch　 l988:235)。

　 1867年 に ア ラス カが ア メ リカ領 に な って か ら もイ ヌ ピア ッ ク人 とチ ュ クチ人 との交

易 は続 い たが,そ れ は 彼 らに と って 生活 必 需 品 の交 換 と言 うよ りも贅 沢 品 の交 換,そ

して実 質 を とも なわ な い形 式 的 な交 易 へ と変 貌 した 。 衣 類 の 素 材 とな る シベ リア産 の

ま だ ら模 様 の柔 らか い トナ カイ の毛 皮(spotted　 tame　 reindeer　skin)は,鉄 製 や か ん,

ナ イ フ,キ ャラ コ布地,タ バ コ,マ ッチ,乾 パ ン と交 換 され た(D.Ray　 1983:89)。

　 1900年 か ら1950年 頃 ま で の時 期 の ベ ー リン グ海 峡 交 流 を 研 究 して い る シ ュ ワイ ツ

ア ー らは,交 易 品 を次 の よ うに 報 告 して い る(Schweitzer　 and　Golvko　 1995)。 チ ュ

コ トカ側 か ら リ トル ・ダイ オ ミー ド島や ウ ェール ズへ 持 ち 込 まれ た品 物 は,ホ ッキ ョ

クキ ツ ネ,ト ナ カイ,ア ライ グマ,ク マ,ア ザ ラ シな どの 毛 皮,セ イ ウチ の牙,皮 革

製 ベ ル ト,先 住 民 の 靴 や 手 袋,タ バ コで あ った(Schweitzer　 and　 Golovko　 1995:

113)。 一 方,ア メ リカ側 か らナ ウカ ンや 他 の チ ュ クチ 人 の村 へ もた ら され た 品 物 は,

ア メ リカ製 の ライ フル,銃 弾,小 口径 ライ フル,セ イ ウチ の牙 を細 工 す るた め の ドリ

ル な ど道 具 類,食 料(ビ ス ケ ッ ト,茶,缶 詰,菓 子,果 物,蜂 蜜),タ バ コ,酒 類,

ア ライ グマ の毛 皮,ビ ーバ ー の毛 皮,既 製 服 な どで あ った(Schweitzer　 and　Golovko

1995:112-113)0
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　 チ ュ コ トカ半 島 の先 住 民 は,ベ ー リソ グ海 峡 交 易 に 長 い期 間 にわ た り深 く係 わ って

きた た め に,1920年 代 に シベ リア が ソ連 領 に な り,ソ 連政 府 に よ って ベ ー リン グ海 峡

交 易 が 禁 止 され た 時 で も,ア ラス カ側 か らの 交 易 品 に 対 す る需 要 は 消 え な か っ た

(Schweitzer　 and　 Golovko　 1995:114)。1900年 頃 以 降 にお け る この 交 易 の特 徴 は,チ ュ

コ トカ半 島 の方 か らは 原 材料 や先 住 民 が作 った 品 物 が ア ラス カの方 へ 入 り,ア ラス カ

側 か ら は 欧 米 製 の 品 物 が チ ュ コ トカ側 へ 入 っ て い った こ と で あ る(Schweitzer　 and

Golovko　 1995:114)。 特 に1930年 代 や1940年 代 に は こ の 傾 向 が 強 く見 ら れ た

(Schweitzer　 and　 Golovko　 1995:117)。 この 数 世 紀 にわ た って 行 わ れ た べ ー リソ グ海

峡 交 易 は,米 ソの冷 戦 の 開 始 を も って幕 を閉 じた 。

　 3.2.3捕 鯨 船 と の 交 易

　 ベ ー リング海 峡 北 域 に 多 数 の クジ ラが生 息 して い る こ とが分 か る と,1850年 頃 か ら

ア メ リカの 捕 鯨 船 が 進 出 して きた(Bockstoce　 l995)。 ア メ リカ人 は 捕 鯨 に従 事 す る

か たわ ら,チ ュ コ トカ半 島や ア ラ ス カ北 西部 の沿 岸 で越 冬 し,チ ュ クチ人 や イ ヌ ピア ッ

ク人 と交 易 を行 った 。 ラ ム酒,火 器,弾 薬,鉄 製 ナイ フ,斧,磁 器,針,タ バ コ,衣

類,小 麦 を,ク ジ ラの ヒ ゲや セ イ ウチ の牙 と交 換 して い た。 ア メ リカ人 が もた ら した

交 易 品 は,先 住 民 の 仲 介 者 に よ って さ らに 他地 域 へ と運 ぼ れ て い っ た(Burch　 1988:

236)。1880年 頃 か らベ ー リング海 峡 に お け る クジ ラや セイ ウチ が 減少 し始 めた た め に,

捕 鯨 者 は先 住 民 との 毛 皮 交 易 に 力 を入 れ る よ うに な った。 この捕 鯨 者 に よ る交 易 は,

鯨 類 が この海 域 か ら姿 を 消 した1900年 代 の初 め まで続 い た。

　 捕 鯨 者 が こ の地 域 に 出 現 した 直後,ハ ワイ 諸 島 に基 地 を持 つ 小 型 交 易 船 が ア ラス カ

に到 来 し,先 住 民 と交 易 を 行 った。1851年 の 夏 まで に6隻 の小 型 交 易 船 が オ ース トラ

リアや ハ ワイ,ホ ン コ ンか らベ ー リング海 域 に到 来 し,先 住 民 と交 易 を 行 った こ とが

知 られ て い る(Bockstoce　 1995:182)。 彼 らは 主 に火 器 と ラ ム酒,ウ ィスキ ー を,先

住 民 が もた らす クジ ラ の ヒ ゲや セ イ ウチ の 牙,各 種 毛 皮 と交 易 した(Burch　 l988:

236)。 例 えぽ,1854年 に ホ ノル ルか ら 同地 域 へ や って きた あ る ス クーナ ー船 は,重 量

に して セ イ ウチ の牙1.8ト ンあ ま り,ク ジ ラの ヒ ゲL4ト ンあ ま り,そ して テ ンや イ

タチ の 皮200枚 な い し300枚 を 母 港 へ 持 ち帰 った(Bockstoce　 1995:184)。 捕 鯨 者 や 交

易者 が もた ら した ラ ム酒 は,新 旧両 大 陸 の べ ー リソ グ海 域 の先 住 民 社 会 に お け る紛 争

の原 因 とな った(Bockstoce　 1995:188-191)。
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3.3　 アラスカ地域における毛皮交易の諸影響

　 ア リ ュー シ ャ ン列 島や ア ラス カ地 域 の 先 住 民 に 及 ぼ した毛 皮 交 易 の 諸影 響 を整 理 し

てお きた い 。

　 第 一 に,ア リュー シ ャ ン列 島 に 住 む ア リュ ー ト人 の人 口減 少 で あ る。1741年 か ら

1800年 頃 まで の 間 に ア リュー ト人 の 人 口は1万5千 人 あ ま りか ら2千 人 あ ま りへ と減

少 した と言 う(Veltre　 l990:178)。 この 人 口減 少 に は い くつ か の 原 因 が 考 え られ る。

ひ とつ に は,強 制 狩 猟 や 強 制 移 住 な ど ロ シア人 の交 易 方 法 が あ ま りに も過 酷 であ った

た め,多 くの ハ ンタ ーが 命 を 落 と した 。 ラ ッ コ猟 期 に あた る夏 中(4年 間 に及 ぶ 事 例

もあ った)ロ シア人 に よって ハ ン タ ーが村 か ら狩 猟 地 へ と強 制 的 に連 れ 出 され た た め

に,食 料 を獲 得 す るた め の狩 猟 ・漁 労 活動 は村 に残 った 女 性,老 人,子 供 が 行 わ ざ る

を 得 な くな り,冬 期 に 食 料 が 欠 乏 し,ア リュー ト人 の栄 養 状 態 に 問題 が 起 き る こ とが

あ った(Townsend　 1975:563)。 また,男 性 の 不 在 は 女 性 の 出産 サ イ クル に も影 響 を

及 ぼ した(Veltre　 l990:179)。 さ らに,ロ シア 人 ら との 接 触 に よ って もた ら され た 結

核,イ ン フル エ ンザ,は しか,天 然痘,梅 毒 な ど の伝 染 病 も人 口減 少 の原 因 で あ った

と考 え られ る(Veltre　 1990:179;Fisher　 1996:144;岡 田淳 子1999:20-21)。 伝 染 病

の波 及 に よる人 口減 少 は1860年 代 か ら1880年 代 に か け て ベ ー リン グ海 域 の 先 住 民 社 会

に も見 られ た(Bockstoce　 1995:195)。 中部 お よび 西部 ア リュ ー シ ャ ン列 島 で は,村

人 口が 極 端 に 減 少 した 場 合 に は 東 部 ア リュ ー シ ャ ン列 島 に あ る他 の村 へ 移 住 した た

め,多 くの村 が 廃 村 に な った(Veltre　 1990:178)。

　 第 二 は,交 易 の 仲 介者 の 出現 に よっ て,先 住 民 社 会 の階 層 差 が 顕 在 化 した こ とで あ

る。 ア リュー ト社 会 に お け る首 長 や 貴 族 は,ロ シ ア人 とア リュー ト人 との 仲 介者 とな

り,彼 らの 地 位 や 富 が か つ て よ りも強 化 され た(Townsend　 1975:564;Veltre　 1990:

180;岡 田宏 明1997:4)。 ベ ー リン グ海 域 の チ ュ クチ人 や イ ヌ ピア ック人,ユ ッ ピ ッ

ク人 の 中 に は,ヨ ー ロ ッパ人 や 他 の先 住 民 との毛 皮 交 易 を通 して 莫 大 な 富 を築 く者 が

出 現 した(Bockstoce　 1995:195)。 例 えぽ,交 易 の仲 介 者 と して シベ リア側 の イ ンデ ィ

ア ン ・ポ イ ン トに住 む あ る先 住 民 は 全 長 約18メ ー トル の ス クーナ ー船 を購 入 した ほ ど

で あ った(Bockstoce　 1995:197-198)。 ア ラス カ側 の ポ ン ト ・ホ ー プに も交 易 の 仲 介

に よ って 富 豪 とな った イ ヌ ピア ック人 が い た(Bockstoce　 1995:199)。

　 第 三 に,直 接 的 な ロシ ア の植 民 地 支配 を免 れ る一 方,露 米 商 会 との 毛皮 交 易 や ベ ー

リン グ海峡 交 易か ら恩 恵 を 被 った イ ヌ ピア ッ ク人 や ユ ッ ピ ッ ク人 は富 を蓄 積 し,独 自

の 民 族文 化 を 開花 させ た 。 例 え ば,ユ ッピ ッ ク人 の仮 面 制 作 は18世 紀 の末 か ら20世 紀
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の初 頭 にか け て絶 頂 期 を 迎 え て い る(岡 田淳 子1999:95)。

　 1790年 代 の後 半 に は ロ シ ア正教 の宣 教 師 が ア ラス カ南 西 地 域 へ 到 来 し,ア リュー ト

人 や ユ ッピ ック人 に 改 宗 を 進 め て い った(Veltre　 1990:180)。 こ のほ か,1860年 頃 に

見 られ た ユ ッピ ック人 の 季 節 移 動 に お け る変 化(岡 田淳 子1999:158)や,1820年 代

頃 に見 られ た ア リs一 ト人 の半 地 下 式 家 屋 バ ラバ ラの大 型 化,近 代 的設 備 を持 つ 家 屋

の 出現(Veltre　 l990:178;岡 田宏 明1997:4)な どの変 化 が 毛 皮 交 易 との関 係 で起 こ っ

た。

4北 米の北西海岸地域における交易

　北米大陸の北西海岸とは,北 はアラスカ半島の南部から南は現在のオレゴン州あた

りにかけての海岸地域を指す。その地域に住む先住民はこれまで一括 して北西海岸イ

ソディアンと呼ばれてきたが,そ の実態は複数の異なる地縁集団の集合であった。彼

らはポ トラッチや トーテム ・ポールを持つ人hと して有名であるio)0

　この地域の先住民の交易活動を歴史的に見ると,欧 米社会と接触する以前の先住民

間交易 と,毛 皮交易期以降の欧米人 と先住民 との交易に大別できる。さらに毛皮交易

期は,海 洋毛皮交易期と内陸毛皮交易期に分けることができる(Fisher　1977,　Gibson

1988)。 海洋交易期は1780年 代に始まり,1840年 代まで続 き,内 陸交易期は1840年 代

から始まる　(Gibson　l992)。

4.1毛 皮交易期以前

　 1780年代に北西海岸先住民 と欧米人 との間で毛皮交易が開始 されたが,そ れ以前に

は先住民間で交易が広範囲に行われていた。時間的な深さは確定できないが,接 触期

直前については次のように推定できる。

　北西海岸先住民は,近 隣集団同士や,内 陸に住む諸集団と物 々交易を行っていた。

海岸部の南北,海 岸部 と内陸部では環境に差異が見られ,北 の物 と南の物,海 岸の物

と内陸の物 とが交易されていた。北西海岸地域の諸集団が提供 した交易品は次の表1

に示す通 りである(Gibson　 1988:375-376)。

　沿岸部ではカヌーを使 った往来があ り,交 易が行われていた。例えぽ,北 西海岸の

北部地方でとれるツノガイはヌー トカ人によって採集され,ユ ーロク人の居住地域ま

で交易によって運ばれていた。大きく色彩の豊かなカ リフォルニア産のアワビの殻(装

身用)や オレゴン州の西部でとれる黒曜石は,ブ リティッシュ・コロンビア州中部の
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表1　 沿岸地域 の先住民間の交易

グル ー プ名 主な輸出交易品

ト リンギ ッ ト人 山羊 毛 製 ブ ラ ソ ケ ッ ト,テ ンの毛 皮,自 然銅 の板,

木 製 バ ス ケ ッ ト

ハ イ ダ人 杉 製 の ダ グア ウ ト ・カ ヌー

チ ム シア ン人 山羊 の 角 製 ス プー ン,ワ タ リガ ラ スの 鳴 り物,ダ

ンス 用 帽 子,キ ュ ウ リ ウオ の油

ベ ラ ・ ク ー ラ 人 山羊の毛 と角

ク ワ ク ワカ ワク(ク ワキ ウ トル)人 イエ ロ ー ・シ ダー製 の上 着,木 製 品

ヌー トカ人 杉 製 の ダ グア ウ ト ・カ ヌー,サ メの 歯,ツ ノガ イ

の貝殻

海 岸 セ ー リ ッシ ュ 犬 毛 製 の ブ ラ ンケ ッ ト

チ ヌー ク人 シカの毛皮,奴 隷

ユmク 人 タバ コ,ア ワ ビの 貝殻

カ リフ ォル ニ ア州 お よび ア ワ ビの 大 き く色 彩 の豊 か な貝 殻(Heizer　 1940)S

オ レゴソ州の西部(地 域名) 黒曜石

沿 岸 ま で交 易 に よっ て広 ま って い た(Fisher　 1996:123-123)。 これ らの交 易 活 動 を 通

して,財 物 だ け で な く様 々な文 化 要 素 が 地域 を越 え て広 が って い った 。

　 また,内 陸 部 と沿 岸部 で は,河 川 を利 用 して,交 易 が 行 わ れ て い た。例 えぽ,チ ヌー

ク人 は ダ レス人(Dalles)と,海 岸 セ ー リ ッシ ュ人 は チ ル コ チ ン人(Chilcotin)や 下

流 キ ャ リー人(Lower　 Carrier)と,チ ム シ ア ン人 は上 流 キ ャ リー人(Upper　 Carri-

er)や セ カ ニ人(Sekani)と,ト リンギ ッ ト人 は タ ール タ ソ人(Tahltan)や 他 の ア

サ バ ス カ ン語 族 系 の先 住 民 と交 易 関 係 を 持 っ て い た(Gibson　 1988:376)。 この ネ ッ

トワー クを 通 して 内陸 部 か ら海 岸 部 へ とヘ ラジ カや 森 林 トナ カイ,シ ロテ ンの毛 皮,

ヤ マ ア ラ シの 棘 で 作 った 刺 繍,モ カ シ ン,砂 銅 な どが 運 ば れ た(Gibson　 1988:376)。

一 方
,北 西 海 岸先 住 民 か ら内陸 部 の先 住 民 に は杉 樹 皮 製 バ ス ケ ッ ト,魚 油,貝 殻 製 飾

りが 交 易 され た。

　 特 に,太 平 洋 に流 れ 込 む 河 川 の 河 口に住 む先 住 民 は 交 易 者 や 交 易仲 介者 と して 活躍

した(Fisher　 1996:122-123)。 ス テ ィキ ネ川 流 域 とチ ィル カ ッ ト川 流 域 を 支 配 して い

た トリンギ ッ ト人 は,銅 板 や シ ロテ ンの毛 皮,バ ス ケ ッ ト,杉 樹 皮 製 上 着,ア ジ ア産

の 鉄 な どを独 占的 に 交 易 して い た(Gibson　 1988:376)。 また,内 陸 に 住 み,良 い サ

ケの 漁場 を持 って い な い グル ー プは,サ ケ を入 手 す るた め に下 流 へ とや って きた。 コ

ロン ビア 川流 域 に住 む ダ レス人 や チ ヌー ク人 は 仲 介 者 的 な 交 易者 と して活 躍 して い た

(Fisher　1996:120,134)o
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　 この よ うに北 米 の北 西 海 岸 地 域 では,欧 米 社 会 との 毛 皮 交 易 が始 ま る以 前 か ら先 住

民 間 で の 交 易 が広 く行 わ れ て いた(Wike　 l951:92-107)。

4.2　 毛皮交易期

　北米の北西海岸先住民は,欧 米か らの探検家との接触を契機に,毛 皮交易に巻き込

まれることになる。 この北西海岸地域における毛皮交易は,船 で海からやってきた欧

米人との海洋毛皮交易(Howay　 1973)と,内 陸か らや ってきた交易者 との内陸毛皮

交易の2つ に分けられる。海洋毛皮交易では,ロ シア人やスペイン人,イ ギリス人,

アメリカ人が活躍 した(Gibson　 1988)。

4.2.1海 洋毛 皮交 易期

ロシ ア人 の 交 易活 動

　 1741年 の 第二 次 ベ ー リン グ探 検 の後,ロ シ ア人 は ラ ッコを 求め て ア リ ュー シ ャ ソ列

島へ と進 出 し,乱 獲 した。 そ の後,ラ ッ コ皮 を 求 め て1787年 に は北 米 の北 西 海 岸 地 域

北 部 へ と進 出 し,コ デ ィア ク島 の ス リー ・セ イ ン ツ ・ベ イ に植 民 地 の本 拠 を 置 い た 。

彼 らは コ ニ ア グ ・エ ス キ モ ー人 や ア リ ュー ト人 を 使 って ラ ッコを捕 らせ る と と もに,

トリンギ ッ ト人 と陸獣 の毛 皮 を交 易 した 。1800年 頃 に は,露 米商 会 が 獲 得 した ラ ッコ

皮 の75パ ーセ ン トが シ トカ湾 で捕 獲 され た もの で あ った(Gibson　 1988:377)。 ラ ッ

コの 毛 皮 は シ トカか ら船 で北 太 平 洋 を 横 断 して カ ムチ ャ ツカ半 島へ,さ らに オ ホ ー ツ

ク湾 を 横 断 して オ ホ ー ツ クの町 へ 運 搬 され た 。 オ ホ ー ツ クか らは馬 車 や ソ リを 使 って

中国 北 部 の 町 キ ャ フ タへ 運 ば れ,中 国へ 輸 出 され た(Gibson　 1988:378;1992:15-16;

Pierce　1990)(地 図1参 照)。

　 中 国(清 朝)と ロ シア の交 易 は17世 紀 に 始 ま り,1689年 の ネ ル チ ンス ク条 約 で 承 認

され た 。当初 は ロシ ア の商 隊 が北 京 まで 出 向 い て いた が,1727年 の キ ャフ タ条 約 に よ っ

て ロシ ア と中 国 との 国境 に位 置 す る キ ャフ タに 交 易所 を設 置 し,毎 年12月 か ら翌 年 の

2月 に か け て取 引 が行 わ れ る こ とに な った(Pierce　 1990:73-74)。1768年 か ら1785年

にか け て の ロ シア に よる対 中 国輸 出品 の85%は 毛 皮 で あ った 。 毛 皮 の大 半 は シベ リア

産 の リスで あ った が,1740年 代 よ り北 米 産 の ラ ッコ皮 が 加わ った 。 残 りの15%は 皮 革

製 品,ヨ ー ロ ッパ の布 地,ガ ラス製 品,金 属 器 具,牛,馬,酪 駝,狩 猟 犬 で あ った 。

一 方
,中 国 が ロ シア に輸 出 した 物 品 は 絹 製 品,綿 布,茶,タ バ コ,砂 糖,大 黄 根,薬

用 人 参,手 工 芸 品 で あ った(Pierce　 1990:73;山 中1995:102-104)。
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　 1820年 頃 に キ ャ フ タの 地 を 訪 れ た イ ギ リス人 コチ レ ソ(Cochrane)は,中 国 か ら

ロシ アに 輸 出 され た 主 な商 品 は茶,木 綿,南 京 木 綿 ズ ボ ソ,絹,絹 じゅす(サ テ ン),

珍 品,小 型 の 飾 り物 で あ り,ロ シアか ら中国 へ 輸 出 され る主 な商 品 は ホ ッキ ョクキ ツ

ネ の毛 皮,テ ン皮,カ ワ ウ ソ皮,ラ ッコ皮,ヤ マ ネ コの皮,ビ ーバ ー皮,リ ス皮 で あ っ

た,と 報 告 して い る。 特 に,リ ス皮 は 数 百 万 枚 に も及 ん だ と言 う。 中 国商 人 に 人 気 の

あ った の は 高 級 毛皮 で は な く,軽 く,暖 か く,長 持 ち し,安 価 な リス皮 で あ った 。 な

お,高 級 毛皮 は,ロ シア人,ト ル コ人,ペ ル シア 人用 に モ ス ク ワや ニ ジ ニ ・ノ ブ ゴル

ドへ 運 ば れ て い た(Cochrane　 1824:372)。 ア ラス カ植 民 地 経 営 の 困 難 さに 直 面 して

い た ロシア側 は1800年 か ら1825年 に か け て キ ャ フタ交 易 に関 心 を失 う一 方,ア ム ール

川地 域 へ の関 心 を復 活 させ た(Pierce　 1990:76-77)。

　 1840年 頃 に は,ハ ドソ ソ湾 会 社 の 交 易 者 や ア メ リカ人 の船 長 た ちが 露 米商 会 の3,

4倍 の値 段 相 当 で ラ ッ コの毛 皮 を交 易 した た め に,ト リソギ ヅ ト人 は 主 に ア メ リカ人

や イ ギ リス人 と取 引 を した 。さ ら に,ア メ リカ 人 の交 易 者 は トリンギ ッ ト人 に マ ス ケ ッ

ト銃 や 弾 薬 を 提 供 し,そ の 使 い 方 を 教 え,ロ シ ア人 と敵 対 す る よ うに 働 きか け た

(Gibson　 l988:377)。 トリンギ ッ ト人 は1802年,1809年,1813年,そ して1855年 に シ

トカの交 易 所 を 攻 撃 した 。 露 米商 会 は ト リソギ ッ ト人 を 相 手 とす る交 易 を うま く統 制

す る ことが で きな か った う>xに,ト リンギ ッ ト人 か らは ア リュ ー ト人 の3倍 か ら5倍

の価 格 で毛 皮 を購 入 せ ざ る を得 なか った(Fisher　 l996:141)。 この た め,露 米 商 会 は

ア レ クサ ン ダ ー半 島 以 南 へ の進 出 はせ ず,ア ラス カの 内陸 部 へ と進 出す る よ うに 方針

を変 更 した(Arndt　 1990)。

スペ イ ン人 の 交 易活 動

　 メキ シ コに新 大 陸 の植 民 地 の拠 点 を 置 い て い た ス ペ イ ンは,イ ギ リス や ロ シア の動

きを 警 戒 しな が ら,領 土 の 拡 大 と防 衛 を 目的 と して 海 上 か らの 遠 征 隊 を派 遣 した 。

1774年 に はJ.ペ レス ・ヘ ル ナ ンデ ス(Juan　 Perez　Hernandez)カ ミ「サ ンデ ィエ ゴ号 」

で 北 米北 西海 岸 地 域 の ア レ クサ ン ダ ー半 島 まで北 上 し,衣 服,ビ ー ズ,ナ イ フ と交 換

に ハ イ ダ人か ら ラ ッ コの毛 皮,樹 皮製 儀 礼 用 ブ ラ ンケ ッ ト,木 製 箱 を 入手 した こ とが

知 られ て い る。 さ らに,ス ペ イ ンは1775年 か ら1800年 に か け て メキ シ コの サ ソ ・ブ ラ

ス か ら遠 征 隊 を 何 度 か 派 遣 して い るが(Gibson　 1988:379),先 住 民 との 交 易 に は ほ

とん ど関 心 を払 わ なか った 。
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イギ リス人 の 交 易活 動

　 キ ャプ テ ン ・ク ック(Captain　 James　 Cook)は,第3回 目の 航 海 を 行 っ た1778年

に ヌ ー トカ湾 に停 泊 した 。 そ の時 に船 員 た ち が くず鉄 を ラ ッ コの毛 皮 と交 換 した。 さ

らに ク ック ・イ ン レ ッ トでは,ラ ッコの 毛皮 を ビ ー ズ と交 換 した 。1779年 に船 が 中 国

の広 東 に立 ち寄 っ た際,ラ ッ コの 毛 皮 が 高値 で売 れ(1シ リン グの 投 資 が90ポ ン ド=

1800シ リン グに な った た め),船 員 が北 西 海 岸 へ 戻 る こ とを熱 望 した。

　 この こ とが 契 機 とな り,1785年 に は ジ ェ ー ム ズ ・ハ ンナ(James　 Hanna)が30人 の

乗 組 員 と とも に 「ラ ッコ号 」 で 交 易 を 目的 と して北 西 海 岸 へ 行 き,ヌ ー トカ湾 に停 泊

した5週 間 の うち に560枚 もの ラ ッコの 毛 皮 を 獲 得 し,大 きな利 益 を あ げ た 。 以 降,

多数 の イ ギ リス船 が 交 易 を 目的 と して 当地 域 を訪 れ た が,1803年 まで に イ ギ リス船 は

この地 域 に 姿 を 見せ な くな った。 これ は,北 西 海 岸 へ 交 易 に い った イ ギ リス の海 洋 商

人 た ちが 中国 製 品 を イ ギ リス 本 国 に持 ち帰 り,販 売 す る こ とを イ ギ リス東 イ ン ド会 社

が 禁 止 した か らで あ った(Gibson　 1988:377)。

ア メ リ力人 の 交 易活 動

　 1788年 に は グ レイ船 長(Captain　 Robert　 Gray)が ボス トンか ら北 米 北 西 海 岸 へ 交

易 に や って きた。 これ が ア メ リカ人 に よ る ボス トソや セ ー ラム=北 西 海 岸;中 国 南部

を 巡 る三 角 貿 易 の始 ま りで あ った 。1793年 以 降 は ア メ リカ船 の 数 が イ ギ リス船 を上

回 って い た。

　 秋 に ボ ス トンを船 で 出発 し,南 半 球 の 夏 に 南 米 の ホ ー ン岬 を通 過 して,春 に北 米 北

西 海 岸 に 到 着 した 。春 か ら夏 に か け て 同 海 岸 に と ど ま り,ラ ッコの 毛 皮 を 集 め,約3

週 間か け て ハ ワイ諸 島,ポ ル トガル 領 マ カオ を経 由 して広 東 へ 運 ん で い った。 冬 に換

金 し,茶,絹,南 京 綿 製 の ズ ボ ソ,磁 器,薬,香 辛 料,中 国製 の 骨 董 品 を購 入 し,イ

ン ド洋,喜 望 峰 を経 由 して 交 易 品 を ヨ ー ロ ッパ 市 場 や ア メ リカ市場 へ運 ん だ(地 図1

参 照)。

　 ア メ リカ の ニ ュー ・イ ン グ ラ ン ド地 域 か ら来 た交 易者 は,1788年 か ら1826年 まで に

北 米 北 西 海 岸経 由 で ア メ リカ と中 国 との 間 を127回 以上 航 海 した こ とが 知 られ て い る

(Latourette　 1927:255-261)。 ま た,フ ィ ッ シ ャ ー に よ る と,1785年 か ら1825年 の 間

に ア メ リカ船 を 中心 に の べ330隻 あ ま りの交 易 船 が 北 西 海 岸 を 訪 れ た と言 う(Fisher

1977:13)。 広 東 で の ラ ッ コの 毛 皮 交 易 は ア メ リカ人 が 独 占す る よ うに な り,こ の 独

占は 北 米 の 北 西 海 岸地 域 で ハ ドソ ン湾 会 社 や 露 米 商 会 が 交 易 を 開始 す る1835年 頃 ま で

続 い た(Gibson　 1988:380)。
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　 交 易 の や り方 は,交 易 船 が特 定 の場 所 に 停 泊 し,そ こに先 住 民 が 集 ま って くるの を

待 つ とい うも の で あ った 。1786年 に は ヌー トカ湾 に2000人 あ ま りの ヌ ー トカ人 が,

1791年 に は ク ラ ヨ クオ ト湾 に3000人 以 上 の ヌ ー トカ人 が,1799年 には カ イ ガ ニに2000

人 弱 の ハ イ ダ人 が,1805年 には シ トカ湾 に2000人 の ト リンギ ッ ト人 が 集 ま った と言 う

(Gibson　 1988:382)(地 図2参 照)。 ハ イ ダ人 は 特 に 交 易 に熱 心 で,商 売 に た け て い

た。

　 この交 易 の主 要 な対 象 で あ った ラ ッ コは北 西 海 岸 地 域 に お い て も乱 獲 され た た め,

1790年 代 に は 多 数 い た ラ ッ コが1830年 代 に は 激 減 し,1840年 代 に は ほ とん どい な く

な って しま った(Gibson　 1988:385)。 また,1825年 頃 に は 北 西 海 岸 に お い て ハ ドソ

ン湾 会 社 の交 易 活 動 が 活発 に な り,1842年 まで に は ア メ リカ人 の交 易者 は海 洋 毛 皮 交

易 か ら手 を 引 い た(Fisher　 1977:3;Gibson　 1988:375)。

交 易 品

　 1793年 か ら1801年 に か け て,海 洋 船 に よ る毛 皮 交 易 は 最 盛 期 を 迎>xた(Fisher

1977:3)。 コ ロ ン ビア川 か ら クイ ー ン ・シ ャ ー ロ ッ ト諸 島 に か け ての 地 域 にお い て,

毛 皮 交 易 が 最 も盛 ん に 行 わ れ て い た(Fisher　 1996:124)。1791年 か ら1802年 ま では 交

易 競争 が激 し くな り,先 住 民 か ら買 い取 る毛 皮 の価 格 が 高 騰 す る と と もに,ラ ッ コの

乱獲 が進 ん だ。 北 西 海 岸 先 住 民 が 入 手す る こ とを欲 した 交 易 品 は ポ トラ ッチ儀 礼 に係

わ る物 品 で あ った(Gibson　 1988:385-386)。

　 1780年 代 後 半 には,鉄 や銅,色 つ き ビー ズが 交 易 品 と して北 西海 岸 先 住 民 の間 で 人

気 が 高 か った(Gibson　 1988:386)。 鉄 は,釣 り針,鍬,槍 先,の み,ち ょ うな,短

剣 の刃 部 な ど道 具 や 武 器 を作 る の に利 用 され た 。 銅 は,腕 輪,耳 飾 りな ど装 身 具 を 作

る の に 利 用 され た 。 銅 板 か らは19世 紀 に 肥 大 化 した 銅 板 紋 章 が 作 られ た(Scott

1966;Jopling　 1989)。 ま た,紺 色 の 綿 布,既 成 服,毛 布,粗 ラ シ ャな どが 交 易 品 と

な った 。1790年 頃 か ら ヌー トカ人 や 海 岸 セ ー リ ッシ ュ人 に火 器 が 交 易 品 と して 入 り,

武 器 で あ る と と もに富 の象 徴 と な った 。1830年 頃 まで に ラム酒 や タバ コが 重要 な交 易

品 とな った 。 また1800年 代 には,蜜,米,パ ンな ど も交 易 品 と して この地 域 に入 って

きた(Gibson　 1988:388)。

　 実 用 品 とは 言 え な い小 物 や 装 飾 品 も,魚,鳥 獣 の 肉,野 イ チ ゴ,野 菜,水,船 の ラ

ソ プに 使 う鯨 油 な ど と交 換 され た。 それ らは,ビ ー ズ(ネ ッ ク レスや 腕 輪 に利 用),

ボ タ ン,中 国銭,ス プ ー ン,く ぎ,釣 り針,鏡 く し,ハ ン カチ な どで あ った(Gib-

son　1988:385-386;1992:228)。 な お,大 量 の 中 国銭 が ア ラ ス カか ら オ レ ゴ ンに か け
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て の 北 西 海 岸 へ 流 入 した の は 主 に 広 東 と の 交 易 に よ る も の で あ っ た(Burch　 l988:

237;Woodward　 l　989:15;Keddie　 1990:4-18)11)。 中 国 銭 は エ トピ リカ の くち ぽ し

と同様 に,北 西 海 岸 地 域 の 先 住 民 に よ って儀 礼 ダ ンス用 エ プ ロンの 装 飾 に利 用 され た

(Gloria　 Webster談)。 ま た,当 初 ビー ズ は,交 易 品 と言 うよ りも,交 易 を 開 始 す る

儀 礼 的 な交 換 用 に 使 用 され て い た(Gibson　 l988:385-386;1992:228)。

　 4.2.2　 内 陸 毛 皮 交 易 期

　 1793年 にJア レクサ ンダ ー ・マ ッケ ン ジ ー(Alexander　 Mackenzie)は 北 米 大 陸 の

内陸 側 か ら西進 し,ロ ッキ ー山 脈 を 越 え て 北 西 海 岸 に達 した(Mackenzie　 1973)。 こ

の探 検 か ら数 年後 に は,モ ン トリオ ー ル に基 盤 を 置 く北 西 会 社(North　 West　Compa-

ny)が 本 格 的 に 北 西 海 岸 へ 進 出 を始 め た。そ して1805年 に は,サ イ モ ン ・フ レーザ ー

(Simon　 Frazer)が ロ ッキ ー山脈 の西,マ ッ ク レオ ド湖 に あ る露 米 商 会 交 易 所 の 南 方

に 最 初 の 恒 久 的 な交 易所 を 開設 した(Fisher　 1996:127)。

　 1821年 に は,ハ ドソ ン湾 会 社 は 北 西 会 社 を 吸 収 ・合 併 した。 ロ ッキ ー 山脈 以 西 の ハ

ドソン湾 会 社 の事 業 は(現 在 の オ レ ゴ ン州 に あ った)フ ォー ト ・バ ンク ーバ ー(Fort

Vancouver)のJ.マ ク ロー リ ン(John　 McLoughlin)に よ って 経 営 され,交 易 所 の

ネ ッ トワ ー クが整 備 され た。 そ れ 以 降,ハ ドソン湾 会社 の北 西海 岸 地 域 で の 交 易 活 動

が 活発 に な り,海 路 か らの毛 皮 交 易 を 凌 駕 す る よ うに な った。 そ して,ハ ドソン湾 会

社 は1831年 に ナ ス 川(Nass　 River)の 河 口 に チ ム シ ア ソ人 を 相 手 とす る フ ォ ー ト ・シ

ン プ ソ ン(Fort　 Simpson)を 開 設 し,1830年 代 に は 交 易船 を北 西 海 岸 の 南 北 に 走 らせ

た(Fisher　 1996:127)。

　 露 米商 会 は,1839年 に ・・ドソン湾 会 社 と協 定 を 結 び,北 緯54度 か ら60度 まで の北 西

海 岸 の 沿 岸 地 帯 を10年 間 の 期 限付 きで 貸 与 した(郡 山1980:287)。 ハ ドソ ン湾 会 社

は1843年 に フ ォー ト ・ビ ク トリアを バ ン ク ーバ ー島 に 開設 した 。 イギ リス とア メ リカ

との 間 で1846年 に締 結 され た オ レゴ ン条 約 に よ って,北 緯49度 線 の 国 境 が ロ ッキ ー 山

脈 か ら太 平 洋 ま で 延 長 さ れ,バ ン ク ー バ ー島 は イ ギ リス 領 に な っ た(木 村1999:

161)。 イ ギ リス政 府 は1849年 に ・ミソ ク ーバ ー 島 を ハ ドソ ソ湾 会 社 の 植 民 地 と した。 同

年,ハ ドソ ン湾 会 社 は バ ンク ーバ ー島 北部 に フ ォー ト ・ルパ ー ト交 易 所 を 開設 した。

同会 社 は 先 住 民 か ら ラ ッ コな どの 毛 皮 を 入手 す る一 方,彼 らに は銅 板,毛 皮,タ バ コ,

ビー ズ,火 器,ナ イ フ,斧 な どを 売 った(Burch　 l988:237)。 こ の ため 地 元 の先 住 民

ク ワ ク ワカ ワ ク(ク ワキ ウ トル)人 は ヨー ロ ッパ製 品 を容 易 に 入 手 す る こ とが で き る

よ うに な り,ポ トラ ッチ で 消 費 され る物 資 の量 が急 増 し,ポ トラ ッチ 自体 が肥 大 化 し
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た 。 また,こ の交 易 所 の近 くに 複 数 の親 族集 団 が移 住 し,社 会 の再 編 が な され た(立

)!1　1999a:168;　 1999b:5)o

4.3　北米北西海岸地域における毛皮交易の諸影響

　 海 か ら船 で北 西 海 岸 に や って きた交 易 者 は大 半 が 季 節 的 な 訪 問 者 で あ った た め,初

期 に は 先 住 民 の 諸 文 化 は 大 き な影 響 を 受 け る こ とな く連 続 的 に 展 開 して い た(Gib-

son　 1988:390)。 しか し,一 方 で,海 洋 毛 皮 交 易 とそ の後 の 陸路 に よ る毛 皮 交 易 は 北

米 の北 西 海 岸 地 域 の 先 住 民社 会 に多 大 な影 響 を及 ぼ した 。 毛 皮 交 易 が北 西 海 岸 地 域 の

先 住 民 に及 ぼ した 影 響 は 次 の よ うな もの であ った 。

　 第 一 に,毛 皮 交 易 か ら得 られ る富 や 物 資 に よって,北 西 海 岸 先住 民 の諸 文 化 は,芸

術 的 な 作 品 の 制 作 や 儀 礼 活 動 に お い て 「黄 金 時 代 」 を 迎}xた(Drucker　 1943:27;

Fisher　1996:137)。 新 しい 物 資 や 富 の蓄 積 に 伴 い,ポ トラ ッチ の肥 大 化 や 回 数 の増 加

が 見 られ た 。 トーテ ム ・ポ ー ルや 仮 面,鳴 り物,木 繊 維製 上 着 な どの木 製 品 の制 作 が

多 く な る と と も に 精 巧 に な っ た(Druker　 1943,1948;Wike　 1951:75-79;Codere

1961:467;Duff　 1964a:57,59;1964b)。 ポ トラ ッチ の 増 加 は,チ ー フ の地 位 の強 化

を生 み 出 し(Gibson　 1988:389),社 会 の 階 層 差 を顕 在 化 させ た。

　 第 二 に,ア ル コー ルや タバ コ,火 器,伝 染 病 は,先 住 民 の人 口を 減 少 させ る要 因 と

な った(Fisher　 1977:22;Gibson　 1988:390)12)。 伝 染 病 と して は,は しか,性 病,マ

ラ リア,結 核,イ ン フル エ ソザ,百 日咳 な どが,欧 米人 との接 触 に よ って 北 西海 岸 地

域 に 持 ち込 まれ た(Fisher　 1996:142)。

　 第 三 に,先 住 民 の 間 に 交 易 仲 介 者 と専 業 の 狩 猟 者 へ の 分 化 が 見 ら れ た(Fisher

1977:11-12)。 社 会 内 で 交 易仲 介者 と狩 猟 者 へ の 分 化 が 見 られ る こ と もあれ ば,グ ル ー

プ全 体 が交 易者 とな る場 合 もあ った 。後 者 の事 例 と しては,も と も と交 易者 と して有

名 で あ った チ ヌー ク人 が あ げ られ る。彼 らは他 の北 西 海 岸 先 住 民 とハ ドソ ン湾 会 社 と

の 仲 介 者 的 な交 易 者 とな っ た。 彼 ら の 間 の交 易 を 促 進 させ るた め に,「 チ ヌ ー ク ・

ジ ャ ー ゴ ン」 と呼 ば れ る混 成 語 が形 成 され,交 易 に利 用 され た 。 この 言葉 に は チ ヌー

ク語,ヌ ー トカ語,フ ラ ンス 語,英 語 な どが 入 っ てお り,毛 皮 交 易期 に は北 西 海 岸 地

域 で使 用 され てい た(Fisher　 1996:134)。

5　北米の亜極北地域における交易

ここでは北米の亜極北地域における先住民間交易と毛皮交易について概述する。西
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は ロ ッキ ー 山脈 か ら東 は ラ ブ ラ ドール に か け て の広 大 な亜 極 北 地 域 に は,チ ャ ーチ ル

川(Churchill　 River)を 境 と して,そ の西 側 に は アサ バ ス カ ン語族 系 の人 々が,そ の

東側 に は ア ル ゴ ンキ ン語 族 系 の 人 々が 住 ん で い た。

　 この広 大 な地 域 には,森 林 カ リブ ー,ヘ ラ ジ カ,水 鳥,ホ ワイ ト ・フ ィ ッ シ ュ,チ ョ

ウザ メ,イ ワナ,さ らに ビ ーバ ー,ジ ャ コ ウネ ズ ミ,ホ ッキ ョ クキ ツネ な どの毛 皮 獣

が生 息 して いた 。 ヨー ロ ッパ 人 との接 触 以 降,カ ナ ダ の亜 極 北 地域 の 先住 民 に と って

毛皮 交 易 は経 済 的 に 重 要 とな った。 彼 らが住 む土 地 は 農 耕 に 適 さな い の で,ヨ ー ロ ッ

パ人 が 入 植 し,彼 らを 土 地 か ら追 い 出す こ とは なか った(A.Ray　 1996:259)。

5.1毛 皮交易期以前

　 北 米 大 陸 の 北 方 内 陸部 に お い て は,ヨmッ パ 人 と接 触 す る以前 には,先 住 民 が 遠

隔 地 間 の 交 易 に 従 事 す る こ とは少 なか った 。 そ の よ うな 中 で,遠 距 離 交 易 に よ って 運

ぼ れ た 例 外 的 な 交 易 品 と して,五 大 湖 や コパ ー マ イ ソ川 地 域 に あ る天 然 銅(native

copper),現 在 の 北 部 ケベ ッ クや 北 西 準 州,ヌ ナ ヴ トに あ る シ リカ(silica),太 平 洋

側 に あ る黒 曜 石 な どが あ った(A.Ray　 1996:264)。

　 例 外 的 に先 住 民 間交 易 が盛 ん に行 わ れ た 地 域 もあ った。 オ タ ワ川 の 上 流,ニ ピ シ ソ

グ湖,ヒ ュ ー ロ ン湖 の北 側 の地 域 で は,ニ ピ シ ン グ人 や オ タ ワ人,オ ジ ブ ワ人 の 祖 先

と考 え られ る 人 々が,ヒ ュー ロン人 や ペ タ ン人 の祖 先 と考>xら れ る人 々 と交 易 の ネ ッ

トワ ー クを持 って い た。 前 者 の人 々は,農 耕 民 で あ る後 者 に毛 皮,生 皮,衣 類,ス ペ

リオ ル湖 地 域 か ら出 る天 然 銅 を 提 供 した 。 そ れ ら と交 換 に前 者 は 後 者 か らキ ビ,野 生

タバ コ,ア ライ グマ の皮 革,ク ロ リス の マ ン トな どを得 て いた(A.Ray　 l996:265)。

　 1534年 の 夏 に ジ ャ ッ ク ・カル チエ(Jacques　 Cartier)が カナ ダ東岸 の ラブ ラ ドー ル

に到 達 し,セ ン ト ・ロー レン ス湾 の北 岸 で モ ンタ ニ ェ人 と思 わ れ る獣 皮服 を着 た先 住

民 に遭 遇 して い る(A.Ray　 1996:267)。

　 1580年 頃 には バ ス ク人 の捕 鯨 船 が年 に20隻 か ら30隻,ラ ブ ラ ドール 半 島 の沖 にや っ

て くる よ うに な る。彼 らは ヨー ロ ッパ製 品 と,先 住 民 が 持 って きた シカ,テ ン,ク マ,

ビー バ ー,ア ザ ラ シ の 毛 皮 な ど との交 換 を 行 って いた(A.Ray　 1996:267)。1580年

頃 には ラ ブ ラ ドール半 島 の 南 に あ る ニ ュー フ ァ ウ ン ドラ ン ドの沖 に ス ペ イ ン,フ ラ ン

ス,ポ ル トガル,イ ギ リス の漁 船 が 多数 や って きて タ ラ漁 に 従事 して いた 。 そ の後,

同地 域 に お い て は捕 鯨 が 行 わ れ る よ うに な った(細 川1999a:41)。 彼 らの 中 に はiア

ル ゴ ンキ ン語 族 系 の先 住 民 と物 々交 換 を し,毛 皮 を 入 手 す る者 もい た(下 山1995=

220-221)。 ハ ロル ド ・イ ニス は,新 大 陸 の毛 皮 交 易 は 「タ ラ漁 の副 産 物 と して 生 まれ
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た 」(lnnis　 1978:53)と 述 べ て い る 。

5.2　 毛皮交易期

　 1580年 頃 よ り,ヨ ー ロ ッパ か ら ビーバ ーの 毛 皮 を 求 め て交 易 船 が セ ン ト ・ロー レン

ス 湾 に 到 来 す る よ うに な った(A.Ray　 1996:268)。 当 初,こ の 交 易 は タ ラ漁 に付 随

す る もの で しか なか った が,ビ ーバ ーの 毛 皮 は セ ン ト ・ロー レ ンス湾 の タ ドウサ ック

(Tadoussac)か ら民 間 船 で ヨ ー ロ ッパ に 運 ぼ れ た(細 川1999a:40)。 当 時,毛 皮 交

易 を活 発 に行 って いた のは,ケ ベ ックに 入植 した フ ラ ンス人 た ち であ った 。 彼 らは 罠

猟 師 で あ る と と もに毛 皮 商 人 で もあ り,奥 地 へ と出 向 い て は 自 ら罠 猟 に 従 事 す る一・方

で,先 住 民 と毛 皮 の取 引 を 行 った 。 彼 らは 「森 の 猟 師 」(coureurs　 de　bois)と 呼 ば れ

て い た(竹 中1984:36;下 山1995:221-223)。

　 ケベ ッ クの フ ラ ンス人 が セ ン ト ・ロ ー レンス河 か ら五 大 湖 へ 至 る交 易 ル ー トを 支 配

して い た一 方,ニ ュー ・ア ムス テ ル ダ ムの オ ラ ンダ人 は ハ ドソ ン河 か ら オ ール バ ニ ー

そ して オ ン タ リオ 湖 へ 至 る交 易 ル ー トを 支 配 して い た(Wolf　 1982:161)。 ハ ドソ ン

河沿 い の南 ル ー トは,1644年 か らは イ ギ リス 人 へ と支 配 が 移 行 した 。1670年 に は イ ギ

リス に お い て ハ ドソ ン湾 会 社 が設 立 され,ジ ェー ム ズ湾 地 域 へ 進 出 し,主 要 河 川 の 河

口に交 易 所 を 開 設 した 。

　 現 在 の カ ナ ダに あ た る地 域 で の 毛皮 交 易 の歴 史 につ い ては,イ ニス に よ る大 著 が あ

る(lnnis　 1970)。 彼 は,カ ナ ダに お け る毛 皮 交 易 の 進 展 を 地 域 と時 期 を 基 準 と して

次 の よ うに提 示 して い る。

大 西 洋 沿 岸 に お け る毛皮 交 易 の 開始(1497-1600年)

オ タ ワ地 域 で の 毛 皮 交 易(1600-1663年)

五 大 湖 お よび ハ ドソソ湾 に お け る毛 皮 交 易(1663-1713年)

サ ス カチ ュ ワンお よび北 西 地 域 へ の毛 皮 交 易 の 拡 大(1713-1763年)

ハ ドソ ン湾 で の 交 易(1670-1770年)

大 西 洋 岸 か ら太 平 洋岸 へ の毛 皮 交 易 の拡 大(1763-1821年)

ハ ドソ ン湾 か ら太 平 洋岸 へ の毛 皮 交 易 の拡 大(1821-1869年)

この編年を参考にしながら,北 米の亜極北地域における毛皮交易の変化を素描 してみ

たい。
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　 5.2.1大 西洋沿 岸 におけ る毛皮 交 易の開 始(1497-1600年)

　ヨーロッパ人 と最初に交易関係に入ったのは北米大陸東北部に住むアルゴンキン語

族系先住民である ミクマク人,モ ソタニェ人,ナ スカピ人,ア ベナキ人,ク リー人 ら

であった。　 フランス人が毛皮を求めて交易を開始すると,北 米先住民たちは彼ら自

身の交易ネットワークを作 り出し,毛 皮や交易品の内陸輸送を独占しようとした。交

地図3　 北米亜極北地域および極北地域
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易 の 仲 介 者 とな った最 初 の先 住 民 グ ル ー プは モ ソ タ ニ ェ人 や アベ ナ キ人 で あ った 。 東

部 の海 岸 か らや っ て く る フ ラ ンス 人 とモ ソ タ ニ ェ人 は タ ドウサ ッ クで 交 易 を 行 った

(以 下,地 図3参 照)。 さ ら に,モ ソタ ニ ェ人 は サ ン ・ジ ャ ン湖(Lac　 St・Jean)で オ

タ ワ渓 谷 か ら来 た オ タ ワ人 や イ ー ス トメイ ン ・ク リー人 の グル ー プ と会 い,フ ラ ンス

人 に 売 る毛 皮 を 手 に入 れ て いた(A.Ray　 1996:268)。

　 この よ うに 毛皮 交 易が 開 始 され る と,金 属 製 手 斧,ナ イ フ,武 器 用 の 尖頭 器,布 地,

銅 製 お よび 真鍮 製 のや か ん な ど ヨー ロ ッパ 製 品 を 内 陸 の 交 易 パ ー トナ ー の所 へ 運 び,

そ の 代 わ りに毛 皮 を 持 ち帰 る先 住 民 の 交 易 仲 介者 が 出 現 した(A.Ray　 1996:272)。

この 間接 交 易 を通 して,1580年 頃 まで に ヨ ー ロ ッパ製 品 は先 住 民 の手 を経 て 内 陸 部 の

ジ ェ ー ムズ湾 や ジ ョー ジ ア ン湾 周 辺 まで 流 通 し,1630年 代 まで に は そ の地 域 か ら東 側

に は あ まね く ヨーRッ パ 製 品 が 広 ま って い た(A.Ray　 l996:271-272)。

　 5.2.2　 オ タ ワ地 域 に お け る 毛 皮 交 易(1600-1663年)

　 1600年 頃,フ ラ ンス人 と主 に 交 易 を 行 って い た モ ン タ ニ ェ人 は,毛 皮 交 易 の 利 権 を

求 め て い た イ ロ ク ォイ5民 族 同盟(モ ホ ー ク人,オ ネ イ ダ人,セ ネ カ人,カ ユ ー ガ人,

オ ノ ン ダガ人 か らな る 同盟)の モ ホ ー ク人 に よ って交 易 の妨 害 を受 け 始 め た の で,現

在 の ケ ベ ック州 地 域 に 入 植 して い た フ ラ ンス 人 シ ャ ン プ レ ー ン(Samuel　 de　Cham-

plain)ら に援 助 を求 め,1603年 に は ア ル ゴ ンキ ソ人,マ ラ シ ー ト人 と連 合 し,モ ホ ー

ク人 に対 抗 した(A.Ray　 1996:269)。

　 カナ ダの東 部 地 域 に お い て 毛 皮獣 が 減 少 して く る と,毛 皮 交 易 は 毛 皮 獣 を 求 め て 西

進 し始 め た。1630年 代 半 ぽ まで に,フ ラ ンス 人 との毛 皮 交 易 の仲 介 者 の 主 流 は,ア ル

ゴ ンキ ン人 や モ ソ タ ニ ェ人 か ら ヒ ュー ロ ソ人 へ と代 わ って い った(A.Ray　 1996:

271)。 ヒ ュー ロ ン人 は アル ゴ ンキ ソ語 族 系先 住 民 オ タ ワ人,ニ ピ シ ソ グ人 と連 携 しな

が ら五 大 湖,ハ ドソン湾,セ ン ト ・mレ ソス河 流 域 の先 住 民 と交 易 の ネ ッ トワ ー ク

を形 成 して い た。1616年 頃 か ら1649年 頃 に か け て,ヒ ュ ー ロ ン人 は モ ン トリオ ール や

ケベ ックの フ ラ ンス人 交 易 者 に 毛 皮 を 渡 し,織 布,ビ ーズ,塗 料,ナ イ フ,斧,や か

ん を 入手 して いた(Waldman　 1985:75)。

　 ヨー ロ ッパ人 か ら物 資 を 入 手 す るた め に必 要 な毛 皮 の獲 得 競 争 が 先 住 民 の 間 で激 し

くな る に従 い,1600年 代 半 ぽ,オ ラ ン ダ人 の交 易 パ ー トナ ー で あ った イ ロ ク ォイ5民

族 同盟 の 人 々が ビーバ ー資 源 を 求 め て 南方 か ら進 出 して きた た め,ア ル ゴ ンキ ン語 族

系 先 住 民 ・ヒ ュ ー ロ ソ 民 族 の 同 盟 と の 争 い が 激 化 した(Trigger　 l976;Waldman

1985:75)。 一 連 の争 い は,そ の争 い に ち な ん で 「ビー バ ー戦 争 」 と呼 ば れ て い る。
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1640年 代 に は イ ロ ク ォイ5民 族 同盟 の 人 々が,毛 皮 獣 が豊 富 に 生 息 して い た五 大 湖 北

方地 域 ヒ ュー ロニ ア(ヒ ュー ロン民 族 の居 住 地 域)を 武 力 に よ って 侵 略 した た めに,

ヒ ュ ー ロニ アは 崩 壊 した 。 この た め1649年 か らは ヒ ュー ロ ン人 の代 わ りに(「 森 の 猟

師」と呼 ばれ た)フ ラ ン ス系 の 狩 猟 者 や商 人 が毛 皮 の採 取 に従 事 す る よ うに な った(細

川1999a:54)。 また,イ ロ ク ォイ5民 族 同 盟 の人 々の 交 易 パ ー トナ ー は,1660年 代

に は オ ラ ン ダ人 か ら ニ ュ ー ・ア ムス テ ル ダム(ニ ュ ー ヨ ー ク)の イ ギ リス 人へ と代 わ っ

た。

　 ヒ ュー ロ ソ人 の毛 皮 交 易 の 仲 介者 と して の役 割 は,ヒ ュー ロ ニア崩 壊 後,オ タ ワ人

に取 っ て代 わ られ た 。1640年 代 以降,毎 夏,ス ペ リオル 湖 と ヒ ュー ロ ソ湖 の間 に あ る

ス ー ・セ ン ト ・マ リー(Sault　 Ste.　Marie)や,ミ シ ガ ソ湖 と ヒ ュー ロ ン湖 の 間 に あ

る ミチ リマ キ ナ ク(Michilimackinac)に,西 部 ク リー人,オ ジ ブ ワ人13),そ の他 の

ア ル ゴ ンキ ソ語 族 系 先住 民,ミ ネ ソタや オ ンタ リオか ら来 た ス ー語 族 系 先 住 民 で あ る

ア シ ニ ボ イ ン人 が,冬 に獲 った ビーバ ー の毛 皮 を 持 参 して,オ タ ワ人 と交 易 を 行 った。

オ タ ワ人 は,毛 皮 と交換 に,フ ラ ンス人 交 易 者 か ら入 手 した ナ イ フ,斧,銃,弾 薬,

布 地,紅 茶,タ バ コ,小 麦 粉 を交 易 に きた 他 の 先 住 民 に 渡 した。1680年 頃,フ ラ ンス

人 が 入 手 した毛 皮 の3分 の2は,オ タ ワ人 の手 を通 して集 め られ た もの で あ った(Ke-

hoe　 1992:245)o

　 さ らに 西 方 の ニ ピ ゴ ソ湖(Lake　 Nipigon)の 近 くで は,西 部 ク リー人,ア シ ニ ボ

イ ン人 が,ニ ピ シ ン グ人 や オ ジ ブ ワ人 の 交 易 者 と交 易 を行 って いた 。 この 交 易 の ネ ッ

トワー クは 北 東 へ との び,ジ ェ ー ムズ湾 まで到 達 してい た 。そ して1660年 頃 に は ジ ェ ー

ム ズ湾 の 東 側 に お い て,モ ンタ ニ ェ人 が ケベ ック州北 西部 地 域 の イ ー ス トメイ ン ・ク

リー 人 が 住 む 地 域 か ら ラ ブ ラ ドー ル に至 る全 地 域 で 交 易 を 行 う よ うに な っ て い た

(A.Ray　 1996:275)。 この よ うな交 易 を通 して,17世 紀 半 ぽ まで に は北 米亜 極 北 地 域

東 部 の 先 住 民 は 日常 の生 活 道 具 ・用 品 を ヨ ー ロ ッパ製 品 に依 存 す る よ うに な った。

　 北 米 亜 極 北地 域 東 部 で は,毛 皮 資 源 の 獲得 を め ぐ って,イ ロク ォイ5民 族 同盟 とオ

タ ワ人 が,さ らに イ ギ リス人 とフ ラ ンス 人 が対 立 しな が ら,17世 紀 半 ば か ら1763年 の

パ リ条 約 締 結 まで約1世 紀 にわ た り競 合 し続 け た。 イ ロ ク ォイ5民 族 同盟 の 人 々 は,

イギ リス人 と フ ラ ンス人 の反 目関 係 を 利 用 して,自 らの政 治 ・経 済 的 な 立場 を確 保 し

た 時 期 が あ った が,毛 皮 交 易 の仲 介 者 の役 割 を独 占す る こ とは で きな か った(White

1991)0

　 毛 皮 交 易 の副 産 物 と して1630年 頃 か ら1670年 頃 にか け て カナ ダ東部 で は伝 染 病 が 広

が った(A.Ray　 l996:273)。1634年 に は は しか,1636年 か ら1637年 にか け て は イ ン
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フルエンザと狸紅熱,1639年 には天然痘が流行 したことが知られている。 これ らの伝

染病は先住民の人 口減少を招来 した。

　 5.2.3五 大 湖 お よ び ・・ ド ソ ン湾 に お け る 毛 皮 交 易(1663-1713年)

　 1670年5月2日,イ ギ リス の チ ャ ール ズ2世 か ら憲 章 が 与 え られ,ハ ドソ ン湾 会 社

が イ ギ リス で創 設 され た 。 この 会 社 の 目的 は,ハ ドソ ン湾 お よび ジ ェ ー ムズ湾 に注 ぐ

河 川 の流 域 の領 有,同 地域 の調 査 や地 図 の作 成,同 地 域 で の 毛皮 の獲 得 な どで あ った 。

同 社 が 支 配 す る領 域 は 初 代 総 督 ル パ ー ト王 子 に ち な ん で 「ル パ ー ツ ・ラ ン ド」

(Rupert's　 Land)と 名 づ け られ た。 これ に よ りイ ギ リス人 が 北 米先 住 民 との交 易 に直

接 乗 り出す こ とに な った 。

　 ハ ドソ ソ湾 会 社 は,16世 紀 か ら北 米大 陸 で毛 皮 交 易 を行 って い た フ ラ ソス人 のや り

方 を模 倣 し,「 ギ フ ト交 換 とバ ー タ ー交 易 」 を採 用 した。 交 易 関 係 や 政 治 的 な 同盟 関

係 を作 り出 した り,更 新 す る ため に,交 易 が行 わ れ る前 に贈 り物 の 儀 礼 的 な交 換 を行 っ

た。 先 住 民 の 交 易 グル ー プの リー ダー(キ ャプ テ ン)に は,帽 子,ジ ャケ ッ ト,ズ ボ

ソな どが 提 供 され た 。 さ らに 彼 と彼 の メ ンバ ー は,ビ ス ケ ッ ト,プ ル ー ソ,タ バ コ,

ラム酒 を 受 け 取 った 。 次 に,交 易所 の支 配 人 が歓 迎 の辞 を 述 べ,友 好 関係 を確 認 す る

パ イ プタバ コを す う儀 式 が お わ る と,先 住 民 の リー ダ ーが 数 枚 の 毛 皮 を支 配 人 に贈 呈

した 。 この 儀 礼 的 な 交 換 の 後,交 易 が 開始 され た(A.Ray　 l974:137,1996:276-277;

Ray　 and　Freeman　 l978:55-59)。 交 易 は一 種 のバ ー タ ーで あ った が,換 算 の尺 度 と し

て ビーバ ーの 毛 皮(MB:made　 beaver)が 利 用 され た。

　 1670年 頃 か ら ・・ドソ ン湾 会 社 は ハ ドソ ン湾 の 奥 に あ る ジ ェー ム ズ湾 に 進 出 し,ケ

ベ ッ クの 内 陸 部 か らや って くる フ ラ ンス人 の毛 皮 交 易 者 と競 合 しな が ら,そ の地 域 に

住 む ク リー人 や イ ヌイ ッ ト人 の一 部 を相 手 に毛 皮 交 易 を 開 始 した 。交 易 の主 な対 象 は

ビー バ ーの 毛 皮 で あ った(Francis　 and　 Morantz　 l　983;Morantz　 1983)。 ハ ドソ ン湾

会 社 は,ジ ェー ムズ 湾 や ハ ドソ ソ湾 に注 ぎ込 む 川 の河 口や 上 流 の 要所 に毛 皮 交 易 所 を

開 設 した 。 ハ ドソン湾 会 社 は,最 初 に ジ ェー ム ズ湾 へ 進 出 し,そ の地 域 に交 易所 を 次

々に 開設 し,ク リー人 と直 接 交 易 を始 め た 。1668年 に は ル パ ー ト川 に チ ャー ル ズ ・

フ ォー ト(Charles　 Fort),1673年 に は ム ース 川 に ム ース ・フ ァ ク トリー(Moose　 Fac-

tory),1675年 に は オ ール バ ニ ー 川 に フ ォー ト ・オ ール バ ニ ー(Fort　 Albany),1682

年 に は ヘ イ ズ川 に ヨー ク ・フ ァ ク トリー(York　 Factory),1685年 に は セ ブ ン川 に

チ ャーチ ル ・フ ォー ト(Churchill　 Fort)を 開 設 した(A.　 Ray　 l988)(地 図3参 照)。

　 ヨー ク ・フ ァク トリーは特 に重 要 な交 易 所 に な った 。 ヘ イ ズ川 は カ ヌー を利 用 して
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の ぼ れ ば,内 陸 奥 地 に まで た ど り着 くこ とが で き る(Morse　 1984)。 ハ ドソ ン湾 会 社

は 毛 皮 の 交易 相 手 を求 め て,西 進 し,1715年 に は ア サ バ ス カ川 に 達 した 。 地 の利 を得

た ウイ ニペ グ湖 周 辺 の ア シ ニ ボイ ン人 や 西部 ク リー人 は,他 の先 住 民 と交 易所 との仲

介 交 易 者 と して 内 陸 交 易 を 約1世 紀 に わ た り支 配 した(A.Ray　 1996:278-279)。 こ

の結 果,ブ ラ ッ クフ ッ ト人 な ど平 原地 域 の先 住 民 は,ヨ ー ク ・フ ァク トリーに 交易 を

目的 と して訪 れ る こ とが な くな った 。 また,西 部 ク リー人 が 交 易 の 仲 介 者 とな った た

め に,モ ンタ ニ ェ人,オ ワタ人,オ ジ ブ ワ人 は ハ ドソ ン湾 会 社 との 交 易 の 仲 介者 と し

て の 役 割 を 失 っ た(A.Ray　 1996:279)。 イ ギ リス と フ ラ ンス は毛 皮 交 易 を め ぐっ て

対 立 して いた た め,ア シ ニボ イ ン人 や 西部 ク リー人 はそ の対 立 関 係 を う ま く利 用 して

毛皮 の 取 引 を 行 い,利 益 を あ げ て い た(A.Ray　 1996:282)。17世 紀 末 に は,ハ ドソ

ソ湾 会 社 の交 易 所 に お け る交 易 で銃 器 を得 た西 部 ク リー人 や ア シ ニボ イ ン人 が,毛 皮

交 易 に係 わ る活 動 領 域 を 拡 大 させ た。

　 1694年 頃 か ら1720年 頃 に か け て,西 部 ク リー人 は チ ペ ワヤ ン人 や ビーバ ー人 と戦 い,

彼 らをか な り西 の 方 へ 後 退 させ た(A.Ray　 1996:279)。

　 5.2.4サ ス カ チ ュ ワ ン お よ び 北 西 地 域 へ の 毛 皮 交 易 の 拡 大(1713-

　 　 　 　 　1763年)

　 1713年 に イ ス パ ニア 王位 継 承 戦 争 が 終 結 し,ユ トレヒ ト条 約 が締 結 され た 結 果,フ

ラ ンス人 は ジ ェ ー ムズ湾 お よび ハ ドソ ン湾 地 域 か ら撤 退 した 。 しか し,彼 らは 中 部 お

よび 西 部 亜 極 北 地 域 の ル パ ー ツ ・ラン ドの内 陸 部 に 毛 皮 交 易 者 を派 遣 す る権 利 は 保 持

して い た(A.Ray　 l974,1996:281;Ray　 and　 Freeman　 1978)。1717年 に フ ォー ト ・

チ ャ ーチ ル(Fort　 Churchill,別 名 プ リンス ・オ ブ ・ウエ ー ル ズ交 易 所)が 新 設 さ れ

る と,チ ペ ワヤ ン人 が西 部 ク リー人 を 東 へ と押 し戻 し,交 易 の仲 介 者 と して イ エ ロ ー

ナ イ フ人 や ドグ リブ人 か ら毛 皮 を 集 め,交 易 に くる よ うに な っ た(新 保1993:69)。

そ して1763年 以 降 に は,カ ナ ダ の 中西 部 亜 極 北 地域 に住 む イ エmナ イ フ人 や ドグ リ

ブ人 が,チ ペ ワヤ ソ人 同様 に ハ ドソン湾 会 社 との 交 易 の仲 介 者 と して の 役 割 を果 たす

よ うな った(A.Ray　 1996:279)。

　 ハ ドソ ン湾 会 社 は食 料 や ワナ具 な ど罠 猟 に必 要 な 物 資 を先 住 民 に前 貸 しす る制 度

(credit　system)を 採 用 した(A.　 Ray　 1996:286)。 この 前 貸 し制 度 は,特 定 の先 住 民

を 特 定 の 交 易所 で取 引 させ るた め の 制 度 で あ った。 交 易人 は,相 手 の 先 住民 が翌 年 交

易 所 に もた らす こ とが で き るだ ろ う毛 皮 の 数 を これ ま で の実 績 に 基 づ い て予 想 し,そ

れ を 上 限額 と して狩 猟 や 罠 猟 に 必 要 な 物 資 や食 料 の信 用 貸 しを 行 った。 時h,交 易 人
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は そ の 負 債 を 先 住 民 か ら回 収 で き な い こ と も あ った(Ray　 and　 Freeman　 l978:186;

Francis　and　 Morantz　 1983:51)。 ハ ドソ ソ湾 会 社 と フ ラ ンス 系 の 毛皮 商 人 との問 で先

住 民 を相 手 に 毛 皮 の獲 得 競 争 が熾 烈 に な った1750年 代 に は,ム ース ・フ ァ ク トリー な

どの交 易 所 では 前 貸 しの額 が 急 増 した こ とが 知 られ て い る(Ray　 and　Freeman　 1978:

186)。 ハ ドソ ン湾 会 社 の交 易 品 は,火 器 と弾 薬,衣 服 用 布 地 と毛布(1700年 代 半 ぽ に

重 要 に な る),金 属 製 の斧,手 斧,ナ イ フ,や か ん,ブ ラ ン デ ー,タ バ コ(ブ ラ ジル ・

タ バ コ)で あ った(A.Ray　 1996:288-289)。

　 北 米 亜 極 北 地 域 中部 お よび西 部 に お い ては,毛 皮 交 易 が盛 ん に な るに 従 い,ヨ ー ロ ッ

パ人(特 に,フ ラ ソス 人)の 交 易 者 と先 住 民女 性 との 間 に生 まれ た 人hは 「メテ ィ(ス)」

(Metis)と 呼 ぼ れ る集 団 を形 成 した 。 そ の 中 に は交 易 所 の 近 くに住 み 着 き,交 易 所

の ため に食 料 の確i保や 物 資 運 送 の 手伝 い を す る 「ホ ー ム ・ガ ー ド」(home　 guard)と

呼ぼ れ る先 住 民 が 出 現 した(Panneboek　 l986)。

　 フ レソチ ・イ ソデ ィア ン戦 争(1756-1763年)に 敗 北 し,フ ラ ソス人 が カナ ダの 北

方 内陸 部 か ら撤 退 し始 め た1763年 頃 には,西 は ロ ッキ ー山 脈,北 は グ レー ト ・ス レー

ブ 湖 や グ レー ト ・ベ ア ー湖 付 近 まで 毛 皮 交 易 は 広 が っ て い た(A.Ray　 l996:287)。

18世 紀 の半 ぽ に は 毛皮 交易 に変 化 が 見 られ 始 め た 。 そ れ まで ハ ドソ ン湾 会 社 の毛 皮 交

易 者 は 海 岸 か ら河 川 や 湖 を利 用 して 内陸 部 へ 到 達 して い た た め,交 易所 は 河 川 沿 い か

海 岸 部 の河 口に 開設 され て い た。 そ こへ 先 住 民 の 仲 介 者 が 毛 皮 を集 め て持 っ て きて い

た。 しか し内 陸 交 易 ル ー ト網 が整 備 され て きた 結 果,ハ ドソ ン湾 会 社 は交 易 所 を 内陸

部 の各 地 に 開設 し,先 住 民 の仲 介 者 を介 さず に 地 元 の 先 住 民 と直接 に毛 皮 交 易 に 乗 り

出す よ うに な り,こ れ ま で毛 皮 交 易 の 仲 介者 と して活 躍 して きた 先 住 民 の グル ー プは,

そ の役 割 を 失 って い った。 例 えば,仲 介 者 と して の 役 割 を 失 った 西部 ク リー人 や ア シ

ニ ボ イ ン人 の 一部 は,大 平 原 の近 くへ と移 動 し,野 牛 狩 りに 従事 す る よ うに な った 。

　 5.2.5大 西 洋 岸 か ら 太 平 洋 岸 へ の 毛 皮 交 易 の 拡 大(1763-1821年)

　 フ レ ンチ ・イ ンデ ィア ン戦 争 に お い て イ ギ リスが 勝 利 し,1763年 に パ リ条 約 が 結 ぼ

れ た 。 この 結 果,フ ラ ンス が北 米 か らほ ぼ 撤 退 し,ヌ ー ヴ ェル ・フ ラ ンスは ケベ ック

植 民 地 と改 称 され,イ ギ リス の植 民 地 とな った 。 この 年 は イ ギ リス の経 済 的 支 配 圏 が

世 界 全 体 へ と拡 大 した年 で あ った 。1763年 か ら約60年 間,ハ ドソ ン湾 会 社 は モ ン トリ

オ ー ルに 本 拠 を 置 くイ ギ リス系 の毛 皮 交 易 者 ノー ・ウ ェス タ ー ズ(Nor'Westers)と

競 合 関 係 に あ り,熾 烈 な毛 皮 獲 得 合 戦 が 行 わ れ た(下 山1996:246-253)。

　 ハ ドソソ湾 会社 は,モ ソ ト リオ ー ル に基 盤 を 置 く交 易 者 ノ ー ・ウ ェス タ ー ズに 対 抗
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す るた め に,1774年 に最 初 の 内 陸 部 の交 易 所 と して カ ンバ ー ラ ン ド ・ハ ウス(Cum-

berland　 House)を 開設 した(A.　 Ray　 1996:294)。 一 方,ノ ー ・ウ ェス タ ー ズの ピ ー

タ ー ・ポ ソ ド(Peter　 Pond)は,1778年 に アサ バ ス カ川 の 下 流 に 小 さ な交 易所 を 開 設

した。 モ ン トリオ ー ル の ノ ー ・ウ ェス タ ー ズの 交 易 者 た ち は,1779年 と1780年 に そ れ

ぞ れ1年 の期 限付 きで北 西 会 社(North　 West　 Company)を 結 社 した 。 そ れ は1783年

に再 結 成 され,ハ ドソ ソ湾 会 社 と合 併 す る1821年 まで 五 大湖 地 域 を 中心 に毛 皮 交 易 を

行 った(Eccles　 1988:332;下 山1996:250)。1780年 代 に は 毛 皮 は カ ナ ダの 総 輸 出 量

の半 分 を 占 め,1776年 の ア メ リカ革 命 後 は オ ール バ ニ ーで は な くモ ソ ト リオ ール が 対

イ ギ リス毛 皮 輸 出 の中 心 地 とな った(木 村1999:128)。

　 毛皮 交 易 の競 合 関 係 は,ハ ドソン湾 会 社 と北 西会 社 が1821年 に合 併 す る こ とに よ っ

て終 結 した。 新 会 社 は 前 者 の 名 前 を と った。 イ ギ リス政 府 は,こ の新 生 会 社 で あ るハ

ドソ ン湾 会 社 に,ル パ ー ツ ・ラ ン ドと北 西地 域(マ ッケ ンジ ー地 域 と太 平 洋 沿 岸)で

の毛 皮 交 易 を20年 間 独 占す る こ とが で き る権 利 を付 与 した(A.Ray　 1996:300)。

　 5.2.6　 ハ ド ソ ソ 湾 か ら 太 平 洋 岸 へ の 毛 皮 交 易 の 拡 大(1821-1869年)

　 す で に述 べ た よ うに18世 紀 の 後 半 か ら19世 紀 の前 半 にか け て,ア メ リカ東 部 の ボ ス

トン,ニ ュー ヨー ク,フ ィラデ ル フ ィア の商 人 は,北 米 北 西 海 岸 で入 手 した ラ ッコの

毛 皮 を 中 国 の広 東 に 持 って い き,莫 大 な利 益 を あ げ て いた 。 こ の流 れ の 中 で,19世 紀

の初 め に は ア メ リカの 毛 皮 商 業 が 拡 大 した(下 山1997)。1808年 に はJ.J.ア ス タ ー

(Astor)が ア メ リカ毛皮 商 会(American　 Fur　 Company)を 設 立 し,主 に オ レ ゴ ン州

や 五 大 湖 周 辺 か ら毛 皮 を 入 手 した。 ま た,1809年 に は シ ュ トー一 家(the　 Chouteau)

が セ ン ト ・ル イ ス ・ミズ リー毛皮 商 会(St.　 Louis　 Missouri　 Fur　Company)を 設 立 し

た。 これ らの 動 きを反 映 して,ア メ リカ議 会 は イ ギ リス人 の 毛 皮 交 易 者 を ア メ リカ か

ら締 め 出す 法 律 を1816年 に 施行 した。 国際 的 な毛 皮 交 易 が 衰 退 す る1840年 代 まで,イ

ギ リス 領 カ ナ ダ と ア メ リカ は 毛 皮 を め ぐ っ て 対 立 関 係 に あ っ た(Waldman　 1985:

78)。

　 1820年 代 に は,ビ ーバ ー資 源 の減 少 を憂 慮 した ハ ドソソ湾 会 社 は,対 ア メ リカ策 を

とる とと もに,ビ ーバ ー資 源 の保 護 策 を実 施 した 。1820年 代 か ら1830年 代 に か け て,

ハ ドソ ン湾 会 社 は,ア メ リカ の毛 皮 交 易者 や 罠 猟 師 が 北 上 して カナ ダ側 の 毛皮 資 源 を

取 る こ とを 防 止 す るた め に,国 境 地 帯 の毛 皮 獣 を 取 り尽 くし,ア メ リカ人 が進 入 して

こな い よ うに した(A.Ray　 1996:300)。 さ ら に1820年 代 に は 次 の よ うな策 を 採 用 し

た(A.Ray　 1996:301)。
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　 第 一 に,ビ ーバ ーの数 の少 な い地 域 の交 易 所 を 閉 鎖 し,ビ ーバ ー の数 が 多 い 地 域 に

新 しい 交 易 所 を 開設 した。 第 二 に,可 能 な地 域 で は,ジ ャ コ ウネ ズ ミな ど ビーバ ー以

外 の毛 皮 獣 を 捕 る よ うに と先 住 民 の ハ ンタ ー に奨 励 した 。 第三 に,価 値 の低 い 夏 の 毛

皮 を 先 住 民 に 捕 らせ な い よ うに,罠 猟 の解 禁 期 と禁 猟 期 を も うけ た。 第 四 に,ア メ リ

カ との 国 境 沿 い の地 域 を 除 い て,鉄 製 罠 具 を 先 住 民 に 販 売す る こ とを1822年 に 禁 止 し

た 。 そ して 第 五 に,1826年 に は捕 獲 頭 数 割 り当 て 制 を 導 入 した(A.Ray　 1975)。

　 しか し,交 易所 の 交易 人 も先 住 民 も 自己 の 利 益 を最 大 に し よ う と毛 皮 獣 を と り続 け

た た め に,捕 獲頭 数 割 り当 て制 は 有 効 に 機 能 しな か った。 この た め ハ ドソ ソ湾 会 社 は

1839年 に 方 針 を 変 更 し,ビ ーバ ーの捕 獲 頭 数 割 り当 て数 を 減 少 させ,こ れ を 守 らな か っ

た 交 易 人 を 解 雇 す る こ とに した 。 こ の結 果,1840年 代 に は ビ ーバ ー の 数 が 増 加 し,

1844年 に は ハ ドソ ン湾 会 社 はそ の制 限 を 撤廃 した(A.Ray　 1996:301-302)。

　 1800年 代 に 入 り,毛 皮 獣 が 減 少 す るに 従 って,ジ ェ ー ムズ湾 ハ ドソン湾,ウ イ ニ

ペ グ湖 の 間 の 地 域 で は,先 住 民 の 間 に テ リ ト リー意 識 や 侵 入 の 意 識 が 出 現 し始 め た

(A.Ray　 1996:290,298)。 そ して 森 林 カ リブ ーや ヘ ラジ カ の減 少 と と もに,家 族 狩 猟

テ リ トリー制 度14)が 出 現 した(A.Ray　 l996:302)。 こ の制 度 の起 源 につ い て は諸 説

が あ るが,フ ェイ トに よる と,(現)ケ ベ ッ ク州 の ジ ェ ー ム ズ湾 地 域 に 住 む ク リー人

は,現 在 で も この制 度 を 利 用 し,冬 場 の ビ ーバ ーの罠 猟 を行 って お り,社 会 関係 の生

業 活 動 や 食 物 分 配 の 実 践 を 通 して 再 生 産 され て い る,と 言 う(Feit　 1991)。 こ の事 例

は 北 米亜 極 北 地 域 の先 住 民 社 会 に お い て は例 外 的 で は あ るが,毛 皮 交 易 と社 会 の再 生

産 が 両立 し得 た事 例 であ る。

　 1839年 に ハ ドソ ン湾 会 社 は,極 北地 域 を 除 く大 西 洋 側 か ら太 平 洋 側 に 至 る カ ナ ダ の

全 地 域 に 交 易 所 を展 開 した(A.Ray　 l996:300)。 ハ ドソン湾 会 社 が 実 質 的 に カ ナ ダ

に 毛 皮 交 易 を独 占 した1821年 か ら1870年 頃 に は,酒 類 の販 売 を や め,紅 茶 や小 麦 粉 を

先 住民 に売 る よ うに な った 。19世 紀 の終 わ りに は,小 麦 粉 で 作 った無 発 酵 パ ン(パ ノ

ク)が 多 くの カ ナ ダ先 住 民 の 主食 に な った。

5.3　北米の亜極北地域における毛皮交易の諸影響

　北米の亜極北地域にある先住民諸社会に毛皮交易が及ぼした諸影響を要約すれば,

次の通 りである。

　第一に,ヨ ーロッパ人の間や先住民の間に見られた毛皮資源の獲得をめ ぐる争いは,

先住民間の争いや,ビ ーバー戦争やフレソチ ・イソデ ィアン戦争など植民地戦争の要

因のひとつになった(Trigger　 1976)。
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　第二に,先 住民の中に,内 陸の先住民 と西欧人 との間で行われた毛皮交易の仲介者

となる者が出現した。それ らの先住民のグループは,他 の先住民 グループと敵対 した

り,同 盟を結びながら,毛 皮交易のネットワークを支配 しようとした。この過程で,

グループの移動や社会的な再編成が見 られた。また,北 米の亜極北東部地域には家族

狩猟テリトリー制度が出現 した。

　第三に,毛 皮交易の副産物 として,外 来のは しか,イ ンフルエンザ,狸 紅熱,天 然

痘などが先住民の間で流行 し,先 住民人 口が激減 した。

　第四に,現 在のカナダの中部および西部にあたる地域では,主 にフランス人やフラ

ソス系カナダ人 と先住民との結婚や混血化により,「ホーム ・ガー ド」と呼ぼれる,

交易所の近 くに住み,食 料を交易所に供給 し,毛皮の運搬を手伝 う先住民が出現した。

さらに 「メティス」と呼ばれ る,ヨ ーロッパ人 と先住民が混血化 した先住民 グループ

が形成された(Panneboek　 1987)。

　第五に,毛 皮交易はカナダの東部か ら西部へ と徐々に拡大したが,交 易所が設置さ

れた範囲がカナダの国土の母胎 となった。この交易の歴史的な展開を通 して,イ ギ リ

ス系移民とフラソス系移民を中心 とするカナダとい う国家が形成 されたが,先 住民の

諸 グループは政治 ・経済的にその体制の中に組み込まれてしまった。毛皮交易への参

加によって形成された北米先住民のグループはエスニック集団として認知されるよう

になった(Wolf　 1982:194)。

　第六に,北 米亜極北地域においては毛皮交易が先住民社会を大 きく変容させたが,

(現)ケ ッベク州北部のクリー人のように毛皮交易に係わ りながらも家族狩猟テリト

リー ・システムを利用 しながら社会関係を維持させてきた事例が存在する。

6　北米の中部お よび東部極北地域における交易

　 こ こで は カ ナ ダの 中 部 お よび 東 部 極 北 圏 に 住 む イ ヌイ ッ ト人 の 交 易 に つ い て 述 べ

る。 ラ ブ ラ ドー ル や ジ ェ ー ム ズ 湾 地 域,ハ ドソ ン湾 西 岸 の チ ャー チ ル(Churchill)

周 辺 に住 む イ ヌイ ッ ト人 を 除 け ば15〕,極 北 地 域 の イ ヌイ ッ ト人 が 本 格 的 に 毛 皮 交 易 に

係 わ り始 め た の は1910年 代 以 降 で あ る。

6.1毛 皮交易期以前

カ ナ ダ 極 北 地 域 の 先 史 時 代 に お け る 交 易 に つ い て は あ ま り研 究 が な さ れ て い な い

(例 え ば,Stefansson　 1914;McCartney　 1977,1991;Gramly　 1978;Jordan　 l　978;
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Jacobs　 and　 Stenton　 1985;Kaplan　 1985;Morrison　 1987,1991;Savelle　 1989;Barr

1994;0

　 紀 元 後1000年 頃 に は,ノ ース 人 と呼 ば れ る北 欧 人 が ラ ブ ラ ドール や パ フ ィ ン 島 に

や って き て い た こ とが 知 られ て い るが,こ の接 触 が イ ヌイ ッ ト社 会 に 及 ぼ した影 響 が

どの程 度 の も の であ った か は 詳細 に は 明 らか に され て いな い(McGhee　 l984)。

　 む しろ ヨー ロ ッパ か ら来 た漁 民,探 検 隊,捕 鯨 者 との 接 触 は,物 資 や食 料 の交 換,

病 気 の伝 染 を と もな った た め に,そ の社 会 的 影 響 は 甚 大 で あ った。15世 紀 に は い る と,

ポ ル トガ ルや バ ス クな ど ヨ ー ロ ッパ の漁 民 が タ ラ漁 や 捕 鯨 を 行 うた め に カ ナ ダ の北 東

部 沿 岸 地 域 に や って くる よ うに な った 。 さ らに16世 紀 以 降 は,フ ロ ビ ッ シ ャ ー(J.

Forbisher,1576年)や デ イ ヴ ィ ス(J.　 Davis,1585年),ロ ス(J.　 Ross,1818年,

1829-1832年),ペ リー(W.E.　 Parry,1819年),シ ン プ ソ ン(T.　 Simpson,1836-1839

年),ラ エ(J.Rae,1845-1846年),フ ラ ソ ク リン(J.　 Franklin,1845-1848年)ら 探

検 家 が,ヨ ー ロ ッパ とア ジ アを 結 ぶ 新 た な 航 路 を探 しに続 々 とカ ナ ダ極 北 地域 に 入 っ

て きた(Neatby　 1984)。

　 16世 紀 の半 ぼか らデ イ ヴ ィス 海 峡 で ニ ュ ー フ ァ ウ ン ドラ ソ ドか ら来 た捕 鯨 者 が ホ ッ

キ ョク クジ ラを捕 獲 し始 め た 。 ラ ブ ラ ドー ル沿 岸 に住 む イ ヌイ ッ トは ヨmッ パか ら

来 た 漁民 や 捕 鯨 者 と散 発 的 な が ら交 易 をす る よ うに な った 。そ して ラブ ラ ドール で は,

18世 紀 に複 数 の家 族 が 集 住 す る大型 家 屋 が 出現 す る。 この 現 象 は ア リュ ー トの場 合 に

酷 似 して お り,ヨ ー ロ ッパ 人 との交 易 の進 展 や 交 易 仲 介 者 の 出 現 と深 く係 わ って い る

と考 え られ て い る(手 塚1999)。

　 カナ ダの中 部 お よび 東部 極 北 地 域 に住 む イ ヌイ ッ ト人 は,1910年 以 前 には 漁 業 や 探

検,捕 鯨 の た め に や って きた欧 米 人 と時 折 接 触 す る こ とが あ り,銃 や 鉄 製 の 道 具 な ど

を 入 手 して い た が,欧 米 人 を経 由 して い ろい ろな 伝 染病(例 えば,結 核,は しか,風

邪,梅 毒)も イ ヌイ ッ ト社 会 に持 ち込 まれ た 。 この伝 染 病 の ため に,イ ヌイ ッ ト社 会

で は 多 数 の 死 者 を 出 し,20世 紀 の 中 頃 まで 人 口の減 少 が 続 いた 。イ ヌイ ッ ト社 会 で は,

伝 染 病 の 蔓 延 に よる 人 口の減 少 は,毛 皮 交 易 に深 く係 わ り始 め る以 前 か ら存在 して い

た 。 例 え ば,東 部 極 北 地 域 に住 む ラ ブ ラ ドール ・イ ヌイ ッ トの間 で は,捕 鯨 者,宣 教

師,タ ラ漁 民 と の接 触 に よ っ て伝 染 病 が 広 ま り,人 口が 減 少 した 。 推 定 に よ る と,

1773年 に1625人 であ った 人 口が,1829年 に は806人 ま で減 少 して い た 。 そ の 後,人 口

は 回 復 し,1840年 代 に は1065人 ほ どに な っ た(Damas　 1996:355)。 西 部 極 北 の マ ッ

ケ ン ジー地 域 で は,19世 紀 半 ぽ に は人 口は2000人 か ら2500人 で あ った と推 定 され て い

るが,捕 鯨 期 が 終 わ りを告 げ る20世 紀 の 初 頭 に は200人 か ら300人 に 減 少 して い た
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(Damas　 1996:363)。 これ らの 人 口減 少 は,彼 らが本 格 的 に 毛 皮 交 易 に 参 加 す る以 前

に始 ま っ て いた 。

　 す で に ア ラ ス カ地 域 の 先 住 民 間 交 易 の と ころ で言 及 した よ うに,ア ラス カ方 面 か ら

カナ ダの西 部 極 北 地 域 に シベ リア産 の鉄 が 入 って き て い る こ とが 知 られ て い る。 この

交 易 の ネ ッ トワ ー クは18世 紀 末 以 前 か ら存 在 して い た と考 え られ て い る(Damas

1996:349)0

　 ラス ム ッセ ンが カ ナ ダ 中部 極 北 の ペ リー ・ベ イ地 域 に住 む イ ヌイ ッ ト人 に 出会 った

1920年 頃 に はTヨ ー ロ ッパ人 とは ほ とん ど直 接 的 な接 触 を して い なか った に もか か わ

らず 火器 な どを持 っ て いた こ とか ら,イ ヌイ ッ ト人 の 間 に交 易 の ネ ッ トワー クが存 在

して い た こ とが 推 定 され て い る(Rasmussen　 1931)。 ハ ドソ ソ湾 西岸 の チ ャ ーチ ル に

は1717年 に ハ ドソ ン湾 会 社 が 交 易 所 を 開 設 し,チ ペ ワヤ ソ人 や イ ヌイ ッ ト人 を 相 手 に

交 易 を 行 って お り,こ こか ら入 って くる ヨ ー ロ ッパ 製 品 や物 質 が先 住 民 間 交 易 を 刺激

した ら しい(Damas　 l996:350)。

6.2　 毛皮交易期

　 ヨー ロ ッパ か らや って きた探 検 家 や 漁 民,捕 鯨 者,宣 教 師,毛 皮 商 人 との接 触 の 仕

方 や 時 期 は,カ ナ ダ ・イ ヌイ ッ トの社 会 ご とに か な りの 差 異 が あ り,イ ヌイ ッ ト人 へ

の 影 響 や 反 応 の様 相 も異 な って い た。

　 カナ ダの 東 部 お よび 中部 極 北 地 域 に住 む イ ヌイ ッ トは 今 世 紀 に 入 り捕 鯨 者 とホ ッ

キ ョ クキ ツネ の 毛 皮 を 交 易 し始 め た が,そ の取 引 量 は そ れ ほ ど多 くは な か った 。 例 え

ば,カ ナ ダ東 部 極 北 地 域 で は1900年 か ら1915年 に か け て の 期 間 に 捕 鯨 者 を 相 手 に

3,924枚 の ホ ッキ ョ クキ ツネ の 毛 皮 の 交 易 が な され て い る。 こ の総 数 は1920年 代 に お

け るひ とつ の 交 易 所 の1年 分 の取 引量 に相 当す る程 度 で あ った(Damas　 1996:376)。

　 極 北 圏 で の 欧 米 人 に よ る捕 鯨 が衰 退 す る と とも に,1910年 代 に は ハ ドソ ン湾 会 社 を

は じめ とす る交 易 会 社 や 交 易 者 が カナ ダの東 部 極 北 地 域 へ と進 出 し,ホ ッキ ョクキ ツ

ネ の毛 皮 交 易 を イ ヌイ ッ ト人 相 手 に 開始 した。 ハ ドソ ン湾 会 社 は,1925年 まで に東 部

極 北 地 域 に数 十 ヵ所 の 交 易 所 を設 置 し,毛 皮 交 易 のた め の ネ ッ トワー クを形 成 し,多

数 の イ ヌイ ッ ト人 を 毛 皮 交 易 シ ス テ ムの 中 に 取 り込 ん で い った(Usher　 1971)。1920

年 代 に は毛 皮 の価 格 が 高 騰 した こ と もあ って,極 北 地 域 に おけ る毛 皮 交 易 は 最盛 期 に

達 した。 当時,極 北 地 域 に は イ ギ リス 系 の パ フ ィ ソ交 易 商 会,フ ラ ン ス系 の 会 社 「リ

ヴ ィ ヨ ソ ・フ レー レ」,小 規 模 な個 人 経 営 交 易商 が,ホ ッキ ョ クキ ツネ の毛 皮 の獲 得

を め ぐ って ハ ドソ ソ湾 会 社 と競 合 して い た 。
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　 イ ヌイ ッ ト人 は,ホ ッキ ョクキ ツ ネ の毛 皮(1960年 代 以 降 は アザ ラ シの 毛皮 が加 わ っ

た)を 交 易 者 に 売 り,ラ イ フル,カ ヌ ー,鉄 器,食 料 な どを 購 入 した 。20世 紀 に 入 っ

て か らの極 北 地 域 に お け るハ ドソ ン湾 会 社 の イ ヌイ ッ ト人 と の毛 皮 交 易 は,17世 紀 の

亜 極 北 地 域 の 先 住 民 の 場 合 とは 異 な り,最 初 か ら交 通 の要 所 に 交 易所 を 開設 し,先 住

民 を仲 介 者 とせ ず イ ヌイ ッ ト人 と直接 交 易 をす るや り方 を 採 用 した 。

　 ハ ドソ ソ湾 会 社 は,カ ナ ダの極 北 地 域 の各 地 に あ る交 易 所 に,毎 夏,年 に1度,船

で 必 要 な物 資 や 交 易 品 を搬 送 す る と と もに,前 年 集 め た 毛 皮 を カ ナ ダ 南部 へ と持 ち

帰 った。 交 易 人 は 交 易 所 に 常 駐 し,初 冬 か ら翌 年 の初 春 に か け て イ ヌイ ッ ト人 が交 易

所 に持 ち込 ん で くる毛 皮 を 受 け取 り,ラ イ フル,木 製 小 型 ボ ー ト,漁 網,や か ん,は

さみ,ナ イ フ,針,鉄 製 ワナ 具,砂 糖,生 地,紅 茶,弾 薬,干 しぶ ど う,小 麦 粉 な ど

を イ ヌイ ッ ト人 に 売 った 。 この 際,交 換 の尺 度 と して は,ビ ーバ ーの 毛 皮 で は な く,

・・ドソ ン湾 会 社 私 製 コイ ンが使 用 され た(Graburn　 1969:125-126)。

　 ハ ドソ ソ湾 会 社 が 亜 極 北地 域 で 先 住 民 と毛 皮 交 易を 行 う時 に採 用 した「前 貸 し制 度 」

が極 北 地 域 に お い て も実 施 され た。 ハ ドソ ソ湾 会 社 の交 易 人 は,秋 に ホ ッキ ョクキ ツ

ネ の 罠猟 のた め に キ ャ ン プ地 へ 出発 した い イ ヌイ ッ ト人 が 食 料 や 必要 な物 資 を持 って

い な い場 合 に は,前 年 の 毛 皮 獲得 実績 に基 づ い て ハ ンタ ーを 評 価 し,翌 年 の春 ま で に

ハ ン ターが 交 易 所 に 持 って くる こ とが で きる だ ろ うと予 想 され る毛 皮 の数 に相 当す る

金額 を上 限 と して 食 料 や 物 資 の 前 貸 しを行 った。 こ の よ うな前 貸 し制度 が実 施 され た

た め に,イ ヌイ ッ ト人 は 特 定 の交 易所 で交 易 をす る よ うに な った 。

　 イ ヌイ ッ ト人 は,こ の ハ ドソ ン湾 会 社 の特 定 の交 易 所 との 交 易 を通 して,家 族 や 親

族,キ ャ ソプ集 団 とは 異 な る次 元 の ア イ デ ンテ ィテ ィを 形 成 した 。例 え ば,ハ ドソ ン

湾東 北 岸 の沖 合 に あ る ケ ー プ ・ス ミス 島 の交 易 所 で交 易 を して い た イ ヌイ ッ ト人 は,

自他 と もに ケ ー プ ・ス ミス ・イ ヌイ ッ ト人 と名 乗 る よ うに な った(岸 上1990)。

　 イ ヌイ ッ ト人 が 冬 期 の ホ ッキ ョクキ ツネ罠 猟 を 中心 的 な 生 業活 動 にす るに従 って,

交 易所 へ の経 済 的 依 存 が 進 み,外 部 の市 場 経 済 へ の接 合 が 加 速 され た。 さ らに,罠 猟

や ライ フ ル猟,網 漁 は 個 人 的 な食 料 獲 得 活 動 で あ るた め,拡 大家 族 間 の協 力 の必 要 性

を低 下 させ,各 世 帯 集 団 の経 済 的 自立 化 を進 めた ので あ った 。 しか し,こ こで強 調 し

て お きた い点 は,イ ヌイ ッ トの生 業 活 動 や 親 族 関 係 は 基 本 的 に1980年 代 ま では 再 生 産

され て い た こ とで あ る(Wenzel　 1991;岸 上1996a;1996b;1998)。 イ ヌ イ ッ ト人 が

1910年 代 か ら係 わ った ホ ッキ ョクキ ツネ の罠 猟 は,イ ヌイ ッ ト人 の移 動 ル ー トな どを

変 更 させ た一 方 で,狩 猟 地 や 時期 に お い て ア ザ ラ シ猟 や ホ ッキ ョクイ ワナ漁 と矛 盾 す

る活 動 では なか った 。 む しろ,夏 場 の食 料 獲 得 の成 果 と冬 用 食料 の貯 蔵 が ホ ッキ ョ ク
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キ ツ ネの 罠 猟 に専 念 で き るか ど うか を 決 定 す る要 因 で あ った(岸 上1990)。1960年 代

か ら アザ ラ シ皮 が 毛皮 交 易 の品 目に加 わ り,1983年 頃 ま で は中 心 的 な 交 易 品 とな った 。

イ ヌイ ッ ト人 は ア ザ ラシ を捕 獲 し,そ の 肉を 食 料 と して 分 配,消 費 し,そ の毛 皮 は 毛

皮 商 人 か 生 協 に売 り,現 金 を得 た 。 そ の現 金 で,狩 猟 ・漁 労 や罠 猟 に必 要 な道 具 や部

品,携 帯 用 の食 料 品,雑 貨 品 を購 入 し,生 業 活 動 を 続 け る こ とが で きた。彼 らの 狩 猟 ・

漁 労 活動 や 獲物 の分 配,消 費 は,主 に拡 大 家 族 関 係 に 則 って組 織 され,実 践 され て き

た た め に,そ れ らの活 動 を通 して拡 大 家 族 関 係 が 維 持 され,再 生 産 され て きた の で あ

る。 この た め,イ ヌイ ッ ト人 の社 会 関 係 は 毛 皮 交 易 を 行 うこ とに よっ て大 変 化 を 被 っ

た と言 うよ りは,再 生 産 され て きた と言 うこ とが で き る。

　 イ ヌイ ッ ト人 の 毛 皮 交 易 を歴 史 的 に概 観 した 場 合,2つ の 時 期 が 経 済 的 に 重 要 で

あ った。大 恐 慌 や 第 二 次 世 界 大戦 に よる 高級 毛 皮 の価 格 の低 迷 な どが 見 られ た もの の,

1920年 代 か ら1960年 代 ま では,イ ヌイ ッ ト人 の 主 な 交 易 品 は ホ ッキ ョ クキ ツネ の 毛皮

で あ った。 第 二 次 世 界 大 戦 後,毛 皮 交 易 は 停 滞 して い た もの の,1961年 に ノル ウ ェ ー

で ア ザ ラ シの毛 皮 の靱 し技 術 が 開 発 され た の が 契機 とな って,イ ヌイ ッ ト人 に と って

アザ ラ シの毛 皮 が新 た な交 易 品 とな った 。 そ の 毛 皮 は ヨ ー ロ ッパ共 同体 が 輸 入 を禁 止

し,毛 皮 市 場 が 崩 壊 す る1983年 ま で,イ ヌイ ッ ト人 の現 金 収 入 源 の ひ とつ で あ っ た

(Wenzel　 1996:133-135)。1983年 以 降 は イ ヌイ ッ ト人 の毛 皮 交 易 は 実質 的 に行 われ な

くな り,イ ヌ イ ッ ト人 は 重 要 な 現 金 収 入 源 を ひ とつ 失 う こ と に な っ た(Wenzel

1991)0

6.3北 米の中部お よび東部極北地域における毛皮交易の諸影響

　 ハ ドソ ソ湾 西 岸 の チ ャ ー チ ル に は1717年 に,同 湾 東 岸 の グ レー ト ・ホ エ ール ・ リ

ヴ ァー に は1837年 に,ハ ドソン湾 会 社 の 交 易 所 が設 置 され,イ ヌイ ッ トを 相 手 に毛 皮

交 易 が 行 われ て い たが,こ れ らの 交 易 は 例 外 的 な 存在 で あ った 。 ア ラ ス カ と カナ ダの

国境 に あ た る マ ッケ ンジ ー ・デル タ地 域 や そ の 周 辺部 で は,捕 鯨 者 の流 入 に よ り先 住

民 の 人 口が減 少 して いた が,ミ ン ク,ビ ーバ ー,ジ ャ コ ウネ ズ ミな どが 豊 富 に 生 息 し

て い る こ と もあ っ て,毛 皮 交 易 期 に な る と ア ラス カか ら白人 や アサ バ ス カ ン語 族系 先

住 民 の 人 々が 移 入 して きた(Damas　 l996:369)。 北 米 の 中部 お よび 東 部 極 北 地 域 に

住 む イ ヌイ ッ ト人 は,他 の先 住 民 と比 べ,毛 皮 交 易 に 係 わ り始 め る時 期 が1910年 代 以

降 と遅 か った。 毛 皮 交 易 は,亜 極 北 地 域 の 先 住 民 の場 合 とは異 な る影 響 を イ ヌイ ッ ト

社会 に及 ぼ した。

　 第一 に,1910年 代 に,東 部 極 北 の ヌ ナ ヴ ィ ク地 域 な どで は,近 くに 海獣 狩 猟場 が あ
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る良い罠猟場を求めて親族集団の移動が見られた(岸 上1990)。

　第二に,キ ャンプ形態に変化が見られた。イヌイット人は,冬 季にホ ッキ ョクキツ

ネの罠猟を行 うために分散 した小型のキャンプ集団を形成 し始め,ア ザラシの呼吸穴

猟を行 うための大型のキャンプ集団を形成することが少なくなった。この小型のキャ

ンプ集団は,移 動や狩猟に利用するピーターヘッド・ボー ト(木 製大型ボー ト)を 集

団で購入することがあった。

　第三に,特 定の交易所 と交易を行 うようになったイヌイ ット人は,そ の交易所 との

関係からそれまでには見られなかった次元のアイデンティテ ィを形成 した。

　第四に,毛 皮交易が進展す るに従い,イ ヌイット人による交易所への経済的な依存

が進み,外 部の市場経済への接合が加速された。外部社会の経済状況が,イ ヌイット

人の経済生活に大きな影響を及ぼす ようになった。しかし,イ ヌイット人の場合,ホ ッ

キ ョクキツネの罠猟やアザラシ猟に経済活動を特化せず,食 料の獲得を 自らの手で

行ってきた。

　第五に,毛 皮交易を通 して得た ライフルや(1960年 代以降は)ス ノーモービルなど

を利用することによって,拡 大家族間の協力の必要性が低下 し,各 世帯集団の経済的

な自立化が進んできた。 しか しその一方で,狩 猟 ・漁労活動や食物分配の実践を通 し

てイヌイ ットの狩猟 ・漁労活動の重要性や親族関係は,変 化を被 りながらも再生産さ

れていた(Wenzel　 1991;岸 上1998)。

7　北米北方地域における毛皮交易 と先住民の社会変化

　本稿では,北 米の北方地域を4つ の下位地域に分け,ヨ ーロッパ人との接触前後の

先住民間交易,16世 紀から19世紀にかけての時期を中心 とした毛皮交易を概観 してき

た。毛皮交易の先住民社会に及ぼした影響については地域差が見られる一方で,共 通

点 も見 られる。

　 15世紀半ば以降の ヨーロッパ社会の繁栄は,ヨ ーロッパ人にクロテンやテンの毛皮

など贅沢品の需要を生み出 した。この需要を満たすべ く,航 海技術や陸上交通の発展

に影響 されながらヨーロッパ人は毛皮資源が豊富であった地域へ進出した。すなわち,

ロシア人は クロテンの毛皮を求めてヨーロッパから東進 し,シ ベ リアを横断した。さ

らにラッコやアザラシの毛皮資源を求めて新大陸の北西海岸へ到達 した。一方,フ ラ

ンス人やイギリス人は大西洋を横断し,1500年 代よりビーバーの毛皮を求めて新大陸

の東岸から西進 し北西海岸へ と到達 した(地 図1お よび年表1参 照)。 シベ リアの ク
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ロテンや北米のビーバーの毛皮は,主 にヨーロッパに送 られた。そ して1780年 代から

1840年 代にかけては,北 米の北西海岸地域において,西 から来た ロシア人,東 から来

たアメリカ人とイギ リス人が ラッコの毛皮の獲得をめぐって競合 した。これら北米産

のラッコ皮は中国(清 朝)の 市場へ輸出された。

　広域をつつみ込む毛皮交易のシステムがヨーロッパ市場 と中国市場を中心に形成 さ

れていく過程で,シ ベ リアや新大陸に住む先住民は毛皮交易を通 して資本主義の経済

システムに巻 き込まれ,大 規模な社会変化を余儀なくされていったのである。地球規

模で展開された毛皮交易は ロシアやイギ リスなどヨーロッパの諸国に巨大な富をもた

らした一方で,当 初は毛皮交易によって栄えた先住民諸社会の大多数が長期的には大

変化することとなった。特に,毛 皮交易の終焉は多くの北米北方民に経済的苦難を残

した。

　ウルフは,北 米先住民が ヨmッ パ人による毛皮交易に係わることによって体験 し

た社会変化について,次 のように一般化 している。北米先住民は,毛 皮交易が進展し

てい くとともに,罠 猟 と狩猟 ・漁労の道具(生 産手段)や 食料を交易所に依存するよ

うにな り,多 くのハンターは毛皮の罠猟やそれを補助する仕事に特化した。この結果,

彼らは生業活動に携わ らなくな り,毛 皮交易のシステムの中で特殊な役割を担 う労働

者になった,と 言 う(Wolf　 l982:194)。 すなわち,北 米先住民は生産手段を コン ト

ロールできる主体からそれを奪われた労働者にな り,そ の変化の過程で社会も質的な

変化(社 会の崩壊)を 余儀なくされたのである。

　ここでは,毛 皮交易に起因すると考>xら れている社会変化のタイプおよび毛皮交易

と階層化との関係について若干の検討を加える。

7.1毛 皮交易 と社会変化

　北米北方地域の先住民の社会変化(の 結果)を 毛皮交易との関連で見ると,4つ の

タイプに大別できる。

　第一のタイプは,「消滅」 という社会変化である。 ヨmッ パ人 との毛皮交易に係

わった結果,争 いや伝染病のために消滅 した先住民のグループが存在 している。この

例としては,北 米東北部ニューファウンドランドに住んでいたベ トク人(Boethuk)

があげられる。

　消滅せず生き残 ったグループは,交 易の様態によって3タ イプの変化のいずれかを

体験 した。北米北方地域で見 られた ヨーロッパ人の毛皮交易は,支 配型交易と自由競

争型交易の2つ に大別できる16)。前者は主に ロシア人によって,後 者は主にそれ以外
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の ヨ ー ロ ッパ 人 に よ って行 わ れ た 。 ア リ ュー ト人 や コデ ィア ク人 に対 して ロシ ア人 が

行 った 強 制 的 ・搾 取 的 な支 配 型 交 易 は,強 制 移 住 と過 酷 な 労働,疫 病 や ア ル コール の

蔓 延 に よ って 人 口を急 激 に減 少 させ,先 住 民 社 会 を 崩 壊 へ と導 くよ うな変 化 を 生 み 出

した 。 これ が社 会変 化 の第 二 の タ イ プ 「崩 壊 」 で あ る。

　 自 由競 争 型 の 毛皮 交 易 が実 施 され た 地 域 で は,交 易 が 開 始 され た 直後 は,先 住 民 と

ヨ ー ロ ッパ 人 の 毛皮 交 易 者 や 先 住 民 の毛 皮 交 易 仲 介 者 の 関 係 は相 互 に 利 益 を生 み 出

し,互 恵 的 で あ った。 ロ シア人 や ア メ リカ人 と交 易 した トリンギ ッ ト人や,イ ギ リス

人 や フ ラ ンス 人 と交 易 した イ ロ ク ォイ5民 族 同盟 の 人 々の よ うに,先 住 民 が相 互 に競

合 関 係 に あ る ヨ ー ロ ッパ人 の交 易 相 手 を2グ ル ー プ有 して い た 場 合 に は,対 立 関 係 を

巧 み に 利 用 して 先 住 民側 は か な りの利 益 を あ げ て い た 。しか し,時 間 が た つ と と もに,

毛 皮 獣 を 専 門 に 狩 猟 す る者 や交 易仲 介 者 に な る者 な ど,毛 皮 交 易 活動 に特 化 し,外 部

の交 易 者 に 食 料 の 大半 を依 存 す る先 住 民 グル ー プ と,そ うで な い グル ー プ との間 に社

会 変 化 の相 違 が 見 られ始 め た。

　 毛 皮 交 易 に 経 済 活動 を特 化 した先 住 民 グル ー プ の場 合 に は,毛 皮 交 易 の進 展 に よっ

て,先 住 民 社 会 の グル ー プ内 に交 易 の仲 介 者 や 仲 介 者 グル ー プが 出 現 し,毛 皮 交 易 に

有 利 な場 所 を 求 め て 移動 す る グル ー プ,他 の グル ー プ の進 出 に よ って 故地 を離 れ ざ る

を 得 な か った グル ー プが 出 現 し,グ ル ー プ の移 動 や 混 交 に よ って 社 会 の再 編 成 が 起

こ った(A.Ray　 1974;Ray　 and　 Freeman　 1978)。 す なわ ち,毛 皮 交 易 が 進 展 して い

くに従 い,各 グル ー プの 役 割 が変 化 す る こ とに よって,社 会 が 大 き く変 化 し,再 編 を

余 儀 な くされ て きた の で あ る。 これ が第 三 の社 会 変 化 の タイ プ 「大 変 化 」 で あ る。 こ

の例 と しては,ラ ブ ラ ドール の イ ヌイ ッ ト人,ヒ ュ ー ロ ソ人,ア ベ ナ キ人,西 部 ク リー

人 らが あげ られ る。

　 一 方,毛 皮 交 易 の み に 経 済 活動 を特 化 す る こ とが なか った 先 住 民 の グル ー プの場 合

に は,食 料 獲 得 のた め の 狩 猟 ・漁 労活 動 が維 持 され,そ の方 法 や 食 物 分 配 も堅持 され

た こ とか ら,社 会 は 変 化 を 被 りつ つ も再 生 産 を続 け る こ とが で きた 。 これ が 第 四 の社

会 変 化 の タ イ プ 「再 生 産 的 変 化 」 で あ る。 この事 例 と しては,現 在 の カナ ダ ・ヌナ ヴ

ト/ヌ ナ ヴ ィ ク地 域 に住 む イ ヌイ ッ ト人(Wenzel　 1991;岸 上1996a,1996b,1998)

や(現)ケ ベ ッ ク州 北 部 の ク リ ー 人(Feit　 1991),ア ラ ス カ の ユ ッ ピ ッ ク人

(Fienup-Riordan　 1983;Langdon　 1991)ら が あ げ られ る。 イ ヌ イ ッ ト人 や ク リー人

らの事 例 は,毛 皮 交 易 に 係 わ りな が ら も生 産 手 段 を コ ン トmル し得 た 事 例 で あ り,

他 の亜 極 北 地 域 や 平 原 地 域,北 西 海 岸地 域 の先 住 民 の場 合 とは 異 な る。

　 北 米北 方 地 域 の先 住 民 社 会 に お い て 毛皮 交 易 が一 因 で引 き起 こされ た 社 会 変 化 を,
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　　　　　　　　　　 表2　 先住民社会の変化の タイ プと毛皮 交易 のタイプ

変化の タイ プ (1)消 　滅 (2)崩 　壊 (3)大 変化 (4)再 生産

交易の タイ プと

経済特化の有無

軍事的 な征服

(や伝染病)

に よる

支配型交易 自由型交易
交易に経済特化

自由型交易
交易に特化せず

事例 ベ トク人 ア リュ ー ト人

コデ ィア ク人

オ ジ ブ ワ人,

ヒ ュ ーRン 人,

アベ ナ キ 人,

西 部 ク リー人

ヌナ ヴ トと ヌナ ヴ

ィクの イ ヌイ ッ ト

人,北 ケベ ックの

ク リー人

ウル フ の仮 説

{1981)

部分的に仮説
を支持

仮説を支持 仮説を支持せず

結果 として見れば(1)消 滅,(2)崩 壊,(3)大 変化,(4)再 生産的変化の4つ

のパターソに大別できる(cf.　Spicer　l961)。個 々の先住民社会の変化は(1)と(4)

を両極端 とするひとつの連続体のどこかに位置することになるが,こ こでは社会変化

の4つ のタイプを提示する(表2参 照)。ヨーロッパ人との毛皮交易の様態,地 理的 ・

生態的な条件,交 易に係わった期間や歴史的な経緯など,複 数の要因が先住民の毛皮

交易に作用 し,そ の結果として複数の変化のパターンが存在 してお り,北 米における

毛皮交易が先住民社会に与えた影響は一様ではない。 ウルフの仮説は主に第二のタイ

プと第三のタイプの社会変化を説明するものであると言>xる 。筆者は,ウ ルフの一般

仮説を大枠では認めるものの,イ ヌイ ット人やケベック・クリー人のような例外 とな

る事例が北米先住民社会には存在 していることを強調 しておきたい。本稿では,毛 皮

交易が北米北方地域に住む先住民社会にもたらした社会変化は一様ではなく,大 別す

れぽ4つ のタイプに分類することができることを指摘するにとどめ,こ の試論の妥当

性,変 化の状況や過程についての詳 しい分析は別稿に譲 りたい。

7.2　 毛皮交易 と先住民社会 の階層化

　北米北方地域においては,毛 皮交易と先住民社会の階層化 との間に見られる因果関

係は単純なものではなか った。

　ベーリング海峡地域に住むチュクチ人やイ ヌピアック人の場合では,ヨ ーロッパ人

との毛皮交易が先住民社会に階層化を生み出 した。すでに指摘 したように,交 易の仲

介者 として巨万の富を1代 で築いた先住民が出現 した(Bockstoce　 1995:197-199)。

　北西海岸地域においては,毛 皮交易が新たに階層を生み出したと言 うよ りも,既 存

の階層制を顕在化させた。渡辺仁 らの研究によって,北 太平洋沿岸に沿って分布する
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先住民社会では,欧 米人や和人,中 国人と接触する以前から階層化が見られたことが

知 られ て い る(Townsend　 l980;渡 辺1990:第2章;テ ス ター ル1995:..;

Schweitzer　1998な ど)。それらの社会は主に海獣狩猟や漁労を生業とする人hで 構成

されていたが,先 住民間で交易を行 う,定 住性が高い,階 層化が見られる,と いった

特徴を有 していた。

　毛皮交易に従事する以前からそれらの社会に階層化や定住生活が見られたのは,サ

ケや クジラが豊富に生息するとい う生態学的な条件が存在 し,そ の資源を捕獲するた

めの技術を人々が持っていたことが大きな要因であった。これらの条件下で,渡 辺は

家族間の生業分化によって可能になった余剰生産を基盤に置 く蓄財が,テ スタールは

貯蔵技術の存在が,こ れらの社会における定住化や階層化を可能に したと考>xて いる

(テスタール1990;渡 辺1990b)。 ここで再度,強 調 しておきたいことは,そ れ らの

社会では ヨーロッパ人や中国人と交易を開始する以前から,先 住民間交易や社会階層

が存在 していたことである。

　例>xぽ,ク ワクワカワク(ク ワキウトル)人 などの間には,貴 族/平 民/奴 隷か ら

なる階層が,ヨ ーロッパ人 と毛皮交易を開始する以前から存在 していた(Donald

1997)。 毛皮交易によって新たに入ってくる財や物資によってポ トラッチは盛大にな

り,ト ーテム ・ポールは巨大化した。 これらの活動によって貴族の地位はさらに強化

され,階 層差が顕在化 したのである。

　一方,毛 皮交易が先住民社会において階層化をほとんど生み出さなかった事例が存

在 している。1910年 代以降に本格的に毛皮交易に参画 したカナダ ・イヌイ ット人の多

くは,定 住生活を開始する1960年 代までは,毛 皮交易によって獲得 した富や大型木製

ボー トをキャンプ集団全体(大 型拡大家族集団)の 生業を維持,促 進 させるために利

用 し,捕 獲 した海獣の肉をキャンプ集団内で必要に応 じて分配 したために,生 業の分

化や経済的な特化,階 層化は起こらなかった。毛皮交易はイヌイットに利益をもたら

したが,資 源の分配や相互扶助の制度が発達 していたために,彼 らの間に階層を生み

出す ことはなかった。イヌイ ット人の事例で強調 しておきたい点は,イ ヌイッ ト人は

一般的に毛皮交易に進んで参加し,交 易を通 して入手 した物品や道具などを狩猟 ・漁

労活動を効率的に行 うために利用してきたことである。毛皮交易と彼らの生業活動は

矛盾 しあうものではなか った17)0ま た,家 族狩猟テ リトリー ・システムを維持 してき

たジェームズ湾地域のクリー人は,そ のシステムのもとで生業活動を維持 し,毛 皮交

易に深 く係わ ったにもかかわらず,彼 らの間には経済的な階層化は見られなかった

(Feit　1991)o
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　 これ らの事例から分かることは,毛 皮交易への係わ り方や先住民社会のシステムの

違いによって階層化が見られた り見られなかった りしてお り,北 米北方地域における

毛皮交易は社会の階層化と直結するものではないということである。そのう>z..で,筆

者は,北 米北方先住民社会における階層化の出現 と交易活動における経済特化の程度

の間には因果関係があるとい う仮説を提起 しておきたい。

8結 び

　本稿では,北 米北方地域における交易活動について,毛 皮交易を中心にその全体像

を素描 した。そ して毛皮交易に係わる先住民社会の変化と階層化に関して若千の検討

を加え,仮 説の提起を試みた。最後に研究の成果を要約 し,結 びとしたい。

　第一に,ア ラスカ地域や北米北西海岸地域では,沿 岸に沿って南北間で,内 陸部 と

沿岸部 との間で,さ らにベーリング海峡を挟んで新旧大陸間で,先 住民による交易が

行われていた。毛皮交易期以前から交易の仲介者 として活躍 したグループが存在 して

お り,先住民間交易のネ ットワークが存在 していた。そのような交易活動や交易のネッ

トワークは,北 米北方地域の他の地域にも存在 していた。

　第二に,こ の先住民間の交易のネ ットワークは,毛 皮交易が開始されると強化,拡

大された。国境の成立などを契機として国家の支配が強化され,か つ貨幣経済が浸透

するまでは,市 場の論理に基づ く毛皮交易と物 々交換による先住民間交易は並行 して

存続していた。

　第三に,北 米の北方地域においては,毛 皮交易が始まると,カ ナダの極北地域を除

く地域では,欧 米人 と奥地の先住民との間で交易の仲介者となる先住民が続々と出現

した。しかし,毛 皮獣(特 に ピー・ミー)の 数が捕獲によって減少してくると,毛 皮交

易は資源の新たな供給地を求めて東海岸から西進 していった。この変化を遂げる毛皮

交易の中で地の利を得るために,先 住民グループの移動,グ ループ間の争い,グ ルー

プの再編成や政治 ・経済関係の変化などが引き起 こされた。

　第四に,毛 皮交易の初期には,こ の交易はヨーロッパ人と先住民の両方に利益をも

たらした。その結果,ア ラスカの南西地域や北米北西海岸地域に住む先住民の諸文化

が活性化 し,工 芸品や儀礼が発達 した。

　第五に,毛 皮交易の開始の副産物として,多 くの地域にはしかや天然痘などの伝染

病が伝わ り,人 口減少を もたらし,先 住民社会の再編を迫るなど,大 きな影響を及ぼ

した。
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　第六に,毛 皮交易は先住民を資本主義経済 システムに本格的に接合させ,長 期的に

は外部経済に依存 させ ることにな ったが(Wolf　 1982;Wenzel　 1991;小 谷1992:

127;下 山1995,1996,1997;Crowell　 1997;池 谷1999)18),北 米北方地域においては

毛皮交易が先住民社会に及ぼした影響やそれらに対する先住民の反応は一様なもので

はなかった。北米北方地域の毛皮交易の進展は,ヨ ーロッパ市場 と中国市場における

毛皮の需要に起因していた。それ らの需要に対 し,北 米北方地域の先住民は毛皮を提

供する役 目を担っていた。経済活動を毛皮交易に特化し,食 料の大半を外部に依存 し

た先住民のグループは,交 易が衰退するとともに社会的な大変化を被った。 しか し,

カナダ ・イヌイ ット人やケベック北部の クリー人のように,1980年 代に至るまで毛皮

交易 と社会の再生産が両立 した事例が存在する。彼 らは毛皮交易に係わ りながらも,

それのみに経済活動を特化せず,食 料獲得のための狩猟 ・漁労活動を続けてきた。そ

の結果,変 化は被 りつつ も社会関係の再生産を可能 としたのであった。

　第七に,多 くの先住民社会においては階層化や階層差の顕在化は毛皮交易 と関係 し

ていたが,カ ナダのイヌイット社会のように分配制度によって経済的な階層差があま

り顕在化しなかった事例が見られた。北米北方地域の先住民社会において階層化が見

られたかどうかは,所 与のグループが毛皮交易など交易活動に関連 して経済的に特化

したかどうかに因果的に関係 しているという仮説を提起 した。
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注

1)　 16世 紀 か ら18世 紀 に か け て,ロ シア は ヨー ロ ッパ に対 す る最 大 の毛 皮 の供 給 者 で あ った 。

　 そ して ピ ョー トル 大帝 に よ る東進 の 目的 の ひ とつ は,ロ シア に よる毛 皮 の 開発 とそ の独 占 を

　 行 い,巨 額 の富 を蓄 積 す る こ とで あ った と言 わ れ て い る。

2)　 ビ ーバ ーは 濃 い体 毛 で 覆 わ れ て い る。 そ の体 毛 は堅 くて 長 い 剛毛 と,そ の 中 に混 じっ て い

　 る柔 らか くて 短 い 綿毛 の2種 類 か らな る。 ビー バ ー の綿 毛 と フ ェル ト生地 を混 一L合わ せ る こ

　 とで 独 特 の 光 沢 を持 つ フ ェル トが製 造 され た。 そ の フ ェル トで製 造 され た 帽子 が フ ェル ト帽

　 で あ る。 ビーバ ー ・フ ェル トを 製 造 す るた め に は,綿 毛 の み を取 り出す 技 術 が 必 要 で あ った。

3)R.Davisの 研究("English　 foreign　trade　1704-1774"(in　 W.　E.　Minchinton,　 ed.,　The　gro　wth

　 of　English　 overseas　 trade　in　the　seventeenth　 and　eighteenth　 cen　turies,　Mathuen&Ca.　 Ltd.,

　 1969))を 参 照 した下 山 は,ビ ーバ ー毛 皮 帽 は ス ペ イ ソ,ポ ル トガ ル へ と輸 出 され,フ ェル

　 ト帽 は 東 イ ソ ドや ア フ リカ に輸 出 され た こ とを 指摘 して い る(下 山1990:77)。

4)ス ミソ ニ ア ン協 会 ア ラス カ事務 所 の考 古 学 者 ク ロ ー ウ ェル博 士 の話 に よる と,イ ピ ウタ ク

　 文 化(lpiutak　 Culture)や オ ール ド ・ベ ー リン グ海 文 化(01d　 Bering　 Sea　Culture)(約2000

　 年 前)の 鉄 は,中 国 や 日本 か ら入 って きて い る可 能性 が あ る と言 う。 ま た,約1000年 前 に骨

　 製 よろ い が シベ リア か らア ラス カに 入 って きて い る が,そ れ は 日本製 の よろ い に酷 似 して い

　 る と言 う。

5)　 モ リソ ソに よ る と,ス テ フ ァ ン ソ ンが報 告 した コパ ー ・イ ヌイ ッ ト人 に よる石 ラ ソプ の交

　 易 は 他 の 先 住 民 を 介 した ロ シ ア 人 と の ベ ー リン グ海 峡 交 易 の 脈 絡 で 理 解 す べ きだ と言 う

　 (Morrison　 l　991:242)。 コ パ ー ・イ ヌイ ッ ト人 は こ の交 易 ネ ッ トワー クに よ って ロシ ア の鉄

　 を 間 接 的 に 入手 して いた 。

6)　 ア ラ ス カの 南部 か ら北 米 北 西 海 岸地 域 の北 部 に 住 む ト リソギ ッ ト人 は,南 か ら来 る ア メ リ

　 カ人 と交 易 し,富 を蓄 積 す る と と もに 火器 を 入 手 した 。 また,対 火器 用 の鎧 な どを持 って い

　 た 。 トリ ンギ ッ ト人 は,1802年,1809年,1813年,1855年 に シ トカ(Sitka,ロ シ ア名New

　 Archangel)を 襲 撃 した。1802年 に は,600人 あ ま りの ト リソギ ッ ト人 が シ トカ の砦 を壊 し,

　 20人 の ロ シ ア人,130人 の ア リュ ー ト人 を 殺 害 し,3000枚 の 毛 皮 を 奪 取 した(Fisher　 1996:

　 141)0

7)1867年 に ア ラス カ が ア メ リカ 領 に な った 時 に シ トカの 交 易所 の 倉庫 に あ った交 易 品 の リス

　 トに つ い て は,Oswalt(1980:152-154)を 参 照 され た い 。 ア ラス カ内 陸部 に は18世 紀 に ロ シ

　 ア ・ビ ー ズが 入 って きて い る。19世 紀 半 ぽ に は社 会 的 に 成 功 した グイ ッチ ソ人 男性 が ビー ズ

　 で 装 飾 され た 幅広 ベ ル トを肩 や 首 に か け て い た と言 う(Duncan　 1997:21;井 上1999:35)。

8)　 クロ ー ウ ェル(Crowell　 1997)は,19世 紀 中葉 以 前 の遺 跡 か ら ビー ズ は 多数 出土 して い る

　 が,鉄,銅,陶 器,ガ ラス 瓶 は きわ め て 少 な い こ とを 指摘 して い る。 ビチ コ フは,イ ル クー

　 ツ ク近 くのバ イ カル 湖 の タ ル チ ンス ク ・ガ ラス工 場(TaPtsinsk　 Glass　Factory)で ピー ズ が

　 生 産 され て い た こ とを報 告 して い る(Bychkov　 1997)。

　 　 南 ア ラ ス カに 分 布 して い る ビ ーズ は,中 国 な い しは 広 東 ビ ー ズ,紅 色 玉 ず い ビー ズ(Cor-

　 naline　d'Allepo),ロ シ ア ・ビ ー ズで あ る。 中 国 ・広 東 ビー ズ は北 西 海 岸 先 住 民 の 交 易 に よ っ

　 て 持 ち込 まれ た ら しい 。 紅 色 玉 ず い ビー ズ は,15世 紀 か ら19世 紀 半 ば まで に ベ ニス で 生産 さ

　 れ た も ので あ る。 さ らに い わ ゆ る 「ロ シア ・ピ ー ズ」 は1820年 以 降 に チ ェ コの ボ ヘ ミア で 生

　 産 され,ハ ドソソ湾 会 社 との 交 易 に よっ て入 っ て きた ら しい(Crowell　 1997:170-171)。 ビ ー

　 ズに つ いて はFrancis(1994)やWoodward(1989:4-15)を 読 まれ た い 。

　 　 ビー ズで 彩 られ た 装 飾 品 や ネ ック レス は,先 住 民 に と って は 富 や地 位 の 象徴 で あ った。 例

　 えば,ア ラ ス カ内 陸 部 の アサ バ ス カ ン語 族 系 先 住 民 の 社 会 に お い て は,ピ ー ズ を含 め た交 易

　 品 を 身 に つ け る こ とは 社 会 的 な 地 位 の高 さや 経 済 的 な 裕 福 さを 示 す 社 会 的 な 装 置 で あ っ た

　 (Simeone　 1995:56;Duncan　 l　997;井 上1999:39-40)。

9)バ ラ ノ ブ(Alexander　 Baranov)は1791年 に コデ ィ ア ク 島 に基 地 を 設 け,1799年 に は シ ト

　 カに 砦 と交 易 所 を 開設 した。 さ ら に,北 米 北 西 海 岸 に お け る ロシ ア人 の定 住 地 の設 立 に 努 め,
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　 1810-1811年 にはサ ンフランシス コの近 くに ロス定住地を開設 した。 彼はバル ト海か らの世

　 界周航船 に頼 るとともに,ハ ワイとの通商を計画 し,ア メ リカやイギ リスの資本 と提携す る

　 こ とに よって,ロ シア植 民地 への必 要物 資 の補給 問題 を解 決 しよ うとした(木 崎1991:

　 151)。1839年 に露米商会はハ ドソン湾会社 と協定を結 び,対 立関係が緩和 された。これ によっ

　 て同社は アラスカにあ る露米商会の交易所に物資を供給 し始 めた。 この契約 は,一 方 では ア

　 メ リカ人の交易者の収入源 を奪 い取 る結果を まねいた。

10)　 ポ トラ ッチについては立川(1999a,1999b),益 子(1982,1992)を 参照 され たい。 また,

　　トーテム ・ポ ールについては大貫(1977)を 参照 され たい。

11)北 西海岸か らは大量の中国銭や少ないなが らも日本銭(「 寛永通宝」)が 見つか ってい る。

　 これ らの古銭の大半 は,中 国の清朝初期か ら中期(1644-1796年)に かけ て鋳造 された銭(「順

　 治通宝」,「康煕通宝」,「擁正通宝」,「乾隆通宝」な ど)で,北 米先住民 によって装飾用に20

　 世紀 の初め まで利用 された。北西海岸ヘアジ アの貨幣が伝播 して きた経路 と して,3つ 考え

　 られ る。第一は,18世 紀後半の広東交易,後 には中国人移民 に よる流入 であ る。第二は,日

　 本や アジアの難破船 が ア リューシャソ列 島か らオ レゴン州 にか けての地域に漂着 した ことに

　 よる流入であ る。そ して第三は,ス ペイ ン人に よるフ ィ リピン経 由での流入であ る。1564年

　 以降,フ ィ リピンを占領 したスペイ ン人は,明 朝 お よびそれ以前 の中国銭を中国か らメキ シ

　 コの アカプル コへ持ち込み,そ れが先住民の手を介 して広が ってい った(Keddie　 1990:4-8,

　 18)0

12)1860年 代以降の カワカワカワク社会 におけるポ トラ ッチの流行 について,ワ レンスは興味

　 深い指摘を行 っている。彼に よる と,ポ トラッチは 「死」 と 「再生」 の儀式であ ったため,

　 1860年 代か ら蔓延 した天然痘 とそれ に よる人 口の減少が,ポ トラ ッチの開催回数を増 加 させ

　 た と言 う(Walens　 1981)。

13)　 オ ジブ ワとい うグルー プは,毛 皮 交易が進展す る中 で複数 の グル ープ出身の先住民 が集

　 まって形成 され た新た な民族であ る(Bishop　 1974)。
14)　 この家族狩猟 テ リトリー ・システムには ビーバ ー資源 を保全す る機能があ る点を強調 して

　 お きたい(Feit　 1991)。 この制度 の出現については諸説があ る。 リー コックは,毛 皮 交易へ

　 の参加すなわち資本主義 への接触 と包合 によ り,カ ナダの東部亜極北地域に住む先住 民が特

　 定の狩猟場やそ この動物資源に対 して所有意識を持ち始め るよ うにな り,特 定の人物(家 族)

　 が特定の テ リ トリーを専用 する システ ムが成立 した と考 えた(Leacock　 1952)。 一方,フ ェ

　 イ トは,こ の システムは ク リー人が毛皮交 易を本格的に開始す る以前か ら存在 し,生 態系保

　 全機能 のあ る独 自の社会経済制度 である と主張 してい る(Feit　 1991)。 煎本は,こ のシステ

　 ムが毛皮交易 に参加 したチペ ワヤ ソ人 の間 には 出現 しなか った ことに注 目し,モ ンタニ ェ人

　 やキ ャ リー人 の地域 と比較 し,こ のシステムの成立には大型狩猟獣の減少に代表 され る生態

　 環境の変化(生 活基盤 であるサ ケや カ リブーが減少 し,ビ ーバ ーの罠猟に依存 せざるを得 な

　 くな った こと)と ビーバ ーの生息密度(ビ ーバ ーの生息密度が高い地域 である こと)と い う

　 2つ の要 因が重要 である と指摘 してい る(煎 本1994:10-11)。 家族狩猟 テ リ トリーをめ ぐる

　 論争 につ いては,Bishop　 and　Morantz,　eds(1986)を 参照 されたい。
15)　 ラブラ ドール ・イヌイ ッ トの人hの 間では,18世 紀半ばに クジラの ヒゲをほかのイ ヌイ ッ

　　ト人か ら入手 し,ヨ ー ロッパ人 と交易す るイヌイ ヅト人が存在 した と推定 され ている(Tay-

　 lor　1984:511)0

16)北 米 におけ る毛皮交易は,私 的な毛皮商人や会社を相手 とす る自由競争か,露 米商会に よ

　 る交易 のよ うな支配交易(徴 税 ・強制狩猟)で あ った。ア ジアの極東 に居住す る ウデへ人 の

　 場合には,彼 らの毛皮獣捕獲活動 は,東 アジア的王朝支配 の交 易(清 朝 との朝貢交易)(第1

　 期),ロ シア人 による初期資本主義的な交易(第2期),ソ 連 時代 の社 会主義的計画経済下 で

　 の生産 活動(第3期),ソ 連崩壊後 の初 期資本主義的 な市場経 済(第4期)の4時 代を体験

　 してい る。佐 々木(1997)は,先 住民 の立場か らす ると国が ウデへの交易を保護 した時期(第

　 1期 と第3期)に は生活が安定 していたが,資 本主義経済下(第2期 と第4期)で は生活が

　 混乱 してい ることを例証 している。ウデへ人の場 合には,国 家が生産量や取 引量 を コン トR一

　 ル してい る限 りは,毛 皮市場の変動に係わ りな く,毛 皮獣狩猟や先住民の生活は安定 してお

　 り,経 済を毛皮獣捕獲 に特化 して いて も社会やアイデ ンテ ィテ ィの再生産 が可能 であ った。
17)現 在のイ ヌイ ッ ト人の村や地域 を単位 として個人 の年収や学歴を基準 とす ると,経 済階層

　 が存在 してい ると言え る。 しか し食物 分配や相互扶助 が現在 でも根強 く実践 されてい る人 口

　 規模が500人 に満 たない村では,確 固た る階層 が存在 してい るとは言い難 い。個hの 拡 大家
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　 族 内や キ ン ドレッ ド内では,食 物分配 に よる経済的 な平準化が見 られ る。 イヌイ ッ ト社会に

　 お いては この平準化が作用す るため,個 人が階層を上昇す るこ とは きわめ て困難であ る。同

　 社会 にお いて確固 と した階層化 は,個 人 ではな く,拡 大家族 を単位 と して出現す るとい う仮

　 説 を提起 してお きたい。

18)　 クローウ ェルは毛皮交易が北米 の先住民社会 において引き起 こ した社会 ・経済変化 を次 の

　 ように要約 してい る(Crowell　 1997:11)。

　　　 1毛 皮交易 に係わ った結果,北 米先住民 の移動性,柔 軟性 と社会的互酬性 に基づ く生業

　　　　 戦略は変化 し,罠 猟師,仲 介的交易者,定 住化 した 「ホーム ・ガー ド」 などといった

　　　　 経済分化が見 られた。

　　　 2毛 皮獣 の減少に伴い,集 団間の競争 が激化 し,領 土性が 明確に意識 され始めた。

　　　 3毛 皮 交易 の初 期には,ヨ ーロ ッパ人 と奥地 の先住民 との仲介 者 とな った先 住民 の グ

　　　　 ループは,富 力 と政治 力を高め た。例 えぽ,北 米北 西海岸 においては,毛 皮交易 は個

　　　　 人や リニージ間 の地位の差異を顕在化 させ る機能 を果 た した。

　　　 4北 米 の毛皮交易 のために,一 般 的に先住 民は ヨー ロッパの技術,信 用貸 し,移 入 され

　　　　 た食料 への依存度 を高め てい った。 しか し,こ の毛皮 交易 システムは北米先住 民の親

　　　　 族 を中心 とした生産 ・生活様式 を崩壊 させは しなか った。 よ り南 の先住民 は農業移民

　　　　 に よって土地を奪われたが,極 北や亜 極北地域 ではその ようなことはなか った。

　　 ワル ドマ ンは17世 紀 か ら19世紀 にかけて毛皮 交易が北米先住 民に及ぼ した諸影響 を次の よ

　 うに要約 している(Waldman　 1985:74)。

　　　 1ハ ンターは毛皮 の供給者や交易パ ー トナ ーとして ヨー ロッパ人 の文化に さらされた。

　　　 2ヨ ー ロッパの病気が新大陸において蔓延 した。

　　　 3乱 獲 に よる毛皮獣 の減少に よって食物連鎖に変化 が起 こ り,生態 システムが変化 した。

　　　 4ヨ ー ロッパ人の毛皮 交易者,罠 猟師の到 来に続 いて,交 易所や軍隊の駐屯地 がで き,

　　　　 さらに開拓者が先住民 の生活領域に流入 して きた。
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北 米 毛 皮 交 易 年 表

ア リューシャソ/ア ラスカ地域 北米北西海岸地域 カナダ中部/東 部地域 極 北 地 域 世 界 情 勢

1500年 16世 紀 イギ リス,フ ランス,ス ペイ ン,ポ ル トガル,オ ランダの 16世紀以降 北西航路を求めて多数の探検家が来る。 16世紀頃 ポル トガル人 らが ラブラドール,ニ ューファウン ドラン ド,

5力 国がアメリカの北東部の支配をもくろむ。 ニューイ ングランドの沖にタ ラを求めて出漁。

16-18世 紀半ば ラブラドール,グ リーンラソ ド,東 パ フィソ湾などでパス
ク人やオランダ人が捕鯨を行う。

1534年 ジ ャック ・カル チエがセ ン ト・ロー レγス河沿 いで先住民 1550-1850年 頃 ヨーロッパで ビーバ ーの フェル ト帽が大流行。

と毛皮交易を開始。
1580年 頃 ラブラ ドール半島の沖にはバス ク人の捕 鯨船 が,ニ ューフ lb世紀末まで スペイン人とポル トガル人が大西洋を支配。

7ウ ン ドラン ドの沖にはスベイ ン人,ポ ル トガル人,フ ラ
ンス人,イ ギ リス人の タラ漁船が出現。

1600年 1603年 サムエル ・ド・シャンブレーソがニ ュー ・フランスへ到着。 17世紀以降 清朝(中 国)で クロテンが流行。

1616-1649年 ヒy-Pン 人は オタワ人や ニビシ ング人と連携 しなが ら, 1608-1fi30年 イギ リス,フ ラソス,オ ランダの コロニーがアメ リカ東北

五大湖,ハ ドソン湾,セ ン ト・ロー レンス河の間で交易の 部 にできる。

帝国を創 りあげた。
1630年代半ば 毛皮交易の仲介者がアルゴンキソ人やモンタ__人 からヒ

ユーPン 人へ と代わ る。
1634年 北米東部ではしかが流行。
1636-1637年 北米東部でインフルエンザと獲紅熱が流行。
1639年 北米東部で天然痘が流行。
1640年 以降 オタ ワ人が仲介役 とな り,ク リー人,オ ジブワ人,ア シニ

ボイ ン人らが スペリオル湖 とヒy-Rソ 湖との間にある

SaultSte.Marieに 毎年集 ま り毛皮を交易。
1649年 イ ロクオイ5民 族同盟が ヒュー ロニアを破壊。

17世紀半ばまでに アメリカ東北部のインディアンは毛皮交易に深く係わ りプ
ロレタ リアー ト化す る。北米の支配はイギ リスとフラソス

の争いになる。
17世紀半ば イロクオイ同盟が軍事 ・経済的に拡大。
1660年 代 まで 毛皮交易はセン ト・ローレンス河 とハ ドソン河を利用 して

行われた。
1664年 イギリスがオランダからイロクオイとの交易関係を受け継

ぐ。
1668年 毛皮交易にジェームズ湾ル ー トが舶わる。
1668年 ハ ドソソ湾会社が ルパ ー ト痢にチ ャールズ ・フ ォー トを開

設。

1�70年 ハドソン湾会社(HBC)が 設立される。

1673年 ハ ドソソ湾会社が ムース川に ムース ・ファクトリーを開設。

1675年 ハ ドソソ湾会社が フォー ト・オールバ ニー川にオールバ

ニーを開設。

1682年 ハ ドソγ湾会社が ヘイズ川に ヨー ク ・ファクトリーを開設。

1685年 ハ ドソソ湾会社が セブソ川にチ ャーチル ・フ ォー トを開設。 1685年 以降 ビーバー ・フェル ト帽製造 の中心地は フラソスか らイギ リ

スへ と移行。

1689年 ロシアと中国との間に正規 の貿易ル ー トが形成される。 1689年 中国 とロシアの間でネルチンスク条約が結ぽれる。
17世紀末 ロシアは毛皮市場を中国やそれ以外のアジアへ求めた。

1694-1720年 クリー人はチベ ワヤン人や ビーバー人を西方へ追いやる。 1696年 毛皮市場が崩壊。

1700年 is世紀 ロシアから中国への交易品はテン皮からラッコ皮に変化す 18世 紀,19世 紀 毛皮交易の前線が西進。 1717年 ハ ドソン湾西岸のチ ャーチルにハ ドソン湾会社 の交易所が

る 。 開設。
1730・1740年 代 ロシア人が千島列 島とア リューシャン列島を探査。 韮715年 ハドソソ湾会社が西進しアサバスカ川に到達。
1741年 ベーリングの第二次探検隊がアラスカ及び北米北西海岸へ 1717年 ハ ドソン湾会社 がフォー ト・チャーチルを開設。 1713-1756年 フランスは先住民との同盟 を強化 し,ニ ューオーリソズや

至到。べ一 リング隊が コマソ ドル スキ ー諸島でラ ッコを発 ピッツバー グへ砦を創る。

1740-1780年 代
見。
ロシア人による資源掠奪の時代。 is世紀後半 毛皮交易がサスカチュワン,マ ッケ ンジー流域にまで広が 1713年 ユ トレヒ ト条約のため,ハ ドソン湾 はイギ リスの ものに。

1750年 代 ロシア人の交 易者 はア リューシャン列島へ移動。 18世 紀半ぽ以降

1756-1763年

る。

交易会社は現地 に進 出し,直 接交易に乗 りだす。「
七年戦争」(フ レソチ ・イソデ ィアン戦争)。

1718年

1727年

ニューオ ーリソズに フランス人が商業 センターを創 る。

中国 とロシアの間でキ ャフタ条約 が結 ばれ る。
176(H767年

1763年
オ ットセイは不猟。
ロシア人がコディアク島 まで進出。

1760年

1763年 頃

イギ リスがケベック市を 占領。

毛皮交易は,西 はロッキ ー山脈,北 は北西準州の グレー ト

1756-1763年

1763-iszi年

フレンチ ・イ ソデ ィア ソ戦争(七 年戦争)。
ハ ドソン湾会社 とモ ントリオールの毛皮商人(ノ ー ・ウエ

・ス レーブ湖や グV一 ト・ベアー湖 まで広がっていった。 スターズ,後 には北西会社)が 競合。

1766年 ロシア政府 はア リューシャン人を ロシア臣民であると宣言。
1774年 スペイソ船 サンチャゴ号がハイダ人の グループと接触 し, 1763年 パリ条約で フランスは カナダをイギ リスに,ミ ズ リー河上

交易を行 う。 流域をスペイソにわたす。
1778年 クック船長が ヌー トカ湾に上陸。何枚かのラ ッコ皮を入手。 1779年 ス コットラソ ド人 によって北西会社(NorthWestCompany) 1776年 アメ リカ独立。

ができる。

1779年 ラッコの毛皮が中国の広東で高値で売れる。 1783年 米国と英領北アメリカの境界決定。
1781年 シェレホフ商会が設立 され る。 1780-1840年 代 海洋交易期。
1784-1788年 シェレホフが コディアク島に到達 し,先 住民 との平和 な取

り引き関係を作 り出す。
1786年 オ ットセイの繁殖地であ るプリビロフ諸島を発見。オ ット 1785年 ラッコ号 が毛皮交 易のため ヌー トカ湾に到来。

セイ猟が再興。
1787年 ロシアがス リー ・セイソツ ・ベイを植民地 とする。
1788年 エカテ リーナ2世 によるアラス カでのヤサ クの徴 税の廃止。 1788年 ボストンのグレイ船長が北米北西海岸へ来る。
1788年 ロシアとチュクチ人との間に和平条約が成立。
1789年 コリマ河沿いに交易のためのアソニュイ交易所が設立され

1789年
る。
ア リューシャン列 島付近か らラッコがいな くなる。ロシア

入は北米北西海岸進出を企てる。
1790年 ビリングス調査隊が アリューシャン列島を調査。 1792-1812年 海洋交易の全盛期。
1791年 マラスピナ調査隊がチ ュガッシュを調査。 1793年 A.マ ッケンジーが ロッキー山脈を越 えて北西海岸へ到達。
1790年代後半 ロシア正教の宣教師がアラスカ南西地域に到来。
1798年 ロシア人のアメリカ商会(TheUnitedAmericanCompany)

が許可される。
1799年 アメリカ商会は露米会社になる。
1799年 バラノ7が シ トカに基地をつ くる。

1800年 1802年 シ トカで トリンギッ ト人 とロシア人 とが武力衝突。 1803年 までに イギ リス船が来 なくな る。 1800-1825年 ロシアはキャフタ交 易に関心を失な う一方,ア ムール河流

域への関心を高め る。

1802年 露米会社に第2番 目の憲章が付与される。 1805年 北西会社の毛皮商人がロッキー山脈の西側に交易所を創っ 19世紀初め アメリカにおける毛皮商業の拡大。

1804年 バラノブは コデ ィアク島で米国船と交易 し,米 国との商業 1821年
た。
北西会社とハドソン湾会社の合併。陸上交易の開始。 1821年 ハ ドソン湾会社と北西会社が併合する。 19世紀初め ビーバーから中国向けのラ ッコや 才ッ トセイへ と交易の毛

ルー トをつ くる。 皮が代わる。
iaos年 シ トカに・シアの総督府が置かれる。 1830年 頃 北西海岸でラッコガいなくなると交易は島民から陸地民へ iszs年 ビーバーの毛皮からバ ッフ ァロー皮へ と交易の 中心が変化。 19世紀初め シル クハ ットの出現。

1820年 代 ア リュー トの半地下式家屋の大型化。ベー リング海峡 のチ 1830年 代
と移行。
ハドソン湾会社は交易船を北西海岸の南北へ走らせた。 1808年 ジョγ ・ヤ=ブ ・アスター が アメリカ毛皮商会(American

ユクチ人は アンニーイ交易 よりもアメ リカ人との交 易に 目 FurCompany)を 設立。

を向け始める。
1833年 セイ/ト ・マイ ケル交易所が開設される。 1831年 ナス河 の河 口に フォー ト・シンブ ソンがで きる。 鰺09年 シュ トー家がセ ント・ルイス ・ミズ リー毛皮商会(St.Louis

MissouriFurCompany)を 設立。
1838年 ロシアはハドソン湾会社から植民地に必要な物資の供給を isao年 代 ラ ッコがほ とん どいな くなる。 1837年 グレー ト・ホエール ・リバーにハ ドソン湾会社 の交易所が 1816年 アメリカ議会はイギリスの交易人を米国からしめだす法を

得る。 開設される。 施行。
1839年 ハ ドソン湾会社はM[。Fairweatherか らPortlandCanalま で 1840年 代一 内陸交易の開始。 1840年 代 国際的な毛皮交易が衰退。

の沿岸地をロシアへ貸与。
1841年 コル マコフに交易所が開設される。 1843年 ハ ドソソ湾会社はバ ンクーバー島にフ ォー ト・ヴィク トリ

アを開設。
1847年 ハ ドソソ湾会社が フォー ト・ユーコンに交易所をつ くる。 1846年 イギ リスとアメリカの間でオ レゴン条約 が結ぽれ,パ ンクー

・ミー島がイギ リス領になる。
1848年 まで アメリカ人はチ ュクチ海で捕鯨 を行 う。 1849年 バ ンクーバ ー島北部の フォー ト・ルパー トにハ ドソソ湾会

社(HBC)の 交易所が開設される。
1850年 頃 ベーリング海峡北城に米国の捕鯨船が進出。 1849年 イギ リス政府はパ ンクーパー島をハ ドソソ湾会社 の植民地 1850年 以降 カナダ極北にス コッ トランド人の捕鯨者が基地 を創 る。

とす る。
1854年 まで アメリカ人はポイ レト・バ ロー地域 で捕鯨を行 う。
1867年 アラス カ商会(TheAlaskaCommercialCompany)が 露米

会祉の交易所を引き継ぐ。
1867年 アラス カが米国領になる。 1867年 ロシアが アラスカを アメリカに売る。カナダ自治領 の成立。

1880,1890年 代 鯨とセイウチの頭数が北太平洋で減少,ア メリカ人は先住 1869年 ハドソソ湾会社は領地をカナダ政府へ売る。

民を相手に毛皮交易を開始。
1889-1906年 ハー シェル島海域 でアメ リカ人が捕鯨を行 う。

1goo年 191(ト1920年 代 カナダの極北地域にハドソン湾会社の交易所が多数開設さ
れる。毛皮交易の開始。

1960年代以降 アザラシの毛皮 も交易 される ようになる。


